資　料

障害者就労に関する記事の抜粋～機関誌「そよ風のように街にでよう」より～
○まず、生きぬくことが仕事では－障害者が働くということ（３号、1979年）

・障害を売り物にはしたくないけど、１普通の人の３分の１もできなくても、一生懸命汗水流してやったんだ、というところ認めてくれるような労働があればいいなぁと思う。

・働くといったら、まあ、毎日を生きてるという感じっていうか。でも人間ってのは生きてるだけというのはできないしね。ぼくは生活保護とってるけど、これでよいという気持ちは少しも持ってないし、２やっぱりこだわっていくというのが実感。それがぼくにとっての働くイメージ

・金儲けして生活していこうと思ったら全然外へ出る機会もない。楽しみなど０にせんと、この重度では自分で食べていけるお金にならない。やっぱり３人間として長続きしたいと思ったわけね。これだったら、同じ苦労するんであればね、障害者の活動の中に入った方がいいんじゃぁないか
・運動と生活を切り離して考えられへんからね、運動が仕事みたいなもんで．．．

・視力障害者のぼくの場合、また特殊でね、･･･　学校でも、あんま、はり、きゅう、ばっかりにし向ける．それをしないと、たちまち教師とチャンバラ．ぼくは仕事が選べないということにすごく疑問があってね、チャンバラ起こしたほうですけどね．健常者も好きな仕事してないぞ、ていうふうにいうけどね、ある程度のなかでやってるわけですよね．こっちはそれしかないわけで、それを逃げたら、もう何もないって格好ですよ．

・私にとったら、話しをするのでも、これ労働やと思うし、家からここまで来るのもやね、ひとつの労働だと思うし、いつでもしんどいわけやんか．もし、障害者差別がね、なくなって、障害者も４社会に認められて仕事ができたらね、仕事の方楽やろな、という感じもつわけ．

・ぼくはやっぱり、健常者と一緒に保育され、教育されるというね、その延長線上に労働の場があると思う．だから５自分のペースをいかに相手にわからせるか、ということですよ．障害者の仕事っていうのは、物を生産することは限界があるわけです．はっきりね．だから、ぼくらは障害者の生きざまを行政や社会にわからせることが仕事だと思うんです．そういうことであれば、どんな障害者でも可能性はあるだろうし、まあ方針として出せるだろうと思うんです．だから、ぼくはずうっと行政と取り組んできたし、たまたま今回は、残念ながら点字というのが武器になって入れたと思うんです．だから、世の中、そう甘いもんじゃなくて、ぼくらのいってる通りにはやれてないと思います．

・何らかの形で、今の６社会がメリットと認める部分がなければ．．．

・７障害者の生きざまを武器にできる世の中だったらいいなぁと．

・ぼくの場合はね、８自分自身でこれやったらできるん違うか、これはあかんな、と限定してきたわけや．社会の眼とか限定とかはあったけどね、結局、僕自身が限定して非常に窮屈してしもたところを感じる．

・限定される方がいいかもしれへん．私なんか、限定も何もやってくれへん．．．

・ぼくたち重度のＣＰは初めから働くということを誰も考えてくれへんということ

・現実の授産施設では、１０の賃金と３～４の賃金を稼げる人がいて、１０こなす人がね「それやったらあほらしい、一緒にできるか」と言う返事がかえってくる．障害者のなかでも障害別に差別がある．そのあたりでね、重度の障害者でも、生活保護受けるより９自分で自分の生活の糧を得たいなと思うけども．

・１０苦労したから認めてくれと．苦労の価値を．ＣＰの場合は単純作業よりも、もっと考えることができる人が多いと思うんですよね、案外．だから１１創造力の豊かな仕事がもっと開発できないかなぁ、と思うんです．

○「共働」に明日を探る　―桜井真一と「上田福祉工場」の航海―特集（５号.1980）

桜井真一は、１９５２年生まれ　脳性麻痺１種２級の障害を持つ。

・中学卒業が１８歳のとき。とにかく１日も早く社会に出たい、出なければならない一心だった。

・しかし学校の進路指導は形だけ。職安に強引に頼み込み、粉袋製造の会社に就職。３ヶ月後解雇。理由も言わなかったし、こっちも聞きもしなかった

・１２（クビになって）自分に腹が立つ。やっぱり仕事できればクビになんない。でも現実にできないじゃん。

・（クビになって）会社に腹が立つ。オレらやってる、精一杯。精一杯やってるのに、こんちくしょうと思う。

・それから、就職の放浪生活。職安、知人、親戚すべて使い、福祉工場に至るまでの６年間に、転職回数は十数回を数える。

・誰だって、初めはこんな仕事ならできると思う。それは機械が絶好調だから。ほんとは機械を絶好調にするまでが大変。そんなことわからんで、しゃばに初めて出た人間がただ機械動かしたらできるみたいに考えてたら、死ぬって言うんだ。その中でただクビにされたって、なんでクビになったのかさえわからずに、死ぬんだから。

・施設の先生によく言われたんだ。しゃばはそういう甘いもんじゃないって。確かに、出てみればそうなんだよな。でも、そう言われた側の立場を考えてみると、もし大人になっても、オレはそういう風に言いたくないと思った。そんなこと言われてもさ、ずっと施設のなかにいてわからへんもん、絶対。わからないばっかりに、不安ばかり積もるわけだよ。だからとにかくオレは、おもてに出てもまれて行こうと思った。

・（上田福祉工場は）やっぱり技術がないとダメだというか、腕がないと食っていけないというか。そういうものがあったから、自分をもう少し強く売っていけるんじゃないか。オレは学歴は中卒だし、履歴なんか見たって何もいいもんない。おまけに障害もってるいうのは、よけいにマイナスな目で見られるから。そんなとき、福祉工場やってみないかという話しに。その時は漠然としてて何もわからなかったが、もうどこへも行くところがなかった。

・（一般雇用うまくいかなかった理由を探す桜井さんに対して）自分で言ってたじゃないか。３年ぐらいして、１３障害者自身に甘えがあったからいけないんだと。じゃなかったら企業の側だって雇ってたよ。誰かが休めば誰かに負担がかかる。前だったら逃げてた。オレに任せて。オレはどうするんだ。オレは逃げられない。ここをつぶすことできないし、支えてくれた人を裏切ることになる。真ちゃんにやってほしいのはそこ。そういう経営的なものまで考えてきたら変わると思うよ。現に変わってきたんだから（一緒に働く健常者、尾崎さん）

・２年目ぐらいに仕事全然なくて外交にいかされた。そのとき、対お客、対人間がわかってきた。仕事とか金を生み出すことがどいうことなのか。こういう所にこなかったらわかんない問題だったかもしれない。働くということが。

・１４自分は初めから体の状態考えて、タイプ関係しかないだろうと。夢だった。とにかく、この世のなかで生きるか死ぬかどっちかしかない。１５生きるとしたら自分の力で食べるというのを、ものすごく持っていた。（一緒に働く障害者、寺町さん。寺町さんの参加、ふんばりは、桜井さんに大きな刺激に）

・母親入院してるとき、なんだかんだで１か月がすぎた。仕事をなげて。その間、寺町、尾崎さんが仕事してくれた。帰ってきたら、２万円もらった。その２万円はどういう思いでくれたかわかる。そして今度は、寺町さんが入院。寺町さんの給料１万円でもいいからやろうと。尾崎さんは、ここは解雇がないのが唯一の保障というが、そういうのではなくて、一人いないと大変、三人いるのがあたりまえ、そういう部分支えられなかったら何の福祉工場か。

・行政補助を得ようとは思っていない

　　その理由１　そういう形で保障されれば、自分たちが堕落する

　　　　　　２　予算は決まっているし、国そのものにお金がなくなってきている

・１６「共働」自分がやれないことを当たり前と思っている障害者には抵抗を感じる。精一杯やれることをやるのでなければ健常者と対等に交われない
・「共働」「障害者の甘え」とは何か。「甘え」こそ、福祉施策を推進し、施設を建て、障害者になりかわって陳情し、障害者のために活動する健全者が、障害者に対して、恐れ多くも授与したもうたもの、に思えてならない（編集者談）

・１７共同作業所は必要悪、「本来それはないに越したことはないが、現実には必要」よく言われるが、必要性の度合いは、周りの社会にあり、悪は彼ら３人に集中してしまっているように見える（編集者談）

· 特集●おかね、ぜに、もしくは賃金なるもの（６号.1981年）

〔事例１〕飴田洋子さん　３７歳　ＣＰ一種一級　父８０歳、母７４歳との３人世帯

　　　　　父母の老齢年金、彼女の障害福祉年金、内職（毛糸の箱詰め）の手間賃が収入（３人で２万５千円程度／１か月）　一家の平均月収：十万余り（一級地における生活保護費１５万弱）

・外に出て、おかねになる仕事したいが、移動がちょっと。やとってくれるとこはない

・私は生活保護取ってもかまわないが、母ちゃんが生活保護取るくらいなら、三度のご飯、二度にしてもがんばる言うので、そのへんの気持ちわからないでもないから、３人で内職に精だしている

・お金ほしい。寝起きするのは２階、台所も風呂も１階。大変。家の改造したい。でも１８お金がいる。台所便利にしたい。日当たりもよくしたい。
・１９障害者だから、自分の思い通りの仕事はさせてもらえない。しょうがいないから今の仕事してるだけ。本当は編み物とかミシンで食べて行けたら最高

・２０障害者の就職は、単に権利を主張しても実現しない。職場の仲間に、本当の障害者の生き方をつきつけ、仲間と自分を変えて行く中から、働く場の条件を創り出せるはず（編集者談）

〔事例２〕　橋本賢吾さん　２３歳　知的障害（と言われる）　授産施設通所

給料（報奨金）は月１万２千円、貯金しており、現在３０万円。働く時間は３時間／１日

あとは体操など　衣食住は、お父さんが出してくれる　

・２１小遣いが月２千円。足りない。月１万円ほしい
· したい仕事は「･･･」

〔事例３〕　３歳時股関節結核により左足に障害

公立高校からデザイン専門学校へ　小さな関連の会社に３、４か所勤めた。

新聞で公募した電電公社が身体障害者枠で採用　　

現在は右足が不自由な妻と２歳、１歳の子供がいる

・僕の給料だけではしんどいから二人で働いてるが、その分日々の生活がハード。子供はしょっちゅう病気。下の子が肺炎で入院中

〔事例４〕  武田リョウヂさん　１９５０年生まれ　ポリオ１種１級

　　　　　　自営で和裁仕立てをしている。父親が退職金で購入したしょう洒な２階建家の１間を仕事場に。父親は退職後始めた事業に失敗し、今でも月収入の３分の１を借金返済にあてている。父親は７０歳。衣食住を両親に頼る生活はつらいところ。

・和裁の仕立ては、母親の姉がこの仕事をしながら子供を育てており、これだったら座ってできるからいいんじゃないか、ということで。好きも嫌いもなかったが、とにかく２２やれるものをやるしかないと思った

・事情のわかった呉服屋がコンスタントに仕事をくれる。一日１２時間以上働く。外出しないで月に６、７枚。平均月収が４万円位

・「愛知県、重度障害者の生活をよくする会」会長でもある。そちらの運動で、外出が多くなるのと半比例して和裁の収入が減る。

・結婚予定。お相手は和裁学校に通っている。結婚したら、二人で仕立ての仕事をするつもり。「二人で一人前半の仕事をするつもり。月１０万稼げれば、何とかやっていける。そこまでやっていけるか不安あるが」

〔事例５〕　大田好信さん　１９４９年生まれ　共働作業所　日本脳炎後遺症による脳性麻痺１種１級

　　　　　　就学猶予のため１１歳まで在宅生活　２１歳のときに八幡養護学校に小学６年生として入学高等部卒業のときは２８歳になっていた。その後作業所へ

・僕の場合、高等部操業で２８歳、だから進路のことで悩んでいた。毎年卒業していく人を見ても、半分以上は在宅か施設。軽い人で会社に就職しても、人間関係なんかで辞めてしまった話しもよく聞いたので

・やるならタイプ関係の仕事がしたいと、養護学校の作業訓練でも福祉センターの職業訓練でもそれを希望したが、学校では焼き物訓練、センターは身辺処理ができないと断られ、独力で中古のタイプを仕入れ、独学でおぼえていった

・就職は全然考えていなかった。２３普通の会社はやだった。人間関係のことなんかで。

・学校側指導は、施設しかない。卒業と同時に、高１のころから友人の紹介で出入りしていた共働作業所へ

・作業内容は、電動和文タイプを使っての版下づくり。活字の版組みも手伝う

・作業時間９時半から１６時半まで。月１万７千円の収入。障害者福祉年金、福祉手当合わせて月６万円程度の収入。

・自立を目指して親の説得を始めている。金は作業所の賃金計算もわかるので、何とかそれでがんばるつもり。介護のことが悩みのタネ

〔事例６〕今北一夫さん　１９５２年生まれ　民間企業（陶芸製造）　幼少のころから養護施設にあずけられる。１２歳のとき、精神薄弱児施設へ。児童寮から成人寮へと１０年間を過ごす。

・施設の陶芸部門は今北さん一人できりまわされていた。園の収入源にもなっていた。しかし、今北さんの小遣いはなく、施設長から朝から夜遅くまであれしろ、これしろと言われた。２４「こんなとこおったらあかん、そればっかり思っとったわ」

・信楽の施設に勤める以前の施設の職員を通して、今の企業に勤めることになる。

・今北さんの仕事は、自動ろくろによる型づくり。作業時間は８時から５時まで。休憩は３回にわけての１時間。休みは日曜のみ。祭日も出勤。

・現在給料は、額面で１２万円程度。各種保険料、社内預金、寮費、食費等さしひいて７万円程度。

・住まいは寮。６畳の部屋に、大型カラーテレビ、冷蔵庫、オーディオセット、ベットなどが。この数年間に月賦で買いそろえたもの

・貴重品はアドレス帳。「頼れる人間は友達だけ」「友達同士が本当にうまくいってるかどうかは、会ってみないとわからへん」外出は、土曜の夜から日曜にかけて泊まりで。多いときで月３、４回。交通費だけでも５千円はかかる。今北さんにとっては必要経費。

・月賦支払いは月１万円ずつ。それでも月２万の貯金は欠かさない。

・結婚が決まり、新居は寮のわきに、会社が一軒家を用意してくれた

〔事例７〕　田中啓郷さん　１９５０年生まれ　ケガのため小学校へは２年遅れで入学　病弱のため、小・中を通して出席率は２／３程度。中学１年頃よりてんかん発作がおこり始めるが、年をとるにつれて回数は減少。

・中学卒業を迎え、高校・専門学校の進学を希望したが、病気・成績を理由に学校側の指導らしきものはない。仕方なく、何か特技を身につけようと、書道教室に通ったり、通信教育を受けたが、仕事に結びつかない。

・新聞・職安などで職探しをするも、ほとんど断られる。体が弱いということで。

・２０歳のときに、電気関係の零細企業に、２６歳のときに、中堅の製菓会社に就職するも、発作がおこると一発で解雇された。

・母親が他界後（中２）、父親は再婚、いつまでの親のすねはかじらせてくれない。どうしてもお金が必要なときは兄、姉に相談。「メシはあるけどおかずがない。仕方ないからラーメンでも食おうと。そのラーメンもある時とない時があって、そんなことの繰り返しで、働いてないことの負い目が続いて、これじゃよけい神経とがらせて、体にも悪いし」

・義姉のつてで共同作業所へ。

・生活保護を受けることは、作業所の仲間からの提案だった。

・作業所は、日曜・祭日休み。９時から５時まで。住み込みなので交通費は必要ない。休みの日は外出を控え、休養にあてている。食事は、昼は仲間同士で自炊。朝・晩は自炊。「一人やし、切りつめれば、ぜいたくしなければ何とかいけそう」　作業所からの手当はない。たまに赤提灯でと思っても贅沢はできない生活

〔事例８〕　三上洋さん　市役所勤務　　５歳のときに眼科で受けた手術に失敗し、失明。６歳から家族から離れた生活「盲ろう学校へ」　現在は、就学前の子供と３人暮らし。地質工学研究所に勤める妻の月収が１０万円程度。本人の８万と会わせると楽な生活。福祉年金が三上さんの小遣い

・盲学校では、前方に広大な世界が拡がっているのであれば「ここが我慢のしどころ」と思えたが、あんま、針、灸の三療が行く手をはばむ。不満をぶつける彼に、教師は「三療がいやならそれを教える教師になれ」と。教師を目指すも、受験に失敗。

・ホテルのマッサージ師をやり、個人で治療院を開業。月収は１０万円。その間、東京・大阪の点字関係の出版所、図書館に就職依頼をしたが、コネと全盲で雑用ができないという理由で断られる

・決められた道、２５好きになれぬ仕事をこのまま続けるのはどうしてもイヤだった。２８歳になった彼は、全国行脚の旅へ。

・大阪に落ち着き、全障連事務局長楠さんと出会い、「平野解放治療院」に勤める。彼の不満・反発は一定の方向を持ち始め、「豊中市への就労闘争」が開始。闘いは、①障害者の無試験優先採用、②障害者行政は障害者自身の手で、③労働者の意識改革を３本の柱。市側は「住民サービスの低下」を主張。行政内部に「障害者雇用問題連絡会議」設置するも形式的な対応。闘争開始から５年後、「視力障害者に限って、雇用条件が一定整った」として「非常勤嘱託」の身分で採用

・「反・三療」意志がようやく具体化。２６「盲人福祉指導員」という職種が新たに生まれた。現在ある仕事で何ができるかという発想だけでは、今後障害者の就労の機会を拡げることは難しいのでは

・週３日１５時間の勤務で月給８万円。点字奉仕者の点字訳を、原本と読み合わせしながら校正するのが主な仕事、市の盲人家庭への通信物を点訳

（編集部まとめ）

・これら事例の特徴的事項は、①賃金の絶対額が話しにならない程低く押さえられている、②生活実態にそぐわない収入を何らかの方法で寄せ集め的にしのいでいる、③通常の賃金水準に達している人でも、職場の人間関係、格差付き、別枠採用、嘱託など、生活設計が作りにくく、将来に対する見通しが弱い

・障害者の労働力は、一般的に健全者と比較して対々ではない。だからこそ、障害者の賃金と生活の問題が世に噴出している。世にいう２７十全な賃金とは、十全な労働力をそなえていない者をも包み込んで決定されなければならない
・賃金は単独であるのではなく、生活とがっちり結びついているがゆえに、法によっても、社会関係によっても疎外されている現実、それにアプローチするために私たちが叫ぶべき要求は「２８どんな方途でもよい、生活できる賃金を保障せよ」

・２９働く場さえあればという拙速的考えは現実の状況を逆転させるどころか、障害の程度や内容を問うというさか立ち現実を強化する
・３０障害者のためと投じられる予算が、能力主義のもと、障害者の手に渡らずに、単なるシステム作りに使われているとしたら、「健全者福祉」ではないか

・共同作業所の行きづまり。必要に迫られて作っても、実際の運営過程では展望が見えない。仕事内容も、賃金においても手内職仕事の域を突破できない実情。不十分きわまりない現行最賃制すら障害者の除外規定にもとづいて、障害者の賃金の保障足り得ていない

○相談コーナー〈介助が必要な障害者の就職について〉

〈相談内容〉肢体不自由児養護学校に勤務して２年目の教師から。全介助・部分介助の障害者が、自分の適性を十分に活かせる企業に勤めたいと希望した場合、彼の介助を補償する手だてが制度としてあるか

〈答え〉

1 全障連事務局長　楠敏雄

・能率や生産性を優先する現在の社会では、障害者の雇用は容易にすすまない。雇用保障は「身体障害者雇用促進法」に基づいて「良心的」な企業に頼るか、コネを利用するしかない。つらい事や露骨な差別にも歯を食いしばって耐えるしかない。職場環境に耐えきれず離職する障害者は、３１働くことの意欲も自信もなくしてしまう

・私たちに求められていることは、３２個別の対応だけに追われるのではなく、就労を希望する障害者の要求を組織化し、１つの広範な運動として労働組合や企業、行政などに積極的に働きかけること。３３障害者一人一人に職場の設備や条件、仕事内容などを合わせるように努めること。

・最近、大企業や官公庁でも、重度の障害者を雇おうという動きあるが、その条件が「自力通勤が可能な者」となっている。これでは重度障害者の切り捨てを宣言しているようなもの

・大阪府豊中市では私達の仲間の障害者の４年以上の運動の結果、全盲の視力障害者２名を雇い、彼らの介助者として、１名の弱視者を採用。しかし全体としては、まだまだ厚い壁

2 弁護士　松本健男

・介助を要する障害者が企業に就職することは極めて困難

・身障者の雇用促進に対する法制度はあるが、その内容は極めて不十分。現実は身障者の雇用保障には程遠い。国、地方公共団体、三公社は一定割合の身障者の雇用義務が定められているだけで、義務違反の支払義務はなく放任。一般事業主（民間企業）は、雇用納付金の支払い義務は課せられているが、その額は低額で、事業主に雇用しようという意欲を生じさせるものではない。

・障害者の就職保障は、公的な社会福祉施策の充実によって解決されるべきもの。何百億という納付金が使途のないまま眠っているという実態にメスを入れるべき

○　特集●生計への道、なるか、ならぬか－進路保障（７号、1981）

・障害者が限られた空間である学校から社会に出て生活を獲得していくことの意味について探る

（卒業後は、健常児と切り離された施設や在宅生活へふりわけられてしまうのか、それとも共に地域で生活することを形づくっていくのか、それらのせめぎ合いが「進路保障」に凝縮）

〔事例〕立木智美さん　１９６０年生まれ　妹、母をなくし、家族は父親のみ　　父親は大工で泊まりの仕事が多かったため施設入所　八王子養護学校を卒業後、現在は、母校の教師の家の隣にアパートを借り、生活保護を取りながら昼は共同保育所に通って子供達の面倒を見る

・できること、できないことをあげつらうのは、会社の中でのその人の立場を大きく不利にする状況がある

・障害者と、互いの個性を認めあい対等の人格で付き合おうとしている人さえ、それは口で言うほど簡単なことではない。ましてや、障害者のいない世界で生活してきた人にとって「チエオクレ」のレッテルは、その障害者がかけがえのない１個の人格であるという当たり前のことを見えなくし、社会から排除していくものとして機能

・八王子養護学校教師たちが、養護学校義務化に反対し「障害児も普通学校へ」と思い始めたのは、子供たちの卒業後の進路の問題をきっかけ。子供たちが自分の生活を獲得していくためには、社会の緊張関係のなかで育って欲しいと考え、一般企業への就労を進路指導の原則として進めてきた

・２年２学期、最初の２週間実習、３年各学期に２週間ずつ３回、計４回の実習を行う。働くということを体験する場。就職が難しいとされる重度の生徒も何とか受け入れ先をさがす。子供たちの間にも、できる者とできない者のふるい分けが始まる時期

・八王子市はこれといった産業もなく、探しつくした観もあり、職場探しはますます困難になりつつある

・障害者を拒むのは、経営者もさることながら、現場の労働者の場合も多くある。それまで全く付き合いのなかった障害者と関係をつくっていきながら、仕事を教えこまねばならない。どうしても作業が遅れるので仕事全体の流れがくずれ、その責任を問われかねないことを恐れる

・障害者の側も、「養護学校」という隔離された場で学んできたため、職場での人間関係がうまくつくれないこともある。

・行政からの補助を目当てに障害者を雇うところもあり、こういう会社では、人間関係から長続きはしない

・立木さんは、友達の面倒見もよく、活発で、教師たちにも先行きの不安を感じさせなかった。しかし実習を行うようになり、人間関係が上手く作れないことがわかってくる。　立木さんは、快活で初対面の相手にもやさしすぎる反面、どんな時でも自分の気持ちを主張し、自分の置かれた位置や周りの人の状況をつかむのがにがて。自分の思い通りに事が運ばなかったり、何かをうまくやれないところを見られたりすると、その場にいたたまれなくなって逃げだそうとする

・実習をしていたころ、父親との関係がうまくいかなくなり、これまで土日を父親とともに過ごしていたが、教師宅を転々とするようになる。父親は彼女に障害があることをわかっていても、酒を飲んで帰ってきて、そうじも食事の用意もしていない立木さんを見てきつくしかった。それが怖い彼女は、夜遅くても家を飛び出し、警察に保護されることがしばしばあったから、である。立木さんに対する進路指導の中味は「家から通える職場」から「住み込みで働ける職場」へ

・３４４社実習にいくも、就職には結びつかない。周りの友達は次々と就職が決まっていく。自棄的な行動がひどくなり、「死にゃあいいんでしょ」と口走って包丁を持ち出したりしたこともあった。実習は彼女を自暴自棄に追いやるだけと、３年３学期には実習を行うことをやめる。

・結局、卒業までに就職は決まらなかった。生活の基盤がない立木さんにとって、成人施設の入所が選択肢としてあったが、学校では会議を何回かもち、「彼女は施設を希望してはいないし、それはどうしてもできない」という結論に至る。生活保護をとってアパートで一人暮らしさせるという、新しい試みが始まった

・立木さんの住むアパートは、養護学校教師小島さん宅のとなりであり、小島さんの親戚がそのアパートの持ち主である。一人暮らしを始めた当初は、教師が週２、３回交代でアパートに来て、夕食を共にしたり、掃除を手伝っていたが、いまは毎朝、となりの小島さんが起こしにいってその日の食事代を渡す以外は、必要に応じて訪ねる形

・立木さんは、お金を計画的に使うことが苦手で、持っている分だけ全部使ってしまうため、月に一度、生活保護費の仕分けを、教師とともに行う。

・昨年夏から「障害児を地域・校区の学校へ」という運動をすすめている「杉並、中野区保育教育を考える会」を通じて小島さんが知り合った共同保育所へ通っている。保育所の人たちは彼女が来たいというなら拒まないし、できそうな仕事もあると言ってくれた。立木さん自身大の子供好きで、面倒をよく見る、社会へ踏み出す１歩として必要ということで、保育所の手伝いを始めた。

・仕事内容は、洗濯、そうじ、１歳半になる子供にご飯を食べさせる、昼寝をさせたり外で遊ばせるなど、時に仕事を放りだすこともあるが、それはそれとして周りは受け止めてくれている。怒られないからさぼるということは、ない。立木さんは子供好きで、家でも人形をかわいがっているが、保育所の赤ちゃんにも人形と同じように接してしまい、周りの人の心配は随分だった

・保育所に通うことを彼女は労働ととらえている。これは八王子養護学校教師や保育所の人たちの考え（「今の場でがんばりながら、彼女自身が次につくりだす意欲を持っていれば、それは他の職場に通用していくことでは」）とギャップがある。働いて生計を立てることを教えられてきた立木さんにとって、３５現在の保育所は、その延長線上で、それが「自分の生活」を形づくる自信につながっているようだ

（編集部）

・７９年養護学校義務化によって、公教育は整備されたかのように言われる。しかしこの事例を見ると、「共に生きていくために、今隔離が必要なのだ」という義務化派の人たちの論理のごまかしは明白

―それまでの教育のツケが、出口で噴出する―これが進路保障の第１の側面

・３６「働かせてあげる」という、一般企業の障害者を受け入れる意識を補強するものとしての雇用促進法などの法制度

・３７障害者の前には、国の施策や制度の数々が器として並べられる。これらのどの器に障害者をあてはめていくか、という発想で進路指導がすすめられていくなら、彼らが社会の構成員として歴史に加えられる道筋は、霧の彼方
・八王子養護教師「就職できない子」の前に、立ちつくす現実。障害者を企業の器に無理にあてはめていくことで、健全者のペースの合わせようとしてきた就労の破綻、障害者を社会の一員として人間関係のなかで受け入れさせるのではなく、単に通える所を保障するという進路指導の破綻を意味する

・今ある労働者の資本の流れに組み込まれた意識、それを中心に形づくられた社会と、いかにせめぎ合い、新しいものをつくり出していくのか－「保障する」主体としての教師の、世の中に対する価値観、障害者とともにあろうとする営為こそ、まず俎上に乗せること、障害者を排除しつつ営んでいる「労働」は、他ならぬ私達自身にとって一体何であるのかをとらえ返し、彼らとともに歴史に加担する筋道を明らかにしていくことが、私たち総体に求められている

· 働くことは生きている証である　大田「特殊学級」を考える会　北村小夜　（７号、1981）

・Ｎさんは、中学校特殊学級を卒業後、Ｓクリーニングに就職。３８精勤であり、早出、残業も厭わない。毎年おこなっていた家族旅行も、「私がいないと会社が困る」として、なりたたなくなってしまった

・仕事は新幹線車両のシートカバーのプレス。速くはないが、７年の間にこの仕事に関する限り、誰にも負けないほどの腕前に。

・給料は、月２万５千円。あまりの低さに職安を通して値上げ要求をしようとしていた矢先に、突然解雇

・解雇理由は、能率が悪いこの部分を廃止に。他の部門に配転もできないから、だった。一度も他の仕事を教えられず、与えられた仕事に脇目もふらず励んできたので、他の仕事ができるはずもない

・「無理に雇ってもらったのだから、退職金を要求するのは無理」という職安や労働局との交渉が続けられ、結果として、コートとハンドバックが買えるくらいの退職金をもらい、１か月後に退職

・人間誰しも、存在するだけでなく所属がなければ生きていけない。Ｓ社にしてみれば、人手ほしさにしぶしぶ雇っただろうに、「私がいないと困るから」と精勤続けたのは、３９厳しい条件のなかでやっとえた自分の所属がどんなにうれしく、どんなにたいせつにしたいものであったか

○　特集　障害者、このぼう大な労働予備軍―職場からの障害者排除と労働組合―（８号、1981年）

堀田節子さんへの、ＮＨＫ当局による就職差別事件に対する日放労（日本放送労働組合）の取り組みを問い、さらに他の４労働組合の差別事件に対する取材を通して、障害者問題の視点から、労働組合に求められている役割に迫る

・手の職をつけよう、写植をやろうと思って、１ヶ月ほど写研の学校へ通って、Ａ出版社印刷に就職。会社社長に「できへんから、給料あげたれへん」と言われる。ああいうところは能力主義やから、スピードが勝負。私のような障害者の場合、絶対に健全者に追いつかない。写植はいくらやってもうまくならない。遅い。間違い多い。整肢学院にいたころは、先生もみんなも、障害軽いし、歩けたから仕事できる、という。にもかかわらず仕事ない。もっとちゃんと、差別あるとか、しんどいとか、教えてほしかった。その時の先生に対して不満ある。

・４０姉の紹介でＭ工業へ。４１できない仕事にいつまでもかじりついていてもしょうがないと思った。事務と雑用と電話番だった。会社が終わると桃谷高校へ。学校では友情の会（障害者問題を考える障害者の会）に入った。学校の私と、仕事しているときと、全然つながらない。裏と表のある人間。職場でも、障害者問題とか浸透させないとダメ。私どうせ何もできないから、仕事はどんなことでもいい、組合のあるところに変わろうかなと思った。組合なんてなにも知らないのに。

・採用内定から競合試験になったのは、電話交換の職場の人の関係があったのではないか。４２こんな重い障害者の人が来てもらっては困る、自分たちの過重労働になるのではないか、と。それだけ過重労働なら、なんで上の人に言って増やすことができなかったのか。

・私は定員枠外採用だが、障害者はいてもおらんでもいい、ということじゃないか。組合員でもないし。なんかお客さんってかんじ。臨時という形でしか雇われなかったから、なおさら組合員でありたいと思う。臨時であれ正職であれ、働く側にとっては同じ労働者だから。

（日放労の取り組みを聞く）

・（堀田さんの件で）採用内定→競合試験→採用取り消しになったが、４３日放労は、「競合試験」に切り替わった段階で、全障連楠さんから「それじゃＮＨＫは障害者に対する考え方がなってないじゃないか」という指摘あり、堀田さん、第２の採用となるが、そこから取り組みを開始した。

・第２採用の確約から実際の採用まで、日放労が仲立ちをしてきたが、堀田さんは、日程も含めてさっぱり解らず、Ｍ工業とのかねあいもあり、非常に悩んでいた。ネックになった点は、そのころ、ＮＨＫは、大幅な人員削減を行おうとしており、客観的にみてもしんどい状況であったことは確か。

・堀田さんは高卒資格がないと、臨時職員から正職員になれないという問題については、①定員の枠を越えて考えろ、②高卒の資格がなくても堀田さんに合う職種を見つけろ、という要求をだした。今後の方針としては、①職員制度について障害者からの視点が欠落、中途障害者も含めた反差別の視点から取り組みを勉強する、②堀田さんの正職化をめざす、③具体的課題として取り組む

・堀田さんは臨時職だから組合員になれないが、組合員にしてＬＭＱのような等級をつくるより、少しでも早く正職化することの方が先決

（編集部）

・日放労は、堀田さんの疑問と問題提起に十分に応えているか。「組合員に準じた扱い」「堀田さんを当然仲間として迎えて共に闘う」とあるが、堀田さんの４４「どうして組合員になれないの」という問いかけある。「共に闘う」には至ってないのでは

・４５「弱者救済」の労働組合の取り組みも、障害者問題を語り、対象化することができても、己の側に引き寄せ、同じ働く仲間として捉えていく視点は欠いている。

・労働組合運動総体が「全部考えていかないけん」。そうでなければ、１００万人近い働く障害者は、永遠の労働予備軍だ。４６労働組合運動は、その視点と領域を革命的に変えることが求められている。

· 特集●天と地ほどの差のあるこの現実―障害者の労働への想い―　（９号、1981年）

福祉モデル工場「三伸化成」「大久保製壜」の真実の姿についてのレポート

・４７障害者労働は、生活に結びつく労働でない
・障害者を雇用すること、それは高度な資本膨張力を持っている日本にとってたやすい事のはず

・なぜ企業は障害者を排除するのか。それは、合理的な生産力たりえない障害者を職場に迎え入れることによって、他の労働者が、自分の労働価値、一人でなにができるのかではなく、４８全体として何をなさねばならないか、というトータルな労働観に目覚めることを本能的に気付いているから。だから、職場に障害者を登場させるのではなく、福祉の枠組みのなかで処遇する道を選択するのだ。差別意識を持つ職場の労働者の実態を援用する

〔三伸化成に努めていた古市章郎さんの話〕

・小・中・高は平凡に普通学校をきたが、ちょっとした行き違いで大学に行けず、写真学校に入った。１年間通ったころ、身体が変に。よくころぶように。診断は進行性ではないが「筋萎縮症」。福祉課の職員の人に三伸化成を勧められた。昭和５４年８月に面接、すぐに採用、１０月から入社。５５年１月までは自宅待機、その間は無給

・会社のやり方は嘘ばっかり。割ときちんとした給料もらったのは３回くらい。あとは、寮生が１５人ぐらいいるところ、２万円をポンを渡されて、みんなで分けろ、と言われたこともあった

・親や従業員から文句がでると、いじめが始まる。

・１月の会社が始まったのに、９月頃にはもう借金だらけ。給料は全然払わない。給料を払わない場合、本人の同意書を労働基準監督局へ。その同意書に本人が知らぬ間にはんこが押されている

・冷暖房完備や車いすで働けるなんて嘘ばっか。普通の建物だし、冬は能勢は山奥だから寒い。けど火事になったらいかんってストーブを使わさない。僕はそれで体を悪くした。終わりの頃はたまらず自宅から通っていた。

・みんな次々やめさせられた（福祉モデル工場）。会長や社長は事務所のなかで、「あの従業員の親は態度が悪いからやめさせてしまえ」なんて話しあっている

・ついには、ご飯を出してくれなくなる。買い食いするが、おなかが空く。それでもだまって親から金送ってもらって働いていた

・会社は障害者の名前利用して、色々なところからお金借りる。サラ金からも借りている。従業員の親からも。三重帳簿

・毎日毎日どなり声ばっかり。みんな寮で泣いていた

（国際障害者年箕面市民会議　代表　田辺秀次さん）

・うえの話しをみんな（市民や主婦の集まり）で話しあっているうちに、会員のなかで、障害児を持っている人らから、４９この問題ほっといたら、差別そのまま、泣き寝入りや、私らの子供もそうなってしまうかもしれへん

・５０会長の私有物みたいにして経営してる。全然しっぽを出さないように大阪府とツーカーで。直接障害者を差別してるんは会社だが、最大の責任者は大阪府。なんせ、福祉モデル工場言うて表彰してるんだから

「大久保製壜」について

・「福祉どれい工場」同社検査課の障害者たちが、会社の差別・虐待に抗して、５１工場座り込み・教会籠城闘争に立ち上がったのが１９７５年。籠城の最中、検査課労働組合結成、激しい闘争の結果、ボーナス２か月支給、安全保障全面勝訴。以降、表立った暴力・差別は影をひそめたが、村八分、不当配転、告訴攻撃、不当処分など、千葉さんは、結婚の約束までした同じ職場に働く「精神薄弱者」の女性との交際を、「抵抗不能の精薄者へのわいせつ行為」として二人の仲を引き裂かれ、解雇。組合に対する弾圧は続く

・彼らの体をはった闘いは、１歩１歩進められ、６年間で、前は会社についていじめたり、暴力をふるった職場の仲間も、影ながら応援してくれるように

・１か月のうち休めるのは２日ぐらい。そういう状況のなかで、精薄者が虐待されている。社長以下職制連中がやってくると、労働者たちもまねしてやってくる。風呂場に行って小便引っかけられるし、真面目に働いているとぶんなぐられる、職制なんかが仕事で手の離せない女の子のズボンに手を入れる、男だったあれを露出させて女の人の前を歩かせる。寮行けばタコ部屋のよう。６畳部屋に４人２段ベットに寝かされる。組の違う人が一緒にさせられ、夜勤の人が寝られない状況。ふらふらになって倒れ死んだ人もいる。

・俺等もいじめられるからもっと弱い人をいじめたりして、結局仲間同士でけんかして自分がいじめられるうさばらしをする

・そういう（奴隷のような）管理体制のもとで、会社は低賃金、重労働を強制できた

・起きあがるまでは、差別・虐待を疑問にも思わない。５２自分が障害者だからしょうがないと思ってしまう。

・５３機械化の動きで健常者が入ってきた。健常者と障害者の仕事内容は同じなのに、差別されなくちゃいけないのか。それが、運動の出発点

・暴力事件が、教会籠城闘争へ発展。おっかなかった。先が見えない１０日間。初めて会社にさからった。うまくいったからよいが、負けたらどうなったか、みんなくび。だからこそみんな真剣に闘った。精薄者は、俺等も馬鹿にしてたが、本当に怒りを持っていて。会社は子供（精薄者）を帰せと。みんなどうする？と当人たちにたずねたら、帰るのはイヤだ。徹底的に闘う、ということになった。

・勝ったとうかれていたのは１０日間。勝った直後から会社は職場のなかにガードマンや労務のプロを入れ、精薄者には、田舎の方に全部手を回して。一人一人いなくなった。今、職場にいたと思ったら、次の日にはいない。仕事してても最中にいなくなる。３か月間に組み合いの仲間は３６人から８人になった

・その時の状況、顔が引きつってる。５４会社に行くのが本当いやだった。オレに嫌がらせしてくる、しんどかった。あしたには、俺等だめになるんじゃないかって。その時がんばれたのは、８人がいた、ということ。
・大久保のなかでは敵を最小限にしていこう。職場の仲間と団結しよう。いくらいじめてきても、抵抗しない。説得にまわる。何事でもけんかする、社長以下役職連中とはわけて闘争をした。ハラワタにえくり返るほどだったが、涙ながらに実行した。職制がこわくて、面と向かって俺等に支援してくれる人はいないが、がんばれよ、とか、ピースの合図送ってくれたり。かげながら、仲間は増えた。

・そういうなかで、新勤務態勢ということで、検査課の人減らし・労働強化を導入しようとした。それに対して真剣に反対して訴えた。そういうなかで、６名が組み合いに加入し、いままでけっとばしてきたやつが、信頼を寄せてくれた。一緒に酒を飲んだり。６年間で、ここまでかわってきた。人間として見ざるを得ない状況を作ってきた

・国際障害者年ということで色々言われているが、５５上から何かしてもらうとか、それでは、職場の中で何も変わらなかったと思う。５６現場で働いている人が、団結して、一人一人が力をつけていく以外に、職場をかえていくというか、そういう方法はないと思う。５７今いる職場のなかで自分自身が立ち上がらない限り、根本的には変わらないと思う

（編集部まとめ）

・当初の意図がどうであれ、現状は、２つの企業の経営者にとって障害者は、雇用促進事業団から融資される莫大な資金や自治体から提供される広大な土地をつり上げるための餌でしかない。ゆえに、障害者の生活保障について、彼らは全く無頓着。差別賃金、未払い、時間外重労働のうえに、職安を利用して障害者に対する虐待が公然と行われる

・「福祉」施策の総体は、障害者が今置かれている過酷な状態を前提とし、それと一般的な状態とのギャップをわずかでも埋めることを目的としている。それも、障害者の状態を引き上げることによってではなく、逆に固定し、そうした上で金なり物なりを上積みする方式。この方式は、俗に言う「福祉を食いものにする」人々にとって極めて利用しやすい制度。そのことを２つの「モデル」は雄弁に物語っている

・健全者と比較して、「生産性が劣る」障害者の存在。彼らの多くは、生涯収容施設に入るか、家で１日テレビを見て暮らすか、作業所や授産施設でわずかの「工賃」を得るか、仮に一般就労を果たしても、最賃以下の賃金で過重な労働を強いられるか。彼らと、教育の場においても、生活の場においても、労働の場においても、５８「共にある」ことを創造していく必要がある。その方法として、①障害者一人一人に対する所得保障を行政に迫る、②行政が企業や地域社会に積極的な働きかけする、③個々が「労働能力」として分割され、仲間として他の労働者を捉えることができなくなっている私たちの感性、労働実態に正しく目を向ける。③「より生産性の劣った」者たちが現在の労働市場に入り、他の労働者と仲間意識で結ばれるとい、合理化＝生産性の向上という路線が転換。労働者一人一人を、生産労働力という非人間的なものに分断することではじめて維持→障害者を仲間に入れ「全体として何ができるのか」を創り出す試みに、閉塞した労働状況を打ち破る可能性がある、人間性を取り戻す歴史的プロセス

○相談コーナー・１か月で職場を追われて（１２号、１９８２年）

４級、ＣＰ、２９歳の男性からの相談　

〈相談〉

・１か月勤めたクリーニングを解雇。しかも、最初７万５千円／月だった給料を最賃除外申請し、５万円まで値切られた。現在、適職が見つからない。生保申請準備中。５９一人の人間として扱われたい。どのようにして仕事をかちとったらいいか

〈答え　障害者職よこせ要求者組合準備会　大島秀夫〉

・重度の障害者の働く場はほとんどない

・闘争を行ってきたが、あまりにも限定されており、多数の６０障害者の労働権をどのように勝ち取っていくかが問われている

・障害者には、最賃法を適用しなくてよい、と名記してあるが、障害者が一人の人間として生きていく場合、生活していけるだけの賃金を得るのは当然

・職場を獲得し、職場での差別をなくしていく場合、仲間を作るのが一番。職場で話せる人がいるとよいが、職場外の人でもよい。一人では職場の経営者もなめるし、職業安定所でも責任を持って斡旋しない。つらい人間関係、労働条件の劣悪さで、障害者たちは次々職場を追われている。このようななかで、障害者の仲間たち、一人一人がバラバラになっていてはだめ。

６１仲間たちとともに要求をぶつけていくことが必要。障害者が安心して働ける職場づくりを、行政や企業主に責任を持って行わせていくこと
・私たちの運動はまだまだ弱いが、やっと「障害者職よこせ要求組合」をつくろうとしている。当面大阪が中心になるが、全国的に仲間づくりを拡げていきたいと思っている。

○相談コーナー・転職に有利な技能を習得したい（１４号、１９８３）

４級、ＣＰ、２６歳、女性からの相談

〈相談〉

・食品会社で古い瓶の検査の仕事をして６年。専門学校などに通い、何か技能を身につけ、別の職場にかわりたいが、夜間の学校に通い、６２転職に有利な技能を習得することは可能か
〈答え　大阪府立身体障害者福祉センター職員　鈴木望〉

・障害者の働く場は非常に少なく、現在のような不況下では、各企業とも合理化を進め、人減らしのためコンピュータ、ロボット導入、している。「障害者は能率が悪い」と退職させられる障害者が増えている。このような差別的現状に対策は遅れるばかり

・仕事を続けながら、夜間の専門学校に通い、「技能」「資格」を身につけることは可能。ただ昼働き、夜も学校へ通うのは、大変。

・専門学校で技能を習得したからといって、それを活かした職業につけるかどうかは、わからない

・職業適性を参考として知りたいなら、「大阪心身障害者職業センター」へ行くのも１つの方法。職業相談、就職あっせん援助等を無料でしている

・身体障害者のための職業訓練校が全国各地にある。通所と入寮設備あり。訓練中は訓練手当が支給。現在の仕事はやめなければならない。訓練後の就職状況も非常に厳しい

○「障害」とはなんだ！（２０号、１９８４年）

Ａ子さん、１９５４年生まれ　３０歳、２種６級、アテトーゼのある軽度脳性麻痺者。

小、中、高と普通校。大学は大阪の公立大学を７７年に卒業、その年、障害者手帳を取得し、それと同時に大手企業総務課に就職、現在に至る

・６３自分が障害持っているって自分で解ったのは２２歳の時。大学に入って、学校の先生になってもいいなぁと思い始めて、卒業前に教育実習に行った。直接教えた生徒たちは、まわりの教師が指導したのだろう、何も言わなかったが、まわりの別の生徒が「ショウ二ショウニ（小児）」とうるさかった。それもこたえていたが、言葉の障害が脳性麻痺からくるとは思っていなかった。１２月に教員採用試験を受けたら不合格。それが２２のとき。

・教員試験がダメでも、色んな学校の講師として卒業生を送りこんでいる。大学の先生に頼めば融通がきく。それで私も頼んだが、先生の反応がもう１つだった。あれーっと思って、ああ、そうやったんか、という感じで障害者になっちゃった

・大学最後のところで、「ショ－ニショー二」と言われ、自分の障害とどーんとぶつかって、ひどく落ち込んだ。それでも、私がどうしても教師になりたいと言えば、大学の先生方はそれなりに就職斡旋してくれたと思う。でも私自身にやる気がなくなって、それでおしまいに

・どーっと落ち込んだ。ほとんどしゃべらない。日常生活全然変わらないのに、私の意識だけが。。。フランクな人間と思っていたが、ＣＰをマイナスイメージでしか見てなかった

・言葉の障害は、なんとかならないかと苦痛だった。日常生活には支障ないが、教育実習の評価もそれほどよくなかったんじゃないか

・私がＣＰである、というレッテル張りにショックではなく、言葉に障害があって、好きな教科がうまくできないことが苦痛。教育実習やってても、本を読むような場合、非常に聞きづらい。それは問題。私自身は自分の努力で改善されるものだと思っていた

・障害者と思っていなかった時にはもどれないと思う。もどれなくてもいい。５年くらいはかなり落ち込んだ。

・大学卒業して、就職決めないといけなかったが、幾度か会社にあたったが、全部ダメで、決まらない。それで障害者手帳の交付を受けて、それを持って職業安定所に行って紹介されたのが今の会社。障害者雇用の枠のなかで就職

・私は、私が障害者であることは構わない。どうしても言葉にこだわる。他の障害者の人もそうだと思うが、障害者であるとわかった事実があるだけで、しゃべりにく原因が脳性麻痺だったと。

・落ち込んでる時は、とにかくしゃべらないようになった。外にも出ない。外に出ても歩きまわるには支障がないが、人と話すのはさけてた。それまで何の気なしに取っていた電話の受話器が取れない。取る方はまだ楽だが相手が話すから。こちらからかける分はほとんどだめだった。今までちゃんと挨拶してた人も何か言いにくくて。周りの状況は変わってないのに、私だけが変わっちゃったなぁと。

・６４教師にならなかった理由は、生徒を前にして立つのがこわかった。生徒にからかわれる心配。からかわれた場合、　　　　　　　　
私どう対応していいのかって、そういうこと学習してこなかったし、わかんなかった。
・私の中に、障害を持ったひとが教師になるってイメージがなかった。自分のこと精一杯で、そういうこと考えられなかった。自分が教師になりたいと思えばなれてたと思うし、大学のなかでも、障害者問題に取り組んでいた人はいたわけだし、やろうと思えばやれていたのに、やらなかった。それはやっぱり、自分が普通の学生だったということ。

・小学校から大学卒業まで何もかも普通の子供。体育だけは２だったけど、進学のとき３にしてくれた。とび箱飛べない、体育の苦手な女の子やな、努力したらとべるのにな、位に思っていた

・同じ地域でずっと育ってきているから、みんな私のこと、子供たちも知っている。特に変わってる子ではなかった。中・高になると、私の障害のこと気付いた子もいたかも知れないが、気付いたってそれは気にならなかったんじゃないかと思う。それと、周りの子が、私自身障害者であることを知っているもんだと思っていたのでは？

・家族が、普通の子だって、ゆるやかなバリアをはっていたのかな。本人に気にさせないで育てるみたいな。母を見ていると、やはり、私の障害が軽いということで、心配しなかっただけじゃないか。それと、初めは、障害のある子や、と思っても、その後はずっと長年付き合ってれば、それはなくなってしまうのでは。

・どーんと落ち込んで、５年くらいしんどかったけど、今の私の生活の大部分は職場なわけで、そのなかで慣れがでてきた。生活のリズムと言うか、それが私を確かに立ち直らせた。もう７年もいるわけで、最初は、６５障害者採用ということで、恥ずかしいという意識あったが、障害を理由にやらせてもらえないことはないし、私自身のぶきっちょさとか、仕事そのものに対する能力の差とか、その辺の問題はあるが。苦手な仕事は私が逃げるから回ってこない。自分のおかれた状況になれないと、自分のペースをつかめない。

・障害があるかないか、障害者であるかどうかって言うのは、ある意味まわりがきめること。例えば、職業上、私以外に脳性麻痺者に会うことが少ないと言うことで、私を特別だって感じを抱くことはある。でも６６もっと身近に脳性麻痺者の働く場を見ることができれば、私はもっと楽になれるかな。私自身を障害者であると決めつけることって、今の職場ではあまりない
・誰かとしゃべるとき、聞き難いんじゃないかな、と思ってしまう。結局、まわりとの関わりにおいて言語障害なんだと思う。そうだと思うのだが、やっぱり言いにくい。そこの所を突き抜けて、話していかなければと思うが、それができない

・私が話しかけて行けば、相手は受け止めてくれると思うが、私はようやらない。言語の問題っていうか、６７私の意識の問題でしょうか。もっと言語障害のきつい人でも、別に話すのおっくうでない言う人はいるような気はするんですが

・私の耳には私の声ちゃんとして聞こえるが、相手には違うよう。相手が私のこと障害者やって感じているのが解ると、そうばっかりは思っていられない。以前は、そんなことなかったのに、今はそう思ってしまう。それが障害といえば障害。

・結婚とか恋愛とは、日常生活あるが、そう言うものに対しても、ちょっと離れる、というか、自分を引っ込めてしまう。まわりがあるからそうなるのだが、今ひとつ吹っ切れない。いつ吹っ切れるのかと、いつもいつも考えているが、わからないです。

（編集部メッセージ）

・ある重度障害児の親が話していたこと。「この子と二人で家の中でいるときは、本当に何もない。でも、一歩、家の外にでると、わぁーっと障害が押し寄せる。いやおうなくね」この言葉のなかに、今の障害という言葉の意味が表現されている。人は医学的な障害等級、科学的な障害分析、位置づけ、社会関係のなかで障害者をランクづけるのではない。日々の日常のなかで、出会った自分との違い点で、人間を障害の枠のなかに押し込めていく。

・障害と言われる機能は、本人の努力で克服されることはない。本人の周りが障害をすてるしかない。国家も、その方法を見つけだすための時代。見つけだせないとき、私たちは人間をやめなければならない。

・「会社の人に、私がしゃべっている事を絶対に知られたくない」と言うＡ子さん。この言葉に「障害」の意味がすべてぬり込められている

○読んでトクする共同作業所シリーズⅢ　（２３号、１９８５年）

・全国に共同作業所は数々あれど、６８株式会社の共同作業所はここだけ。障害あるもの、ないもの、寄ってたかって年商１億８０００万円、営業利益は５％程度で、９００万円、自分たちでたたきだす利益はたかが知れている。そこで、今までの実績を元に、重度障害者多数雇用企業、つまり福祉工場を目指すことにしている

・今までは自力でやろうとしてきた。株式会社にしたのは、自力でやることが前提。民間企業だってこれぐらいやれるんだから、他の企業もやったらどうだというアピールの意味と僕らの心意気だった。ところが、最近、年取ってくるし、身体の具合が悪くなってくると、それが続くと家庭を犠牲にしたり、文化的にも教育的にも貧しくなってくる。そこで、行政に対して、今までの障害者に対する無策ぶりの責任を取ってもらって、キチンと獲得できるものをとろうと。それが福祉工場。

・今のままでは労働センターに来ているような人はホープでは働けない。生産のことで非常に雑然としている。そのことで生じる仕事上のトラブルが多い。整然とする取り組みをしているところ。新しい障害者の仲間を受け入れようとしてもキツイ。ホープ印刷という業種でできる限界もある。限界内でできることをやりながら、労働センターみたいなものもやっていこうと

・お客さんから仕事もらって、そして仕事をし、品物を売っていくということは、もう企業。企業のなかで人間と人間をつなぐのは、差別を許さないというか、重度の障害者も一緒に同じところで働こうという共同性。ところが、その共同性が仕事の性格上、相容れない部分がある。その答えは手に入れていない。僕らにできることは、６９武器は、団結と討論しかない

・ホープに参加する人たちの意識とか、多様化があらわれてきている。残業する人も偏ってきている。他の職場が忙しくなっ応援に行く人も決まった人。新聞や職業安定所を通してホープに参加してくる頃から、だんだんそうなってきた。人間話せばわかるんだから、とやってきたが。残業できない人はパートにしてしまえ、という意見もある

・ホープが７０技術革新をすすめて、より多くの障害者を参加させる必要がある。それはあくまで障害者の視点から。資本家がすすめている技術革新をそのままホープにはスライドさせられない。発想そのものが、健常者主体の、生産性をあげようというものだから。それをスライドさせれば、障害者が地域から分断されて、働き虫として、個別化すると思う。仲間を作れない。こちらの方から障害者の視点に立ったアイデアを作り出すことが必要。例えば、あごを使ってできるような機械をそなえたとしても、そんな金をかけた機械をそなえたとしても、人間の為のものと言えるか。もっと野放図で、解放的なところで、障害者が生産体系のなかに入っていけるようなものを考えることが大切。７１障害者だって働きたいというのは当然の気持ち。むしろ働いた方がいいよというように考える。でも今の生産関係をそのまま持ってこようとは思わない。ホープでも、ワープロ導入とか、ちょっとした機械の改造は考えている。今ある２色機を改造しても、障害者には使えない。それよりも、あの２色機をフルで動かして、それで７２えた利潤で、どれだけの人間が生活できるか、トータル思考が必要
・ホープはどこまでいっても印刷。どうしても、作業工程のなかに、生産体制に入り込めない障害者が出てしまう。それと株式会社ということで、受け入れられない人は沢山いる。２年前くらいから話し合われてきたこと。松葉杖障害者を受け入れるかって話しがあって、現場の意見は、「どう仕事させればいいかわからない」仕事が決まらない。決まらないうちは受け入れられない。そのうち、７３労働センター作って生協活動やろうと意見がでて、道が開けた
・僕ら特別な能力ないが、７４徹底して話し合うなかで、アイデアが生まれたり、対応の仕方がわかったりで、それが生き残っていく力になっている。それが僕等のメリット、大きなメリット

· 読んでトクする共同作業所（２４号、１９８５年）

（えんぴつの家代表　玉本格さん）

・僕が養護学校にいるときに、夏休みにひらがな覚えた子から手紙きて「せんせい、おげんきですか、ぼくは、７５たいくつです」って書いてあった。このひとことで、わしゃなみだが出て、僕何してたんだろうと。

７年前に退職して無料の教育相談始めようと、親の会と一緒になって事務所を１年半かかってさがした。親の会で使ういうと妙な理由で断られる。それで知人に借りた

・親の会が中心になって７６共同作業所づくりの資金を作らなあかんということで、バザーや手芸作品づくりを始めた。そのうち、僕の教育相談のことが新聞にのったりして、いろんな人が僕のところに集まるように。創り出す会、解放研、兄弟会、集まる場所ほしい、作りたい、ということになり、拠点になるとこ作ろう、と。

・友達から聞いたいうて不動産屋が紹介してくれた土地がここの土地。ここらは一歩出ると坪１５０万円、隣の区でも１００万円はするけど、９０万円でとった。ワシ金足らんから、障害者働く所作るからまけてくれいうたら、キャッシュならいうことで、ワシの退職金の残りキャッシュで払うからいうたら７５万にしてくれて

・取得した土地、全部で２５坪。もうワシ金ないから、お前らこの土地でなんとかやってくれと。マスコミの影響やみんながんばって日本全国にわーっと拡がった。５千万円募金を始めたが、一定の額が集まるとそこからなかなか集まらない。みんなは早いとこ欲しい。だったら５階建てやめて２階建て、エレベータいるから、つけるんだったら３階建てにするかということで、見積もり取った。そしたら３千３百～５百万円だった。知り合いに保険勧誘のおばちゃんがいて、そのおばちゃんが竹中工務店紹介してくれた。「社会のためにやったらどないや」いうたら３千万円に。知り合いの設計会社の人が竹中の設計図あたってくれて、こっちの方がこんだけ安い、とか１つ１つあたってくれて、結局２千７百万円で建ててくれた。

・財政的には苦しい。指導員給与が１３万。働いてる子供たち、障害者割引なんかを利用して、交通費は実費を全額出しているが、給与という所まではいってない。この６月から、２０歳をすぎて、おそくまで仕事する子には、交通費とは別に５千円、朝早く来る子には３千円渡すことにした

・パンの所で働いてる子は５人。指導員と６人でやってる。それと近所の子が、学校終わるとばーっとやってきて、手伝いよる。だから休みの日なんか忙しい。２階の所では、手織りのさをりをやってるが、こっちの方はボランティアがいないとこれない人がいる。火、金ときて、その他の日は自分の家で作業しよる。こっちが支店みたいなもの。さをりの機械は２台しかない。火に２人が作業して、その他に近所の人とかが見学に来たり、ボランティアの人がやったりで、結構人が来ている

・もっとやれる仕事。やさしいことでもええやないか、そんなことやろやないかと話している。寝ころんでる子もおるけど、僕から言わせると、７７何ができるんじゃなくて、ここに来て寝ころんでいてもええやないか、寝ころんでるだけでも、僕らの仲間やいうことにまちがいない
・小規模授産の助成が決まって年間４２５万円助成金が取れることになった。こうして一歩一歩７８地域に根づいて行かなあかんと思ってる

・ここの場所を利用する人たちが一杯いる。毎晩ずっと会合や話し合いでつまっている。この人たちと７９話し合いながら、手を取り合って前に進もうと思っている。

○読んでトクする共同作業所―１４匹の犬と１３人の仲間と１万本の椎茸の原木―（２５号、１９８５年）

・（久保田さん）１９７６年、５月にここを始めた。最初は大阪の親の方と一緒に活動してたが、なんやかやゆうてる内に、「学校出たらどうすんねん、働くとこあらへん」いうことで、お兄ちゃん（谷田さん）とここに来て、私の子供と、もう一人の子供で一緒に住んで、一緒に働くことになった

・（谷田さん）僕がここの出で、実家があったので。ここは過疎地だから椎茸栽培でもやったらどうかという話しが具体化した。僕の持ち山があるので、椎茸の他に、山作業、お茶づくり、をやるようになった

・最初の頃は、ボランティアの人も一杯来てたが、一人減り二人減りして、とうとうお兄ちゃんだけに。

・その変わり、子供たちはだんだん、だんだんと増えた。今までにいろんな子が来たが、なんや街の子はあきません。田舎のお百姓さんの子供の方が仕事もできますし、がんばります。一番早い子は３日でここやめて出て行った

・作業所としては、ここは古株。当時滋賀県には３か所しかなかった。今じゃ、３０か所はある。９年もやってると、山の中とか、世の中の動きとかいうもんがある。なんか「生き残る」いう感じが濃い。

・ちゃんとやってる作業所少ないのでは。せんたくばさみ作りとか。給料が月３千円とか。バザーなんかやる。並んでる製品みると、みんなジジムサイ。障害者が一生懸命作ってるから、とか、お情けで買ってもらってるような現状。あれはもうあかん。８０子供らにちゃんと働けるようなものやらんとあかん。うちのしいたけ、品評会に出したら、いつも賞をとりますよ。市場にだしてもばっちり通る一流品。最初は、こんな椎茸あるか、ていうぐらいひどかった。それではいかんということで、椎茸組合に入ったりして、品質気を付けています。子供たちにも、「ちゃんとした仕事せなあかん」って言い続けている

・地元の人間の風当たり、９年もいると、顔なじみも増えたが、あそこ補助もらってええなぁ、とか、変な子集めてとかいう声もある。嫌々でも認めざるを得ないってとこまでは来てる

・行政に対して一杯いいたいことはある。補助金も決定してからおりてくるのが、気が遠くなるくらいに時間がかかる。こっちは待ってられないから銀行から借りる。利子なんか払うことに。この９年間、どれだけのお金つぎこんだか。計算できない位。

・私らは、運営資金のやりくりでぴいぴいしてるが、それは子供らには関係ない。８１子供らは元気一杯働いてもうて、生き生きしてもらいたい。

・親が子供つれてきて、色々話してたら「ほんならこれで失礼させてもらいます」ゆうて、子供さんとボストンバック一個置いて帰ってしまった。布団も着るものもない。私らあきれてしもうてねぇ。話聞きに来はっただけと思ってたのに。その子今でもがんばってます。「なんとか入れてくれ」って言うときは切実だけど、入れたら入れっぱなし。こっちがどんなに風呂代や灯油の支出なんかに困っててても知らん顔の人が多い。

○読んでトクする共同作業所シリーズ―ひげの塾長は技刀術とカラオケの名人なり―（２６号、１９８６年）

・しらかば林に囲まれた佐久市で「しらかばせっけん」という清潔を看板にするのがねば塾。１１名の障害者と２名の健全者を率いる頭領の笠原さんは、勤めた施設をやめて、ねば塾を始めた。ねば塾の名前の由来は、８２障害があっても地域で当たり前に働いたり暮らしたりせねば。そのためにがんばらねば、地域で根をはらねばということで。

・最初は施設を出て二人の障害者と勤めに出た。土建屋さんのような所です。彼らだけ働きに出しても長続きしないので。だったら自分も弁当持って一緒に勤めようと。そうこうしているうちに、私も一緒に働きたいという人がふえて。とてもその土建屋さんではもたなくて。それじゃあ自分たちの事業所を作ってやれと、それが３年前。

・色々と物色して探しだしたのが、県立公園の清掃の仕事。それまで市の開発公社がうけ負ってやってたやつを僕らにまわしてもらって。それが年間８００万になる。今のうちの収入の３分の１。資金がなければないでやっていける。

・公園の作業は単純なものだし、仲間でも十分やってけるから始めたけど、草取りが主な仕事で、冬場には仕事がなくなっちゃう。それで家庭で使う必需品でその上消耗品で誰が作っても品質が問われる廃油活用のリサイクル商品のせっけん製造の仕事を始めた

・１９８３年ごろ、今の工場をたてた。みんな完全手作り。市有地にプレハブの安いの買ってきて建てた。なんでも中古。せっけんつくるかま、廃油をたく設備もいろんな所から都合してきて、倒産会社や建設現場でもらったものを使って作った「しらかばせっけん」。それで年間１千万の利益。

・障害者ばっかりがかたまって仕事をするいうのは僕の好みじゃないんで、もっと一般の社会に入って仕事もしたいということで便利屋さんも始めた。これが結構忙しくて、役に立つ。一人暮らしのお年寄りからの依頼で、ホームヘルパーがやれないようなこと、排水溝がつまっちゃったとか、庭の草むしり、ベランダのペンキぬり、雨戸の直しから、なんでもあり。これで年間４００万円位

・職安や福祉事務所を通してどんどん就職依頼が多くなってきた。ねば塾の作業量から言っても、はじめから入れていくわけにはいかない。うちの所を大きくするというのも疑問。ねば塾はどんなに大きくなっても２０人位が限界。それ以上になると人間関係が薄くなって、今みたいにみんなで８３笑い合いながら仕事ができなくなる。他にもっとねば塾みたいなのができるといいんですけど。

○読んでトクする共同作業所シリーズⅦ―海田なかよし実習所―（２７号、１９８６年）

・最初、学校のなかでばっかし作業所を見とったら、作業所も障害者の隔離の場所じゃないかと思っていた。それが養護学校の教師になって、現実に子供らの進路に直面したとき、後残っているのは高等部だけで、生徒の実習でなかよしに関わり出して。だんだんとなかよしがいいなぁと思い始めたのは、ここの人たちに教えられたことによる。三浦さんという人が、ぼろくそに口が悪ろうて、すぐにたたいたり、蹴ったりする子なんだけど、きらりとすごくやさしい面が見える時がある。８４ここはどんな子でも、すっと受け入れてくれる所がある。今年高等部卒業した男の子が、家では座敷牢みたいな所に入れられているが、なんとかここにこさせようと話してるも、お父さんのふんぎりがつかない。いろいろやっているうちに、お父さんと一緒にその子がきた。牡蠣の貝殻通しをやったんだが、その子はガチャガチャとやるばっかり。お父さんが「そうするんじゃないだろう」と。そしたら、三浦くんが、「その子の仕事はガチャガチャすることだ。お父さんはがたがたいいなさんな」と。ガチャガチャしかできない子でも、それはその子にとっての労働であるみたいなことが三浦さんのくってかかる姿から具体的に誰にも見える
・作業所というよりも生活の場といったイメージに近い

・最近は地域でいろいろここのことが話題になるようになって、障害のあるおじいちゃんが「いってみにゃわからん。私行かせてもらいますわぁ」と。初めは５，６人が出入りするだけだったのが、２０，３０人とふえてくる。ここにくると自分の何かが見えてくる。そういう場所としてみんながここのことを考えていけば、本当に解放センターになるんじゃないかと。

・指導員が障害者のケツたたいて、それで人間関係をつぶしてはいかん。やっぱり作業が主体じゃなくて、その中の生活が基本になけりゃ、ここの行く道は知れとるだろう。だから、金のことはみんな考えていない。

・会計は苦しい。行政からの助成金は、一人につき１ヶ月１万９千円位。海田町が独自に年間４５万円上乗せして、それ位。

・今やっと１日全員がでてきて２０日間働いたとして、１日６千円台になりかけたところ。下請けの仕事ばっかり。単価のいいのと悪いのがあって、一応、決まりでは工賃のなかから必要経費を引いて、みんなに配分することになっている。今のところ、必要経費がかかってないので全部還元している。

・地域との関わりを作っていかないと。バザーの物品を提供していただいて、地域でバザーをやったり、町の盆踊りに出店する形で地域に入っているが、賛助会員という形で協力してもらえる人を募って、一口いくらで参加してもらって、こちらからニュースを発行して地域とのコミュニケーションを取れればなぁと

・将来的には、親も年を取ってきますし、生活施設みたいなもんも必要やろと。その中で地域の人も自由に出入りするいうか、ちょっと寄ってみたいいう感じで、どんどんきてもらえるような形が一番いいなぁと

・来年度は、足らなくなりそう。出店とか行事で自主財源を作らないといけない。今みんなで「何か物を売らにゃいかんねぇ」って言っている。そうでないと、かなりの赤字がでる。自治体の大きな委託事業みたいな仕事が取れればねぇ

○読んでトクする共同作業所シリーズⅧ―今日も１日がんばった本舗―（２８号、１９８６年）

・一番最初に、メンバーの乗光さんが、自然堂って陶器を焼く共同作業所をやっており、そこの販売部門を受け持つ作業所をやりたいと話を僕に持ちかけてきた。僕もその当時、ねっこ作業所というところで印刷の仕事をやってたが、これからの仕事の中味を考えて、印刷以外に障害者が地域にじかに入り込めるようなことできんかなと考えとったから、渡りに船だった。同じやるんだったら、今までにない変わったことやろか、ということで、いろんなメンバー集めたりで、それでがんばった本舗

・がんばった本舗設立債権、１枚１万円のを一生懸命売り歩いて３００万円集めた

・滋賀県には、大小合わせて４０の８５共同作業所があるが、そのほとんどが障害者自身のものになってない。障害者の生きる場というより、行くとこないから行く場みたいになってる。親とか教師とか専門家とかが、障害者のために作ったんやみたいな匂いがごっつうするんや。そやからうちも共同作業所には違いないが、ありきたりのやないんやいう心意気を絶対持ち続けなあかんと思うんや。そこらの８６一般企業に負けない内容の企業にならなあかん。そうありたいと。

・商いでノーマライゼーションとかなるべく楽して儲けたいとか、８７障害者の夢を売る企業にしよう思うねん

・８８一般企業のあり方はおかしい。障害者を雇わんとやな、差別して、障害者踏み台にして、はじめて企業として成り立っとるんやから。やっぱりそんなんはあかんわけで、僕らがやってるような企業がほんまの企業。ほんまに金儲けて、これこそがほんまもんの企業活動やと大企業に叩きつけたんねん

・結構しんどい。がんばった本舗は、業務の中心を担っているのが障害者だから。他の作業所だったら健全者が主体やから、健全者ががんばったら、障害者ががんばらんでも、なんとか成り立つ部分があるやろけど。うちは、ほんまに障害者ががんばらんと、真剣にやらんとつぶれてしまう。

・経営は、つらいわ。今のところ売り上げ目標は月間３００万。４、５月はそれ以上あったけど、６月からはガターっと落ちたなあ。そういうこっちゃから、まだまだうちが売り上げ伸ばして行ける余地が、一面では無限にあるということにもなるなぁ。

・純粋に商売だけだと、みんな食うていけへんから、作業所としての県の助成を取る。これが月一人頭５万円出る。５人として２５万円。これがうちの基礎財源。これに商売の利益を上乗せ。もし作業所が赤字になったら県から１００万円限度として助成する制度あるから、うちも取るつもり

・ありあわせの商品ばっかり売るいうたら、じり貧になっていくから、オリジナル製品の開発もやってる。「そういうこっ茶」いう銘茶は、うちにしかあらへん。これが強み

・金のない現実は変わらないが、月給は出さんならん。メンバーの懐に１２万円はいるようになった。この実現に四苦八苦してますねん

・僕らの商売に対する目は、福祉くさい目で見られてるというのが正直なところ。「お気の毒に。体の不自由な人が売りにきはる」いうて、とりあえず、今回は買うとこかというかんじ。もう少ししたらシビアになって「わずらわしいやっちゃな」とかいわれる。同じ業者からは、おまえらやったらどこでも売れるやろ、買う側からは、この前買ったのに、またきたんけなんて批判出てきますわなぁ。一回こっきりやと思っている人の気持ちをどこらへんで突破していくか、これができなかったら、じり貧になるしかない

・やりたいこと一杯。８９「イベント企画」なんてどうかなぁ。イベント主催者の企画を受け持って、それを商売にしてやりたい。福祉くそない。障害者を見世物にするんじゃない。何をして遊んだら楽しいのかのハウツウ教えますよと企画して、イベントノウハウを切り売りする。デモビデオの制作も考えているが、お金かかるんで難渋。すぐにできるもの。県内外の作業所の何周年記念事業とか、コンサートの切り盛り、どんな機材使えばいいかとプロヂュースして企画料をいただく。人間関係できてきたら、現場には入り込んでディレクトまでできるか。そのうえ会場で出店できれば。夢ではないと思う。ただ、福祉の世界では、頭使うことはタダみたいな常識がある。そのへんの価値観をはっきりしてもらわんと。タダでやった企画は、どうせたいしたことできないということ。

○読んでトクする共同作業所シリーズ９（２９号、１９８６年）

・仕事としては、精神障害者が多いから、表の仕事がいまいち。どうしても裏方というか、パンを作る方に偏ってしまう。僕としては、障害者がやってる店といったイメージを感じさせないようにしたい。障害者がやってる店というのは、今までのイメージだと、暗くて変な感じがする。

・ここの店のある地域は、ずっと昔から住んでる人が多い。僕らとしては新参もの。だから障害者に対する偏見というか、新参ものに対する物珍しさがあって、周りからじっと見られているみたいな関係がある。

例えば、作ったパンを店に運んできて、ショーケースに入れるにしても、みんながみんな上手くできない。ひとつくらいぽろりとおっこしたりすることもある。気を付けて、そういうパンは取り除くようにしているが、そういうことをしっかり見ている。

・何もかもが初めて。だから、普通の店の経営感覚でやってみて、ダメなときは、店じまいしかない。あくまで普通にやりたい

・みんなよくやってる。個性がいろいろあって。それが比較的上手く噛み合っている。仕事か遊びかわからない人もいるけど、それはそれでわっぱんのなかで役割があるわけで

・疲れるばかりの仕事より、楽だし、やりがいがある。新製品の開発でも、他のぱん屋をのぞいたり。みんなでアイデアだしたり。

・パン屋はきれいで美しくなければならない。その点で、うちの場合、障害者がいるということで、マイナスイメージを持つ人が結構いる。障害者に関係ないこと、例えば、髪の毛が１本入っていたとしても、健全者ばかりのパン屋でもあることなのに、障害者がいるから、ってことになってしまう。不衛生だとかかんだとか、ちらちら聞こえてくる

・マスコミの取り上げ方も、、福祉だなんだとか、障害者と健全者が一緒にパン作ってるみたいな流しかたしかしない。そんなマスコミのやりかたにのって買いに来る人は、どうしても１回きり。続けて買ってくれることにならない。逆にマイナスイメージ引っ張ってくる。むしろ、無添加でいいパンを作ってるって報道された方が、継続的に買ってくれる

・いずれは法人化、もっと大きな器を手に入れたい。物でのつながりみたいな部分を拡大していきたい。地域で運動やるときに、それが１番の力になる。９０各作業所が、物というか、経済力でむすびつけば、大きな力になる。わしらとしたら、あっちにもこっちにも作れてくれば、パン屋連合というのか、共同仕入れ、共同販売のネットワークづくりを絶対したい。

・採算面から考えたら、わっぱんは完全に赤字。だけど、お金の面だけじゃはかれないプラス面が随分ある。この店を構えている事で、少しずつ地域とつながっていけるし、いろんな団体や人と出会ったり、つながりを持つことができる。具体的に人の目にふれることで、パンづくりを始めようという人たちがひんぱんに出入りできる

・以前、段ボールの作業やったことがある。あれは簡単だから障害者の仕事としてだれでもできると思ったが、能率の面からみて、かえって誰でもできなかった。その点、この仕事は、大抵の障害者が何かの形で参加できる。そういう意味では可能性が一杯。

・全体の売り上げが伸びたから、分配金を引き上げた。来年も着実に引き上げる。それが僕らのメルクマール

・よその作業所見てると、親がかりのところが多い。９１生きがいよりも、生きるためにどうするかが大事。親ぬきで作業所自信が経済力を持つことが、親なき後のイメージを作る力になる、と感じる。

○障害者と労働組合シリーズⅠ―プッツンした国鉄労働組合は愛の鉄路を走ることはできるか●語る、ＪＲのウラオモテと事件―（３１号、１９８７年）

・国鉄のなかで事故で障害持つ人多い。特に技術畑の人。からだの一部を失うとする。そうすると技術の仕事ができなくなる。そしたら片腕でも片足でもできる職場を保障するみたいになっている

・北海道の方で、国鉄出身の障害者ばかり集めた駅を作ったことがある。これもまた、国鉄らしいと言えばそうだが、何かというとモデルみたいなものを作りたがる。障害者と健全者が一緒に働くなんて全然考えようともせん。当然、障害のある人を雇用するなんてことはてんから頭にない。組合もそこらへんは似たりよったり

・僕の場合、国鉄から、ケガしたときに一時金がでたり、必要経費でてた。それが国鉄潰されて、ＪＲになったとたんなくなってしまった。国鉄で働いている障害者はいつも他の障害者に比べたらやっぱりええんやでという言い方を当局から言われる。障害持っても仕事の心配は全然せんでよかった。足のない人は出札、手のない人は案内係。僕がけがしたとき「国鉄やさかい何とか仕事ある。心配すんな」言われた。

今はあきまへん。ＪＲになってから僕のできる仕事場が２つだけに。ものすごく心配に。どこかに転勤させれるのではないかと。国労の組合員やし

・一般的に言えば国鉄は健全者大前提の職場。だから「面倒みたってんねんや」という雰囲気がものすごくある。

・養護学校が近くにある駅だが、障害者の乗客に対して、民営になってホーム要員がいなくなるから、障害児の登下校の誘導は学校が出向いてやってくれと申し入れた。国労も、労働者と障害者がともに大きなイベントをやることになったとき、障害者団体から介護要請があったが、それは国鉄当局がやるべきだと突っぱねた。それで「一緒にがんばろういうてるのにおかしいやないか」と大夫批判された。人間減って仕事はどんどんきつくなっている、ということも原因している

・新幹線の車いす専用車と当局はいばってるが、障害者の人が利用しようとしたら、何日か前に届けなあかんことになってる。誰でも事情とか急用で鉄道を利用せなあかん時はあるわけで、そのへんの配慮いうか、利用する側に立ついうのは全然ない

・戦後３０数年、どこの労働組合も職場闘争言いながら職場に立てこもってきただけやないか、労働組合の持つ社会的力を豊かにすることをさぼってきたんじゃないか。民営化直前の職場のジレンマに会ってイヤという程経験した。国労というのは、組合員とその家族のための労働組合であって、その生活やストライキ権が確保できると、その余裕で平和とか侵略反対とか言える。今度の民営化じゃその余裕さえもなかった。もう自分のことしか考えられない。本当の意味で労働組合のあり方を問われた。

・一人一人の組合員が人間としてどう生きていくのか、どのような人たちと手をつないで、どんな職場や生活を作っていくのがいいのかいうんが問われる時代になった。今まで余裕のなかで「全ての人のしあわせを」なんて言いよったが、今度は本当の意味で、国労を通して民営化されていく日本の国はなんやろか、と問える組合になったらいい。数が多けりゃいい。自分のことだけやってりゃいい時代は終わった

・９２障害者の運動は人間を大事にするところが大きいやろ。本当は労働組合もそうせなあかん。国鉄民営化で、関連会社に５０歳以上の職員や労働組合の職員がいく。関連会社の賃金は国鉄の半分くらい。百人引き受けたら二百人くび飛ばすしかない。クビ飛ぶんやからなんか言えばいいのに、国鉄当局や国労などから潰されてしまうことを恐れて何も言えない。会社の組合と国労は兄弟組合や。そこの組合員二人のクビが飛ぶことわかってて、組合員をそこに送りこむんだから。そこらへんが何ともでけん労働組合はどっか間違っている。国労運動の矛盾の象徴が国労だったわけで、そこを当局にねらいうちされたんや。人間を大事にする労働運動こそ国労が担わんとあかん。

・（労働組合は）障害者運動と比べると運動と生活が全然つりおうてない。おかげさんで、僕は障害者として職場で差別受けたことは２回しかない。１つは、好きな人ができて結婚しよういうときに、相手のお兄さんに「障害者やし、月給安い国鉄の職員に妹やれん」と断られた。お兄さんは学生運動やってたし、国鉄関係に出入りしてる新聞記者で、家の本棚にはレーニンやマルクスが並んでいたが、「頭はマルクスでも妹を嫁にやるときは保守や」いわはった。それから自分を障害者として意識し始めた。その時の悔しさが今の自分を支えている。もう１つは、当局が国労の切り崩しで新会社に勧誘しているとき、国労組合員に「国労やめへんかったら新会社に行かれへんぞ。○○は障害者やからなんぼ国労やってても新会社に行けるけど、お前はそうはいかんからな」と言う。こんなん障害者差別を利用した不当労働行為やいうて大分講義するも、うやむやにされてしまった。

・僕自身もだんだんそうなってしまったところあるが、先進資本主義国の賃金や労働時間を目指して日本の労働運動はやってきた。一分でも短く、一円でも高くという要求でがんばってきて、最初の内はそれが戦術。労働者の生活を豊かにする、生活環境を変えるために。それがいつのまにか目的みたいになってしまって上げた賃金をどのように使うかとかできた時間をどうするかは組合として手をつけなかった。労働に関わる全ての人のための時短として、障害者介護、女性、老人の問題を受け止めるための時短要求にはならなかった。単なる個人の余暇を作りだすものに。だから民営化いうて企業に潰される、職員どうするいうとき、個人の生活のレベルでしかものを考えられんようになった

・人活センターで差別的な扱いを受けたいうて一時マスコミなんかでよう報道された。その中で国労組合員が「国鉄職員として鉄道の仕事してきたのになんで草むしりや便所掃除、車洗いなんかさせられるねん。差別やないか」と。働いて何をするかが問われとるときに、こんな仕事は社会的にも低いから差別されてるいうんは本末転倒。みんな一生懸命生きてますやん。世の中イヤがられる仕事がんばってる人ぎょうさんいてはる。その人らから「国鉄の仕事はそんなにええんか」言われたら国労はどう答えたらええんか。差別する心がどっかにあった。　働く人間の大きな輪のひとつとして、その場を追われるのは不当なんだ。それは働くひとみんなのことやねんみたいに言われへんかったのか

・鉄道産業として、心があかんようになってきてる。人を愛する。いろいろな人が乗ってくる。誰がきたって不自由せずに乗せていくんやいう気持ちがなかったら、何のために鉄道に働いとるかわからん。それが今の職場になくなってもうた。そういう意味では鉄道はピンチ。障害者の人たちに言いたいんは、これから本当の国労が見えてくるということ。９３障害を持った人が組み合いの役員してたら、今度のこと（民営化）でも最後まで頑張り切ったと思う。後がないから。そやけど、そういう人を組み合い運動は最後まで登場させへんかった。そこらへん痛いほど反省

・以前、国労の中の障害者集めてグループ作ろういう動きあったが、一回、当局と交渉しておわり。僕が障害者になって感じたんは、名誉の負傷、名誉の戦死みたいな意識

○読んでトクする共同作業所シリーズ１２―ビンボー作業所物語・ひびき作業所―（３２号、１９８７年）

・７、８年前になるが、毎年キャンプやってるが、その活動のなかで、１年に１回の外出・外泊で終わったらあかんのやないか言うて、毎月集まって何かやろうということで「障害者と健全者の日常を語る会」を作った。その中で、もっと９４障害者一人一人が何かできるような、毎日何かできるような場がほしいということで「ひびき共同作業所設立準備会」ができた

・１年ちょっとになるが、めちゃくちゃ苦しい。佃煮はものすごく手間がかかる割に商品化が難しい。やめた。佃煮もあかんかったけど、ひびきそのものがアップアップでこけそう。ポチポチ販売活動やってるが、売り上げがすずめの涙。健全者の職員二人には月１０万円の月給払っているも、障害者には、売り上げ利益から作業所の会計に一定入れた残りを頭割で渡しているが、先月は７２０円だった。

・兵庫県は作業所助成が少なく、去年まで一人頭月４８００円だった。今年からちょびっと増えたが、それでも５千円。うちは９人の障害者だから月４万５千円。職員の給料だけでもふたりで２４０万いるのにどうするいうて市役所と交渉やって、それでガイドヘルパー制度を取った。ひびきへの通所も保障対象に入れさせて、ヘルパー保障費を要項改定と同時に利用者が増えたことにして７０万円しかなかった予算を４００万に増額。そのうちひびきが取っているのは２７０万円。この間、市役所の担当者と話しとったらこのヘルパー制度も来年が限度やろって言うとったから、いつカットされるかわからない。これカットされたらひびきはいちころでこけてしまう。きちんと交渉せな。

・うちはビンボーだが、兵庫県内の作業所はみんな似たり寄ったり。準備会も含めると兵庫県内に１２の作業所がある。障害者が経営しているのはひびきだけ。

・春頃から全部の作業所に呼びかけて、姫路市９５作業所連絡会を作って情報の交換をし始めている。この連絡会は、将来の行政との関係で大事になってくると思う。きちんと育てたい。

・ひびきは作業所というより運動体というイメージが強い。

・ＣＰが多いから、なかなか共通した仕事ができにくい。９６販売活動にもっと力を入れないとあかん。

・ひびき作業所を支える会があって、会員１５０人ぐらい。会費は月５００円で１０万円くらいは集まる。この支える会を基礎にしながら、会員に販売活動に参加してもらって拡げていけたらなあ。

・ここは田舎で９７へんぴだから人が集まりにくい。活動もたてこもりがちに。姫路の繁華街に進出していきたい。そのためにはかね集めとかいろいろせんと

○障害者と労働組合運動シリーズⅢ―民間労働組合の障害者・総評と障害者運動・雇用の今、促進協会―

（３３号、１９８７年）

1． 大久保製壜の杉田委員長再登板

・大久保資本のあまりの障害者差別に耐えかねて、教会にたて籠もって立ち上がったのが１２年前。最初は「勝った。勝った」の雰囲気が、一転して会社の不当労働行為や嫌がらせで本格的な争議に突入。以後今に続く闘いの連続。会社側はすきあらばって感じでしめつけてくる。いつか組合をつぶしてやると構えている。ただ、われわれも実力闘争できちんとやることはやってきたし、その点ではわれわれのことを認めざるを得ない関係

・現在の組合員人数は１８名。会社の全従業員の人数は１０９名。関連会社を含めると１５０～１６０名

・１２年前から会社のいやがらせは変わらない。組合として、１つひとつに対して闘ってきたから露骨なことはやらなくなっているが、書記長に対する嫌がらせは数年続いており、職場のなかで村八分にするとか、人のいやがる仕事ばかりさせたり、上司が難癖つけたり、とうとう去年からだ壊してやめちゃった

・ここの地域ではわれわれの組合を支援してくれる関係があり、日常的に会社側は地域で追いつめられているような状況で、何とか巻き返したい意識がある。障害者を雇って、行政などから助成金を取って、その上に低賃金で酷使、差別管理する会社という評判に対して、何とかほとぼりをさまして職場のなかで組合をたたくという戦略を取り始めた。それが具体的に去年、社長の次男が区議選挙へ出馬するということで出た。墨田区全域の地域ビラ、駅前ビラ、集会、デモとやれることは何でもやって、障害者差別工場の次男が立候補するのは問題があると提起した。案外、反応があるもので「大久保はひどいらしいよ」「あの明はわるいことやってるらしい」と住民の声が上がり始めた。金を使いまくった選挙をやったが、結果的にわれわれの運動のせいだと思うけど、トップ当選間違いなしと言われてたのに、４０人中の３７人目。あと２百票少なかったら落っこちてた

・議員は大久保の強みにもなるが、逆に僕らの立場から言えば、「区会議員やってる大久保はこんな悪いことやってます」と言えるわけで、おおっぴらに会社が差別的なことできなくなったという弱みを持ったことにもなる。

・会社のやることはキタナイ。組合員と他の従業員の賃金格差は今でもある。昇給なんかのときにいつも査定がマイナスにされてる。障害者の場合、それがもっとひどくなる。それでも障害者多数雇用企業として表彰状が一杯ある

・最近は障害者がやめても、障害者を募集しないで健全者を雇う傾向があるけど、それでも全従業員の３分１は障害者。前は半分くらいいたけど。当然、争議が続いてる今でも障害者多数雇用企業として助成金もらってるんでしょう。数だけ基準に合ってるだけの企業に助成金出してもいいのか

・会社はずるい。同じ会社なんだけど、大学興業、大久保運送という名前の会社作って、障害者を雇って働かせている。同じ会社の中で、ラインが違うだけで、片方は大学興業、片方は大久保製壜。その他、大阪、滋賀．．．にも進出してる。組合との団交では、円高で苦しい、苦しい言っているが、ダイヤモンド社の調査では利益が７５％伸び、純益が1億４千２百万円あるって書いてあった。それ読んでみんな頭きてね。なんでこんなに給料安いんだって。

・職場じゃ力関係でいろいろのことが決められちゃうってことが多いから、そのへんで地域の他の組合と協力とか住民とのつながりで闘ってこれたとこがあって、その流れのなかから大久保にもう一つの組合ができた。その組合と有効関係にあって連帯して会社とやりとりをしている。

残念なことは他の障害者を雇っている会社なり労働組合とのつながりがあまりない。障害者が作った労働組合は全国的に珍しいんじゃないか。障害者の側から見れば、労働組合どころか会社に就職することだってむずかしい。そういう意味では大久保自体がめずらしい

・会社が派遣労働者の導入を始めている。パートの人をどんどん使って検査の仕事を任せようとしている。僕らの仕事としては、あまり変わらないと思うが、会社全体じゃ雇用が少なくなって健常者が増えてくると．．．労働組合としてもだけど、９８障害者の職場が狭められていく今の会社のやり方に不満ある。今は障害者入ってこないもの。僕らが組合を作った時から障害者の雇用をやめちゃったんだよ。実質的に。

・みんな好きで組合運動やってるわけじゃない。会社が差別したり、賃金が不当に低いという現実があって、いやがらせをやってくるから闘う。仲間の組合だって結婚したり家庭を作ったり普通の生活ができるならしたいと願っている。そんな願いを持った９９仲間が一杯いたからがんばってこれた。それが励みになって。ひとりでいたらどうなっていたか分からない。組合作るまで、ここクビになったら次に行くところがないと諦めの気持ちが先に立っていた。

・障害者の就労の１つのモデル、道筋が僕らの闘いにあると思う。一般の人だって失業率高くて就職できなくて大変。ましてやハンディある。そういう状況のときに僕ら大久保のなかだけであぐらかいてることはできない。１００全国の障害者、困っている人はたくさんいる。できれば連帯したい。

2． 障害者雇用促進協会「村上氏」

・雇用促進協会は、企業が障害者を雇用しない場合にその企業から金を集め、それを障害者を雇用している企業に還元して、障害者の雇用をすすめるシステムに。だから還元する企業に労働組合があるか、障害者が組合員として処遇されているかは聞かない。ただ、障害者を雇っている企業に金を流してるだけ。雇用促進協会と言っても助成金を注ぎ込むのはリスクの少ない事業をやってるところ。つまりそこらへんの金融機関のようなもの

・昭和５６年頃、日本経済膨張期で助成金申請も多かったが、ひとつの企業に何億と金が流れたことがあったが、その企業で今でもがんばっているのは半数くらい。そこが見直されて、雇用して何年になるか、企業として経営は、利益はどうか、そこを判断することになった。大久保製壜の場合でも、労働争議があっても赤字経営でなければ障害者多数雇用事業所としては優良企業になる。指導者体制、最低賃金の問題の視点から見ても、各県によって優良企業の味方はバラバラ

・障害者を雇用しない企業からあつめる金を罰金とみるか拠出金とみるか、意見別れる。目的税としてみれば拠出金。雇わないのは犯罪と見れば罰金。目的税的発想の企業は、とにかく雇えばいいんだろう嘱託制度を導入して雇用関係を結ぶ。正式社員にはならない。それに比べたら罰金だと思ってきっちり金を出す企業の方が正直

・そういう協会だが、障害者雇用はすすんでいる。雇用率は１０％を越えている。全員組合に入っている。まだできて間もないが、この組合を通して協会の助成金のあり方のチェックができればと希望的な願望を持っている。年間、協会に納付金として集められる金が百数十億円になるがこれを使い切る予算を組む。どのような使い方をすれば障害者雇用に有効かではなく、集まった金をどう使うかを計算する予算体系がまかり通る。大蔵省が気にするのは、その使い道の数字だけ。内容なんてどうでもいいですよと言ってることと同じじゃないかなぁ。協会システムではこうなるしかしょうがない

・障害者が事業を始めるから、その事業を助成すれはいいのかといえば、これも問題が多い現実がある。先日もある障害者団体がやってる事業所から相談あった。事業にどうすれば協会の助成が受けられるかということで。すでに小さな事業を始めていて、困難な条件を抱えている。重度の障害者の集団で、アテトーゼで通常の民間企業への就労がクリアさせてもらえない人たち。ところが、話しを聞いていても肝心なところが見えてこない。利益率はどうか、儲かる部分はどうか、聞いても大雑把な答え。会計の内容を全然把握していない。それじゃ話しにならない。これだけの利潤あげる計画だといってほしい。それが協会の助成を受けて事業をすすめるスタートライン。それじゃ協会と同じ。もちろん障害者側の切実さは何にも変えがたい重い現実であることを認識した上のこと

・各県にある雇用促進協会はそこの自治体が金を出して作った雇用促進協会もどきの法人。そこへ協会が業務委託する。協会の下請機関。行政がらみで資本と労働の関係のなかでマヌーバーの役割を背負う。障害者雇用が従来の賃金労働の枠組みをはみ出す現実に立ち会ってうろうろするのが実感。将来的には保護雇用の確立へのプログラムが必要、１０１障害者が働くことの意味と存在をどうむすびつけるか、障害者自身の事業のなかで見つけていくことが、協会を動かすインパクトに
・１０２重度障害者の在宅雇用も視点に入れ、企業の労働組合がどのような役割果たすかが問われ続ける
３．長い障害者運動の歴史を体現、二日市さん

・１０３民間労働者のなかに「障害者を雇わないことは恥ずかしいことなんだ」という発想がない。雇ってやってるんだからというお情け意識が企業、組合の双方にあるような気がしてならない。障害者の方も、雇ってもらってるという意識が残っている。１０４これらの意識を取り除くのも労働組合の役割のひとつとは思う

・大きな企業には労働組合がかならずある。小さい企業じゃ組合さえもないところが多いし、その組合のない職場にすら障害者は近寄れないのが現実。日本の企業は、他の企業と競争しないと存在が危うくなるので、当然、作業ののろい障害者にかまっていられるかと。企業と組合がダイヤモンドで闘っている。最近は、あんまり闘っているようには見えない。それを１０５われわれ（障害者）は外野席からみているみたいな感じ。

・労働は、人間の生きている生活のひとつに過ぎない。もちろん重要な形態。だが、労働しなきゃいけないというのはいい加減あらためなくちゃいけない。労働しなくても人間である以上、生きていくのが当たり前だという風にならなんと。労働組合にもいろいろな側面あるが、労働は人間にとっての楽しみ。ゲームが楽しみであるように。１０６労働も楽しみであるべき。労働が現在では苦しみになっていることが多すぎる。それは間違っている。１０７労働は義務じゃなくて権利であるべき。そういうふうに１０８労働についての考えが転換されなきゃ、労働者と障害者の共闘の心の共鳴は聞こえてこない
○二つの涙－ろうあ者徳末治さんの解雇撤退の闘い－小林敏昭（３３号、１９８７年）　

徳末治さん（当時２６歳）は、兵庫県尼崎市にある新興工業株式会社の第２工場で、シャッター部品の溶接作業をしていた。ＴＱＣ（全社的品質管理）の波がこの下請け会社にも押し寄せ、徳さんの仕事の種類の中味も格段に増加。彼はこの波に乗りきろうと懸命だった。帰宅後や仕事の合間を利用して克明なノートをつけて、新しい仕事を覚え、自分なりの作業の効率化を考え、ミスの原因をさぐろうとした。

前の年には４歳年上の恵子さんと所帯を持つ。出産は１ヶ月後に迫っていた。

　８３年７月１０日、午後の４時頃、秋田道雄監査役が彼の肩をたたく。近くに適当な紙がなかったので、秋田氏は段ボール箱を破って、それに「仕事が終わったら事務所へ来い」と書いた。５時に仕事を終えると、徳さんは「ミスをやった覚えはないし、何の用事だろう」といった軽い気持ちで事務所に行った。待っていた秋田氏との筆談が始まる。「会社の仕事をどう思うや」「分かりません」「現場での仕事は危険が多いと思う。自分のために別の会社で安全な仕事を探せ」「なぜ僕に辞めろと言うか」「徳君の労災のことで労基所から怒られた。８月１１日に労基署が現場を見回るために会社にくるようになった」

　新興工業に入社して２年、その間健常者と同じように働いてきた。その中で１度の労働災害、それも軽いケガですんだものを取り上げて、危険が多いから辞めろというのは納得ができない。しかも障害者の再就職の道がどれだけ厳しいか、それを分かっているのか。秋田氏は、解雇の理由については口をつぐみ、「よく考えて返事をしなさい」と言うだけ。

　１か月後の８月１０日、再び徳さんを事務所に呼びつけた秋田氏は解雇予告通知書を徳さんに渡す。　

徳さんは、この通知書は最後の余白に「この通知書本日正に受け取りました」という奇妙な「受取」を書かされている。首切りで喜ぶ労働者などいるはずないから、本人の署名や捺印を求めることなど通常ありえないが、現在会社側は法定で、徳さんは解雇に同意して喜々として会社を去ったと主張している。長女の紗耶夏ちゃんが生まれたのはその８日後である。

〈障害状況〉

現在、太鼓の音、車のクラクションは１０ｍ以内。唇の動きと顔の表情で口話は可能。ゆっくりしゃべって分からない時はメモに書いてもらう。発する声は機械で合成した音声のように無機質な響きがあり、聞く側が頭の中からすぐに引き出せない単語もある。聞き取りは、徳さんが見慣れた単語は伝えられるが、少し込み入った質問は難しい。手話は可能。

〈就職から解雇まで〉

尼崎市口田中にある新興工業は資本金１７００万円、従業員数は７０名、三和シャッターの専属下請会社である。三和シャッターは７７年に「技術協力会」を作り、２年後にはそれを「技術振興会」に発展させ、主な協力会社に加入を求めて品質管理体制の強化をはかっている。それに合わせて新興会社でも７９年から作業ミスによる不良品が発生した場合の報告書提出を義務づけ、８３年に入ると会社の経営方針の最大の柱としてＴＱＣの推進を掲げている。

　生野ろう学校を１９７７年に卒業した徳さんは、２つの小さな会社で旋盤などの仕事をした後、８１年９月に新興工業に機械工として採用された。彼は自分が全ろうであることを面接した秋田氏に告げ、そのことを十分承知して会社は雇った。彼は「明るい好青年」という会社側の評価を得た。仕事ぶりも真面目、生産能力の面でも健聴者の引けはとらなかった。

　ところが２年後、ＴＱＣの旗が高く掲げられた８３年に入って突然、首を切られた。

〈裁判へ〉

徳さんが、１０９被雇用者たる地位の保全と解雇以降の給料の支払いを会社側に求める仮処分裁判を神戸地裁尼崎支部に申請したのは８３年１１月である。途中１年ほどの和解交渉の期間をはさんで裁判は４年続いている。重要な争点は２点である。１つは、「危険度が高すぎる」という解雇理由は正当かどうか、２つは、徳さんは解雇に同意したのかどうか、である。

　会社側が危険だとする最大の根拠はクレーンの走行。確かに会社の工場全体の天井にクレーンがあって、運ぶのは全部鉄の材料。荷物を移動中にワイヤが切れて荷崩れする場合、健聴者だったら『危ない』と大きな声で知らせればいいが、ろうあ者だとそばに行って肩をたたかないと行けない、だから危険だと言う。もっともらしく聞こえるが、会社のクレーンの荷物は大人の目の高さぐらい、落ちるのは瞬間。危険性は皆同じ。それに徳さん以外がクレーンを扱う場合、彼は安全な場所に退避させられてたから危険はないのである。

　会社側が言うようにクレーンがそれほど「危険度が高すぎる」のなら、なぜ徳さんにそれを頻繁に使用させたのか。そして「本人のためを思って安全な仕事を探せと言った」のが事実なら、徳さんを雇用している間にどれだけの安全教育や安全対策が施されたのだろう。

　クレーンや玉がけ（荷物をワイヤで巻いてクレーンにかける）プレスの仕事は労働安全衛生法で危険な業務として定められていて、安全教育を受けなければならない決まりがあるが、徳さんはそれを全く受けていない。違法にそういう仕事をやらせている。『仕事は目で覚えろ』というだけで、危険を知らせるためのライトも設置せず、手話講座を開くでもなく、地震や火災時の避難訓練も実施していない。

　　徳さんの労災はそういう状態のなかで、８３年４月に起こった。普段扱っているアングルより一回り大きい百ミリの特殊アングルの溶接を指示されて、彼は普通の溶接では弱いと判断。上司に相談したうえで詮溶接をすることにして、プレスで穴を開けようとした。しかしそのプレスが普段の７５ミリ用にセットされていたために、彼はアングルを支えていた親指以外の４本の指を押さえつけられた。幸いプレス事故としてはケガは軽く、２週間休んだだけで現場に復帰。セットの取り替えについての指導もなかったし、上司もその時何も言わなかった。原因はそこにあった。しかし会社側はこの労災をフルに利用して、解雇の正当性の根拠にした。

　真の解雇の理由はやはり、ＴＱＣ運動を進めるために仕事も増えた管理職や直属の上司たちにとって、障害を持つ徳さんがだんだん「わずらわしくなった」ということのよう。筆談での指示に時間を取られ、労災の件では、安全管理面を労基署からやかましく言われる。障害を持たない労働者にとって仕事の危険が高すぎるのであれば、会社側は必死になって安全策を打ち立てるだろう。でないと会社がつぶれる。しかし実際危険だったかは別として、それが障害者であれば、手間ひまかけるより、いっそ首を切った方がよいという資本の発想がある。

　もう１つの争点、「解雇に同意したかどうか」。

　会社側は、「徳君は、最後の出勤の日、８月２０日、社長と握手し（秋田監査役に『社長と握手しなさい』と命令されて仕方なしにした）、そして事務員にお礼を言って、選別金をもらって、喜んで帰りました。職安で雇用保険の手続きもしている」と。つまり、徳さんは納得して解雇されたのだ、という主張である。

　１１０徳さんは、解雇に納得できない、できないが、その時どうしたらいいのか学校でも法律的なことは何も教えられないし、裁判で争えるなんて考えてもいなかった。そうした聾唖者の弱い立場を利用して、解雇に同意したと主張している。妻の出産を目の前にして突然首を切られた男が、それに納得して喜んで会社を去ったなどというのは、あまりに破廉恥な虚構ではないか。

〈徳さんの気持ち〉

・１１１裁判を闘うなかで、自分が納得できない、僕が納得できない状態があります。納得できるように解決したいと思っている。自分だけ解決するんじゃなくて、やっぱり、ろうあ者全体の問題も関わると思う。

・（仮に裁判に勝って復職しても、当時と同じ社長と管理職。それでも仕事をしたいという気持ちは強いですか？）不安はある。やってみないと分からない。仕事続けると、周りが話しに乗ってくれない心配がある。とにかく仕事の面では一生懸命やります

○障害者と労働組合運動シリーズⅣ―広島県教職員組合執行部寺岡さん、坂本さん・兵庫県西宮高校教師広瀬さん―（３４号、１９８８年）

１　広島県教職員組合執行部寺岡さん、坂本さん

・ここの書記局に障害者おるかっていうたらおらん。障害者というふうに限定するのがええんか知らんけど、差別受けてる人が組合の近くにいない。そのへんから考えないといけない。現場でも、教師が自分たちの仲間に障害者がいないことを変とは考えない。

・教師に採用してくれという要求もでてこない。教組としては、１１２いかなる人間も教職につく権利はあるし、採用に当たっては差別してはならない建前ある。現実は、思想信条だけで、一定レベルを超えた者しか教師になれないし、みんなそれが当たり前だと思っている。教師、教職につかせないような条件作っといて、そこをクリアーした段階から差別せずに採用せよという論議にしかなっていない。もっと、生活や人間性に根ざしたところから、教師とはどうあるべきか、には行っていない

・障害者の地域での作業所づくりにしてもほとんどタッチできていない。地域共闘の方針はあるが、弱い

教職員組合が一番地域に根ざしていない。町内会に位置づかない教師。障害者の生活はそこにあるんだから、そこでつながらないといけない。生活者としての教師の姿が見えにくい

・車いすの教師目指して教員採用試験にチャレンジ、試験の結果は公表できないという大阪市教育委員会の強権の前についえた（中東頼子さん、中途障害）

・数度の教師採用試験をクリアーしながら、多くの人たちに支援され、大阪府教育委員会に採用されるも、受け入れる学校がなく、障害者が教育現場に到達することの困難性を実証（現在は、中学校に勤務）（高田剛さん、視覚障害）

２　兵庫県西宮高校教師広瀬さん

〈紹介〉広瀬さんは、列車事故による片足切断障害、義足使用。

・１１３サラリーマンになれるとは思えなかった。不思議なことだけど、会社なんかの引っ越しの時、机なんか持つことができないからというイメージが奇妙にあった。松葉杖のサラリーマンというのは考えつかなかった
・１１４専攻が物理なのに、理科の教員免許は取らなかった。生物や地学やと実験が多いし、立っていないとあかんやろし、実験道具抱えてよっこらしょなんてできないから。数学だったら、チョーク１本と教科書だけでいいから

・１１５あんな先生になろうというのはあった。桑原先生いうて、遠足の時、これまで全然参加させてもらえなかったが、「おい広瀬、行くやろ」いうてくれて、僕をひょいとおんぶして遠足に行ってしもたりする先生やった。

・僕の親父が、僕のことを心配して、足ないんだから勉強しろという。頭で勝負して、薬屋か、医者になれ言うて、野口英世の本ばかり買ってくれる。僕もそれを信じていた。ばりばり勉強して京都大学に入ったし、大学院にも行ったけど、やっぱ就職ないわけで。

・名古屋で就職浪人みたいなことをやってる時に、後輩に「広瀬さんは障害者やけど、片足無くてもやるときはやらなあかんのやで」とサラっと言われて。それがこたえた。どうなるかわかないときに、片足無いからなんていうてられへんのだから。だから教師になったときも、１１６片足だからという心配はしないでおこうと思った。

・教師になってからも、僕自身はそう変な感じはしなかったが、生徒の方は、どう声かけたらいいか、わからなかったみたい。普通だったら「その足どうしたんだ」聞くが、それができなかったみたい。教師仲間はあたらずさわらず。

・工業高校だし、問題が一杯あって、２４時間営業みたいな状態だったから、その中心になってがんばっておられた先生は、部落解放運動や朝鮮問題にたずさわりながら、僕の足のことを考えてくれたし、よく話し合いをやった

・１１７林間学校で海に行ったとき、生徒に泳ぎを教えることもできない、看護係として毛布や酸素吸入器の番をするが、暇。泳ぎ覚えたろいうことで、義足はずしてケンケンして海にはいった。１年目のこと。そしたら日射病で頭が痛くなって。さんざんだった。２年目は最初から覚悟して背泳ぎ覚えて、３年目で沖合５百メートルの行き帰りを泳いだ。うれしかった。そういったことを生徒の前できちんとさらけ出してやったことで、生徒と教師としてのワシの足との関係が、嘘はないということでできていったんちゃうかな。

ワシがいることで、生徒に何か伝わったんちゃうかという自負ある。自分も生徒に変えられた

・大学当時の僕なんか障害者問題なんてハナにも引っかけなかった。なんせ天下の京大だから。足はないけど頭で勝負みたいな

・大学の近くに自転車屋で働く脳性麻痺の青年があったが、そこの前を通ることは避けていた。青年を見ないようにしていた。ショーウインドウにうつる自分の姿も見ないようにしていた。自分ではかっこよく歩いてるつもりでも、横の硝子に映った自分はヒョコヒョコ歩いてるんだもんなぁ。やっぱり自分避けてた

・障害者を避けていた自分が、障害者として教師になる意味は確かにある。１１８教師になって３年目、ある生徒が「カタワ者」と。僕も若かったし、そりゃあかんと引かれない。本人つっぱってるし、親ともとことん話し合おうと、その生徒の家で話し合った。その親が「先生にそんなこと言って」と真っ赤になって嘆く。その嘆き方が尋常じゃない。それで話し込んでいったら、その母親が義眼だってことがわかった。その息子は母親が義眼だってことを知らなかった。「私が義眼でどんな想いして生きてきたか、この子はぜんぜんわかってへん。あんたはものすごい酷いことを先生にいうたんやで」と母親が息子に生の意見をする。それで決着がついた。
・日本が右向きになりつつあるのは間違いない。戦争状態になったとき、障害者なんかいちころでやられるらろうし、そんな時に日教組があるとないでは全然違うだろうから。そういう意味で組合抜けて別なところにおろうとは思わない

・こどものこと一生懸命考える集団が組み合いしかないからいうて入ってくるというのは今、全然ない。そこを再生させるのが一番難しい。せやから、高教組が、障害児を高校に入れる、あるいは障害者の教師を採用せよなんて方針は絶対立てないな、と思う

○読んでトクする共同作業所１４―島本共働センタ－「自立の家」１号店・魚屋さん―（３４号、１９８８年）

（Ａさん）

・寄宿舎のある普通高校を出たが、卒業しても働くところがなく、職業訓練校に行っていた。そこも卒業したが、どんなところで働きたいという将来のこと考えてなかった。訓練校では洋裁習ったが、それがなかなか生かされない。洋裁店に勤め、少しずつやったがダメだった。

・ここに来て初めて販売の仕事するようになったが、間違ったことあっても、楽しい面がある。間違いはたくさんありすぎて困っちゃう。お客さんとべたべたした関係好きではないので、自分のやりたいようにやれる仕事が好き。家族もわたしがここで働くことを喜んでくれる。がんばれって言ってくれる

（Ｂさん）

・ここにくるまで、自分に合う仕事はどんなものがあるか、方々の作業所を見て回っていたから、ここがオープンするというので、わりと積極的に参加した

・ここでの仕事は、電話番、お金の出し入れ。常連さんの粉石鹸とかの注文を取りに行く

・失敗はよくやる。毎日失敗している。この前も、石鹸の注文受けたのを、１か月そのままほっといた

・しんどいことはたくさんあるが、反面、楽しいこともある。隣近所の人とも仲良くなれる

（田淵さん）

・さかな屋やるきっかけは、日銭がほしかった。なんか金になるものないかと言ってたら、たまたまさかな屋があった。３人でできる仕事という面からも考える必要。

・やってよかったことは、普段店やってても関わり持てないお客さんが、魚を買うことで何らかの形で関わりを持ってくれるというのがぐーっと増えたこと

・リサイクルにしても、色々考えていても体がついていけないことあるが、土曜日の魚屋で、目先が変わるいうか、気分転換になる。魚屋は４、５人のお客をいっぺんに相手するので、金勘定をよく間違える。そういう意味でも気分転換

・一度買ってくれた客は、常連になってくれる。品物よいし、安いので

・僕は以前に授産施設の職員していた。ここにきて月給１０万円。１５万円ほしい。でも自分だけ５万円あげるわけにいかない。１１９あげるんなら、みんな５万円ずつ。そうすると、月１５万の増収をやらないといけない。それしんどい。

・去年４月にオープンしてから、赤字が７０万円ぐらいですんでいる。経費が月５０万円で、収入が４３万円、職業安定所の特定休職者開発助成金と雇用促進協会の重度職場適応助成金を取るようにしたから、年後決算はトントン

・小規模授産施設助成制度もあるが、それはあまり受けたくない。やっぱり仕事としてやっていきたい。授産じゃないんやと。１２０授産助成をとってしまうと、心にスキができるというか、甘えが否定できない。事業所としてやっていく。できるだけ自力でやっていくんやと。稼ぎが悪かったら食っていかれへんのやということで、徹底したい

・共同で仕事してるいうんじゃなくて、スタートの時にイメージしていた１２１「それぞれ好きな仕事をやろう」というのがあって、僕はリサイクル、彼女は古本、彼は粉石鹸の仕事と全然バラバラ。そんな中での人間関係、協力関係を創りだすんだから、むずかしい

・協力してくれる学校の先生達も、年限がきたら障害があろうがなかろうが卒業していくわけで、基本的には障害児の進路に責任が持てない実態

・親の組織色々な考え方あって、１２２ウチの子はとても働けないから、生きる場が欲しいというのもある。１号店は最初から労働の場として位置づけているが、２号店ができれば、一緒できるところで一緒にやっていくんだみたいに考えている

・僕のために仕事している。だけど周囲は、僕の仕事は、障害を持った人を指導教育すること、と考えている。だから自分の仕事が忙しくて、二人をほっておくように見えるとき、「何しとんや」という風当たりを感じる。そうじゃないという合意は、頭の中ではできてたのに、やっぱり障害持ってる人の世話するのが当たり前やとなる。二人にしても、理屈では自分のことは自分でする、一人前にやっていく、気持ちを持ってても、実際仕事してたらつらいことあるので、ついつい親切はありがたいいう感じになってしまって、むしろ当たり前に付き合ってくれる人を煙たがってしまう。どうしても１２３僕と二人が対等に物が言える関係を作らないといかんと思う。だけど、なかなかこの力関係は逆転しそうにない。しかし将来もずっとこのままとは考えられない。もっと待遇をよくして、若い人を採用していってドンドン人間関係を創り出していかんと。

○　障害者と労働組合運動シリーズ（最終回）（３５号、１９８８年）

１　西岡努

　脳性麻痺１種１級、３４歳。光陽養護学校卒業後、大阪府豊中市職員として、一般受験。講義闘争の後、採用される。現在、自治労障害者労働者全国連絡会副代表、全国障害者解放運動連絡会議事事務局長　

・養護学校の高等部を出てから大学に行こうと思うて、予備校に通うてたんやけども、お父ったんの勤めてた会社が倒産し、それどころやない。大学どころか働かなあかんいうことで、職業安定所に行ったんやけど、働くところない。どうせ働くんやったら、公務員にでもなったろうかと思うて。その時分はようけ公務員を雇った高度成長期だったし、僕が受験した年が大量採用の最後の年だった。障害児保育で脚光を浴びていた豊中市だったらなんとかなるだろうと。甘い考えで受験した。

・１２４役所に願書持っていったけど、係りの人に「あんた何しに来たんだ」いわれて。願書持ってきたから受けつけてくれいうたら、「最終学歴はどこや」いうから養護学校高等部出たいうたんだけど、窓口では高校卒業の資格と同じやいうことがわからんかったみたいで、２０分待たされた。それで受け付けますいうたが、対応が腹立った。その足で職員組合の事務所行って、こんなこといわれたけどおかしいやんけ、なんとかしてくれちゅうて文句行言った。

・「当局と事実確認して、責任持って話し合いの場を持つから」いうてくれて。帰ってから友達に、こんなこといわれたから応援してくれいうたら「支援する会」を作ってくれて、抗議文なんかを豊中市にだしてくれた。職員組合の仲立ちで当局と話し合うことができて、そのなかで、これまで養護学校卒業者がひとりも試験を受けにきたことがないいうことが起こって。その事実と、なんでそんなことになっとんのや、試験のあり方がおかしいんとちゃうっかいうて、受けて通らんようになってんやろいうて追求した。せやから障害者は受験にけえへんねんや。ばんばんやった。今後障害者も受験しやすいように配慮していくいうことになって、今回は、どうぞ受験してください。二次試験では適性検査がありますが配慮しますと。受験したら、採用された。３か月ぐらいもめたなぁ。

・組合イメージは、労働者の権利の問題に１番活躍してるとこ。障害者差別もある程度わかるんちゃんかなと物凄く過大評価していた。ところがイメージしていた組合と現実は天と地ほどのギャップ。組合の末端組織に職場委員会というのがある。役所の係りごとにあるが、その人らは職場の色々な要求だして、組合に上げていったりするが、今は機能していない。その中で、職場の仕事のことや権利問題をどうするねんというようなことは噛み合わないことが一杯あった

・ウチの職場の職場委員会のまとめ役から「組合運動は、権利ばっかり主張してたら、職場の組合員は納得せえへん。組合員のしんどいとこと、どっかで接点持たなあかん」と教えてくれて、ぐちゃぐちゃした話しよかと昼休みに役所利用する市民の立場に立って窓口開けといたらどうやと発言。そしたら「君は当然、組合の立場に立つべきや」とガンガン言われた。「昼休みは全員が一斉に休む時間や。昼休みいうんは、組合にとっても大事な時間で、情報の交換や、しんどい仕事から解放されてほっとする時間やから、一斉に休むということに意義があるねん」という。なにいうてんねんと。障害児かかえた父ちゃんや母ちゃんが時間やりくりして、やっと役所に来たら昼休みや。そういう人がじっと待ってる。なんで待たなあかんねんと。すれ違いの論争ばっかで。お互い疲れた。それでやんぺに。権利ばっかりではあかんことが身に染みてわかった。

・僕が役所に入ったときに、当局と障害者の採用制度を作るという約束があった。それと試験を受ける前後に、大阪市内で障害児保育に取り組む市民団体みたいなとこ出入りしてて、筋ジスのＵさんとＴさんと友達になった。彼らが「自分らも働きたい」言う。「なんで僕が働けて、ＵさんＴさんが働けないんだ」と思って、「ホナ、闘いましょうか」と発展。あの有名な全盲の三上洋さんも北海道から大阪に辿り着き「オレも市役所で働きたい」という。こりゃなんとかせなあかんと、１２５「障害者の無試験・優先採用」いうスローガン立てて闘い出したんが、役人１年生のとき。色々な組合や市民団体が集まって結成された「豊中市民連絡会議」が、「ＵさんＴさん三上さん３氏就労闘争」と連携していくんやけど、うちの組合としてはなかなか受け止めにくい。スローガンが過激で。えらい長い時間かかったが就労が実現。

・「４人の障害者入ったんだから、組合としても受け皿つくらなあかん」と論議になって、それでできたのが１２６「豊中市職員組合・障害者解放委員会」という組織。今これが職場のなかで障害者問題の窓口。

・僕が最初で、その後、障害者の採用はあった。今はそれがぴたっと止まってしまった。組合も市民連絡会議も「障害者採用」を要求し続けているが、ラスパイレス指数や行革やいうてしぶい対応しか、当局はしない。障害者職員は、全国自治労組合員１２５万人、豊中市職員４０００人のなかで、ほんのちょびっとだけ。

・そやけど、自治労は、他の組合に比べたら「差別問題」についてはよくやってる方じゃないか。「狭山差別裁判反対・石川さん返せ」いうて他の組合に先駆けてストライキ打ったことある。大分前。今はストライキ考えられない

・障害者の就労。民間の会社のことはわからないが、自治体なんか、仕事を職員の数でこなしていた時代やったら就労も期待できるけど。オイルショック、行革、地方財政の危機やとかなんとかいわれて、赤字や赤字やで職員の数が増えない。そやけど仕事の量はとめどなく増えていく。それをどうして克服するかいうと職員の質でこなしていこうとする。そうなると労働密度は濃くなる。より良質な労働力が求められるために障害者の入る余地はなくなる。国際障害者年以降、障害者の別枠採用制度を作ろうという動きがある。障害者観も変わった。一昔前だったら、障害者はこわいとか気持ち悪いとかイメージだったが、それが一応人間として認めようやないかって。その代わり、できる部分とできない部分はきっちり見て、障害者でも労働力として役に立つやつは受けれましょうということで、別枠採用で障害者募って、試験して。そこで求められるのは良質な労働力を提供できる障害者で、そういう行政の整合性のめがねにかなった者が合格する

・１２７差別の問題に対する大きな比重があるが、それは自治労全体のことで、実際に行動する場合、市職員組合の単位でやるわけで、職場の末端まで、その認識が行き渡っているいうたら、それがないと感じる
・組合の役員が積極的に地域に出ていかなあかんねんけども、組合全体の体質が出ていくようにならんと決定的に変わったということにはならん。そういう中から住民と結びついた対応能力が育ってくるし、そこにこそ自治労の活路、展望があるんとちゃうか。そうしていかんと、１２８行政のソフトづくりに障害者雇用が必要なものなんやという認識が創造されていかない。障害者問題なんかでも、どこの組合の人でも「反差別・連帯」とかいうけど、自立して地域で市民生活続けてる障害者の介護に入ってる人なんか、聞いたことない

・１２９組合員の生活と障害者の生活が違いすぎる現実がある。さっきいうてた就労闘争の話しでもな、障害者が働くいう意味とか働く場がない状況が理解されて、就労の道が切りひらかれたわけではない。なんやわからんけど、障害者があれだけいうとんねんから聞かなあかんのちゃうか程度だった。今まで、障害者が直接職場にもの申したことなかったから、相当な揺さぶりにはなったと思うが。

・役所に入って、いろろごちゃごちゃあったりして、しんどかったり、嫌な目おうたりした時、組合運動に助けられたかというと、決してそんなことはない。大きな意味では、後ろに組合があったからやろけど、直接的には、やっぱり隣に座ってる職員や仲間が助けてくれる。全国障害者解放運動連絡会議事務局長の仕事は、年間２０日間の有給のなかでやってる。職場の仲間が助けてくれなかったらできない。

・僕のいる係は、対市民の窓口業務。窓口に障害者の僕と、健全者の職員が並んで座ると、さあどっちに市民が行くかというと歴然とわかるわけで、健全者の職員の方ばっかりいく。そういう風にグニャグニャしたえげつない態度いうのはよくある。１３０電話受けた時、相手に「お前、酔ってんちゃうか」と文句言われても、言い返すことのできない屈辱感ある

・障害者福祉の窓口に障害者座っているのは、両刃の刃。いい意味と悪い意味と両極端。親身になって応じられるのはよいとこ。理解が対立したとき逆転してしまう。そのとき、相手は文句いいたいけど、対応しているのが僕だから、あまりキツイことも言えない。当局は、そんな効果ねらっている節はある。

・１３１組合の役員選挙に立候補して、新人としては異例の高位当選。障害者やっということがインパクトあったか。差別と裏返しの話だが、各職場に大きなタスキかけて立候補の挨拶に行く。なんでか僕のところで拍手がわっとくる。そういう意味では一目瞭然なわけで、ああ、あれが西岡やねんなとなる。選挙は名前と人間が一致すると投票のときに書いてくれやすくなるいうのがある。障害者やからアピール度高い。障害者としての特権。正直言って心配だった。これだけ差別意識強い中で誰が投票してくれるかと。

２　田口由美子

　現在、気管系統の大きな手術の後、自宅療養中。労働金庫で働いて４年目になる。

・最初、職場に入って言われたのは、この娘は何もできん。何もできん事務要員はいらん、とはっきり言われた。それからだんだん話していく中で、仕事のアドバイスなんかもしてくれるようになった。半年位かかった

・最初は私の１３２できる仕事なく、ぶらぶらしとくよりしょうがない。やっぱりいややし、女性の同僚に相談したら、「いっぺん１３３組合に相談にいこう」いうて、組合に連れて行ってくれた。そいで「仕事ないし、お茶飲んでばっかりはいやだから組合で考えてください」いうたら、「組合としては、障害者の就労、仕事について真剣に考えているが、さしあたっての仕事は現実にはない。しかし、田口さんの要求を受け止めてやっていきたい」いうてくれて、その後ぼちぼち仕事ができるようになった。よく考えてみたら、組合としても、就労そのものは考えてたけど、仕事の内容についてまでは話しあってなかったんじゃないかな。最近はお茶汲みに忙しい。ワープロの仕事なんかもあるけど、お茶汲みをせっせとやってる。私が運ぶとどうしてもこぼれる。そやから、はよ取っていうて取ってもらう。これでも職場のなかやったら、十分な仕事になるから比重は大きい。人事課の仕事は波が大きい。他の部署が忙しい時は研修なんかできへんから暇。他の部署がひまになると忙しくなって、印刷とかコピーとかどーっとでてきて、体がついていかない。

・就職するということは、いつも意識にあったが、労働組合いうのは意識のなかにはなかった。第一労働金庫が何の金庫か全然知らなかった。

・金庫の理事側にしても、労働者の金融機関やから障害者雇用をすすめなあかんとは、考えていなかったやろし、もめたから行きがかりで採用したんとちゃうかなぁ。いっぺんは障害者を雇ういうたんやけど、あんまり重度でびっくりして、１３４最初の試験の時、私、落とされた。それじゃ約束が違うし、障害者に対する差別やないかいうて、全国障害者解放運動連絡会議の人たちが交渉を始めた。それで、しゃあないからと、私を採用した経過がある。組合の方も、最初ななんでもめてるのか意味があんまり分かってへんみたいなとこがあって、話しがすすめへんかったけど、最終的なところでは、重度の障害者を排除して、軽度の障害者を採用することが、障害者全体に対する差別であることを分かってくれて理事側とかけあってくれた。ただ、正直な気持ちいったら、１３５組合全体としたら、その時の私らの切実な気持ちが理解されたかいうと、心もとないという実感あるし、１３６それはこれからの職場に入った私自身が立ち向かっていかなあかん課題として宿題になってると思う。

・組合いうても、障害者のことがわかりにくいんと違うか。組合の文書で障害者のことが書いてあったんは、私が採用された年の組合大会議案書に「今年は重度障害者が１名採用されて、労働金庫の障害者雇用率がアップしました」があったっきり。部落や在日韓国人のことは積極的なのに、なんで障害者のことも取り上げへんねんいう気持ちになる。１３７もっと障害者の問題に関わってほしい。分からなかったら聞いてほしい。１３８一人でがんばるというのは限界。いうにいえんところもある。１３９そこを組合がフォローしてくれなかったら、やっていかれない。組合の存在によって、１４０私たちの身分が守られていることも十分知っている。例え仕事がなくても、一般の人と同じ条件で、同じ給料で働けることの意味は大きいし、大切にしたい。こうして病気で長期に休んでもクビにならないし。民間の会社やったらクビ。景気が悪くなったりしたら、一番先にクビ切られるのは障害者。それが現実の障害者の姿だから。だからこそ、１４１組合が障害者と労働者の接点求めていろいろやってほしい。

・職場のなかで「連合」の話？そんなん全然せえへん。障害者問題についても、本人の目の前にしてもせえへんのに、そんな姿、形のわからんもんの話しなんか出てくるわけない。最近、ある組合員の人に聞いたが、「田口さん、障害者の雇用のことは組合として、考えにくい」って。私が採用されてから障害者の採用はない。労働金庫としても私を持て余しているよう。組合員の話しをちゃんと聞くんが、当たり前の組合活動やとしたら、１４２障害者の声をちゃんと聞くのが労働組合の障害者運動と思う。

○読んでとくする共同作業所シリーズ１５―豊能障害者労働センター―（３５号、１９８８年）

〈渉外部長浜口剛君談〉

・人数も増えたし、店も大体そろったし、市内の障害者団体とのネットワークも作ったから、そろそろ本体の移転をしようと言ったのが２年前。センターができて今年で５年目という節目もあったし、エンジン全開でセンターのパワーを行政にぶつけなあかんという意識もあったしな。行政の方は土地の提供だけは確約していた。僕らでどれだけの金を集められるかが不安だった。土地提供したるいうてるのに、金はよう集まらんのかいな、いわれるんはしゃく。そやから、みんな悪徳商人みたいな目で見られたけど。がむしゃらに知り合いいう知り合いから集めて、半年で５百万円作った。大体これでいけるやろ思とったけど、行政が土地の決定ですったもんだしてるうちに、建築資材が円高でごっつう値上がりしてしまって、最終的には８９０万円くらいかかった。これでも業者さんが、僕らのことようわかってくれて、協力してくれたから実現できた。普通の建築価格だったら１０００万円超えてた。値上がり分のお金を集めるのにまた一苦労だった。

・１４３豊能障害者労働センターは、任意の団体、事業体。最初の頃、箕面市には共同作業所助成の要項がなかった。もしあってもそれを受けるのはやめとこ、自前でやっていこうという気持ちが強かった。普通の作業所だったらどっかがバックアップしてるみたいなとこがある。例えば組合とか親の会とか。そんなん抜きで、俺等は俺等のやり方でやっていこうや、障害者自身も経営の中心にデーンとおろうやないかいうんが、うちのポリシー。

・なんでもオモロク、バックなしでやる。障害者もなんでも対々でやっていくなかで、箕面市は大阪の北の端やけど、豊能市障害者労働センターが北大阪で運動をリードしていくという空気ができてきた。１４４行政との関係にしても、単にお金をくれいうて補助金まむしになるより、広報の点訳業務の委託とか、市営プールの売店の経営権を取るみたいな形で関係を作ってきた。その方が将来的に、障害者の労働の場が拡がってくると思う

・メンバーもいっぺんに名前言えいわれても、全部いわれへんくらい増えた。毎日がもめごとの連続。やっぱりもめなあかんと思う。僕、センターの渉外担当ということで、いろんなとこでかけんねんけど、他の作業所やったらもめることがあらへん。もめんとこ、もめんとこみたいなとこがあって、そうするとみんな内にこもってしまう。ほんで影で悪口飛び交うみたいな。ウチも悪口ないいうたら嘘になるが、少なくとも、そんなことはやめとこいうてもめてる。１４５自分たちがいえることは、誰に対してもいっていく。それで、その中からけんかが出たりするけど、それが普通の社会やし、そういうとこから本当の人間関係ができてくるんだと思う

・移転の土地も行政が提供してくれたが、それは箕面市における障害者の進路にうちがインパクトを与え続けたという実績があるから。今、箕面市の行政全体で取り組み始めた「障害者事業団」構想でも、いろいろな団体や市民の力で動き始めたが、なかでもセンターの実践が下敷きになってんのは確か。１４６いろんな仕事を通して、僕らがメニューを持ってることが大事。何十億円の予算を注ぎ込む計画のプロゼェクトやけど、僕らが、それのメニューを持っていればこそ、保護から雇用への実質的な変革を作ることができると思う。昔は箕面市は障害者に関する制度があまりなかった。今は、箕面市単独事業としての「障害者雇用助成制度」といった、雇用の名前のついた制度を作らせた。ウチは、いただくものはなんでもいただいちゃう。大阪府の助成制度、各企業の事業団助成、雇用促進協会の助成と手当たり次第申請。コツがある。申請書類出すときに、これこれしたいから百パーセントくれいうてもあかん。こういう理由で、こう利用する。こういうことができるから、ここまでうちが出せるけど、こんだけは足らんから助成してくれいうて出さなあかん。今までの戦績は１００％。

〈箕面市市議会議員予定候補八幡隆司君〉

・豊能障害者労働センターが実質的にできて７年目、箕面市内での福祉状況を切り開いてきたし、それを担う主体として成長してきたと思う。ところが、障害者団体がどれだけがんばって差別的な状況と対決しても、これだけの勢力を持って福祉や就労のリーダーシップを創造しても、まだまだ市民の目には、「かわいそうな人たちの運動」としか映らない。障害者や老人は福祉の受け手としては認められても、福祉の担い手としては考えられていない。僕は、そこのところが納得できない。だから立候補する。

・ポスターを電柱に貼るも、防犯委員だっていう人から電話があって「街が汚れるじゃないか。障害者団体だからといって容赦せんぞ」って抗議してきた。これ差別だと思う。障害者団体は保護されるべきと思っている。そこに集まっている人間の想いやメッセージを情報として受け入れる前に、保護されている人間が、保護している人間の街を汚すなってわけ。障害者や老人は市民じゃないのか。主張もせず、選挙にも出ずにこそこそと活動していればかわいそうな人たちと許されるけど、障害者や福祉のことで選挙に出れば、あつかましいと言われる。これは一体何なのか。

○無数の者の母として・滋賀県「自閉症児解雇訴訟」（３６号、１９８８年）

・正人君は、草津市立老上中学校を卒業後、公共職業安定所の斡旋という形を取り、１９８６年４月に草津市に本社のあるＮ社に採用される。その前には６日間の職場実習を行っている。そして、１年半後の８７年９月１５日付で解雇通知。

・Ｎ社は、ゴルフ場やステーキハウス、高速道路の売店などを多角経営しているが、彼の職場は園芸部門。植木を展示販売したり喫茶店などにレンタルする部門だったが、彼に割り当てられたのは、温室の植木に水をやったり草をむしったりする仕事。みんな出払って、暑い温室で一人になることも多かった。

・会社側の解雇理由である１６の「他害的行動」のうちいくつかは次のとおり

　○植木を抜いているので注意すると、頭突き。Ａ氏の目の上赤く腫れる

　○雨なので温室の中の草を抜くように指示すると、鎌を振って暴れる。Ａ氏の左頬にあたって２ｃｍ位の傷

○女性客に水をかける

　○草引きのおばさんに水をかける。びしょぬれ

○朝、大暴れ。事務所の硝子破損。表戸でＡ氏の右腕はさむ。骨にひび。全治１か月

　○草を小川に投げ捨てていたのを隣家の主婦に注意されると、その主婦を後ろから抱きかかえてしまう

　○大声をあげて園長の右腕をねじあげる。半脱臼のようになり通院

　○作業衣が濡れたので着替えるようにいうと、裸になり大声をあげて表の国道を走る。近所から苦情電話

（A氏というのは、園芸部門で正人君と二人きりになることが多かった高齢の嘱託職員である）

・中学時代の正人君の担任であり、Ｎ社への就職でも尽力した永島鉄雄さんは、こう語る。

「彼は言葉を持たないから行動で訴えようとしているものがある。そこらを感じとって対応すれば、そう難しい人ではない。それが１つ食い違うと、彼は必死になって自分を守ろうとするし、周りは周りでむきになってしまう。最初は仕事への不安もあるし、夏なんかものすごい高温になって蚊も多いところで、一人で働いてる状態が多かった。彼は彼で頑張らなあかんと思っても、ストレスもあるやろし。僕らだってそんな職場だったら投げ出したくなる」

・そういった状態が続くなかで、８６年の７月には、Ｎ社、Ｎ社労組、中学校関係者などが集まって対策会議が持たれている、そこでは「言葉で指示・指導するのではなく、数字を使う」「突然の仕事の指示はしない」などの工夫をして正人君の職場定着をはかっていこうという申し合わせがなされる。

・永島さん曰く「会社側には、べったり人を付ける必要はないけど、時々彼に声かけするとか、そういう配慮をしてほしいと随分言った。ところが経営的にもそれだけ人は出せないという返事。多角経営しているから、例えば皿洗いの仕事もあるし、ゴルフ場もあるし、次の道を考えるとか、そういう順序で考えていくことを提案したが、会社側はもうこれ以上は考えられないと」１４７「僕らとしては話し合いの方向でこの問題を乗り切りたかったが、会社はかなりかたくな姿勢で、職安は完全に逃げていた。これはおかしいんやないかと。今までの問題全部、本人に返してしまった感じ。これまで関係者がみんな協力してやってきたのに、最後は障害者と家庭そのものに返してしまういうのは、どうしても納得いかない」「会社に言いたいことはたくさんあるが、会社は先進的に雇用に取り組み、いろんなトラブルがあったときも、精神的な徒労に終始した感はあるが、精一杯やった面ある。むしろ１４８会社が困ったときに何ら手を貸してやらなかった職安を、僕たちは問題にしたい。あくまでその行政責任を追及するということを主眼にして、正人くんの地位保全ということで会社の責任も裁判のなかで問うていくということ」

・１９８８年３月、正人くんが原告、母親幸子さんが法定代理人となって、Ｎ社と国を被告とする「雇用契約関係存在確認・国家賠償請求事件」、全国初の「自閉症児解雇訴訟」が大津地方裁判所に提訴。「請求の趣旨」は次のとおり。①原告と被告Ｎ社に雇用契約関係が存在することを確認する、②被告国は、原告に対し、金１００万円を支払え　

・②の国の責任追及が今回の訴訟の重要なポイント。では、国は障害者の雇用に関して、どのような責任を負っているのか。当時の身体障害者雇用促進法は、その附則で、「精神薄弱者の雇用」についても、適職に関する調査研究や事業主その他の国民一般の理解の向上、その結果に基づいて必要な措置を講ずる責任を国と自治体に課している。そして職安は、その紹介で就職した精神薄弱者に対して、就職後も作業環境に適応させるために必要な指導を行うことができるし、雇用した事業主に対しても、配置や作業設備などの技術的事項について助言ができる、としている。さらに「職業相談員の設置について」という７６年の労働省通達により、「精神薄弱者を雇用する事業所を訪問し、精神薄弱者の職場適応の向上について相談等を行う」者の設置を決めている。

　では正人君の場合、草津職安は実際どのように対応したのか。

　正人君が就職して以後、職安はＮ社を４回訪問している。しかしそのうち３回は本社に出向いたもので、職員と話しをして「特に問題なし」の結論を得ると早々に退散している。正人くんの現場を訪ねたのは１回だけ。それすら指導や助言とは無縁の形式的なものだった。Ｎ社は正人くんの解雇に踏み切るまでに数回、職安に働きかけている。８６年の暮れには状況を説明して「事業主として雇用が難しい」と伝え、８７年の３月には人事部長が職安を訪れ、どう対応すべきか指導を求めている。その時の職安側の返事は、「うちは大勢の障害者を企業に送りだしているので、頑張ってくれ」だった。他にも、障害者雇用を春闘要求に掲げていたＮ社の労組みも、正人くんに指導員を付けるよう職安に要請したりしているが、対応らしい対応は、月３万円の職場適応助成金を採用時にさかのぼって支給するだけだった　

職業相談員は草津職安にも配置されていた。しかしその実態は、一般の主婦を非常勤の嘱託で雇い、勤務日数は月１５，６日。しかも障害者の職業相談という本来の仕事ではなく、一般の窓口業務に回していた。今回の訴訟を報じた毎日新聞は、記事の中で、職員数の減少やそれに伴う職員に慢性的な時間不足、の問題を取り上げている。もちろんそんな背景があるからといって、職務が全うできなかった責任が消えるわけではない。

だから裁判で実質的な議論が始まれば、国はかなり困難な立場に立たされることになる。Ｎ社への就職そのものに無理があったと国が主張すれば、ではなぜそういう職場を斡旋したのかが問題になるし、いや職場定着のための十分な手立てをしたんだと主張すれば、その手立ての中味が問われることになる。

・それとは違った意味でも、この訴訟は注目を集めている。訴訟は、障害者の雇用を巡る行政と企業のもたれ合いの関係もまた明るみに出さざるを得ない。提訴以後、職安はさまざまな会議の席で「こんな裁判をやられたら、これから企業も障害者の雇用を手控えるだろう」というような言い方をしているという。行政と企業はたいていの場合、互いのご機嫌取りに終始している。それは、雇用率未達成企業が支払う莫大な罰金をめぐる癒着ということができる。　職安だけでなく、福祉関係の団体からも、同じ発想から裁判に対する否定的な意見ある。この国では、権利ではなく恩恵、要求するものではなく押しいただくものとして、障害者の雇用があるということ。「自閉症児解雇訴訟」はいわば、そうした日本の福祉風土に対する強烈なカウンターパンチである。

○待田頼三：ノーマライゼーションの源流にもまれて―スウェーデン―（３７号、１９８８年）

リングドビスト大臣談（視覚障害、社会省（日本の厚生省にあたる））

・障害者政策の発展のステップについて、「最後の段階は政治化された段階。論議の対象は障害者ではなく社会、１４９訓練を受けるのは社会の方なんだ」なぜスウェーデンでは、そこまで近づくことができたのか。「それを支えるイデオロギーと政策があったからだ」「なぜそれを用意できたか？障害者自身が非常に協力な組織を持っているからだ。ＨＫという障害者の統一組織があって、彼らの代表は首相と直談判することだってある。それに個別の組織はみんな、政府から財政的な援助を受けてるんだ」

・視力障害者にとって大臣という職業は？という質問に対して「大きな組織のトップに立つ方が、人に使われるよりも楽だよ。隣に座ってるグニア（秘書）も助けてくれる。障害者はみんな大臣や社長になったらいいんだ」

· 読んでトクする共同作業所シリーズ１７

―ひまわり労働センターコミュニティショップ『サンフラワー』―（３９号、１９８９年）

〈代表松井さん〉

・５６年８月から１５０労働センターとして廃品回収、印刷、駐車場の管理を始めた。働く場のない障害者をたくさん雇いたいと思って。運動体と分けて。当初は１２名ぐらい。障害者１０人と健常者２人で。

・去年食品と雑貨の店『サンフラワー』を駐車場内に作った。現在、駐車場管理が主な収入。店の方もまだいろいろと借金があるから賃金はそんなに払えない。土地代とか色んなものがあるのでなかなか思うようには。障害者は年金もらってる。生保とって生活立てて、給料も健常者が食えるように駐車場の利益から賄っているが、運営は大変。

・駐車場管理の仕事は、済生会病院から委託されてやっている。ボラ協の人が知り合いで、最初、その人から口きいてもらってできるようになった。あけぼの会って障害者の団体あるが、運動団体じゃなく、まあ会社組織みたいなもの。そこが向こうの駐車場の管理を選んだ。そっちの方が、病院の入り口にあたるし、広さも４倍ぐらいあって儲かる。それでうちがこっちを任された。障害者の仕事としてはいいが、土地借用料を払わなくてはならないのが大変。駐車場の管理も。

・以前は病院の駐車場は今の半分で、裏側なくて表側だけでやっていた。で、病院側から大きくして裏もやらないかと言われ、ちょっと運営的に大変だから店と事務所ぐらいやらせてほしいと申し入れ、土地の大家さんに話しをつけてもらって借金して建てた（それが『サンフラワー』）。建物だけで４百万。内装が２百万。総額６百万かかった。みんな自分らで借金して、カンパ的なものは全然ない。県や市の援助は全然ない。世帯更生資金で２４０万円くらい借りて、あとは民間の銀行。担保はない。今までのひまわりの信用度で。ダメだったらみんなで返していこうって

・雇用促進協会から金もらってるから一応社会形態とってるが、一人一人が社長。代表っていっても代表の決定権はない。外との対応で困るから一応僕が代表してますが、給料でも仕事の分担でも皆で協議して決める

・借金してるからみんな必死。現在、障害者１０人、健常者３人、アルバイト５人ぐらいで駐車場と店をやりくりしてるが、月々１０万円の借金返済。今のところは何とか返せている。収入の９０％が駐車場の売り上げ。月平均２５０万円ぐらい。そのうち１００万円を土地借用料で払って、残りを経費とか賃金で今はトントンでもない。駐車場の出入りが激しく、入るときは入る、入らないときは入らない。固定していない。一日に２千台くらい入れば楽だが、多いときで３５０台、少ない時で２５０台ぐらい。料金も安い。街なかの駐車場だったら値上がりできるが、病院のだからなかなか。病院にきてなぜ駐車場料金とられんだってお客に怒られる。土地代払ってやってるんですよって言うと、納得しないけどしょうがないなぁって。色んな客がいるから障害者にとっては面白い。色んな反応あるから。

・今ここで働いている障害者は、安定してから入ってきてる人が多い。苦しい時代を経験してないから、１時間でも２時間でも働きゃ賃金もらえるって頭できている。時間さえ勤めりゃいいって。外の運動の話があっても、仕事だけでさっさと家に帰っちゃうのが多い。昔みたいに２時、３時まで討論することがない。借金を１０年ぐらいで返す予定。それまで大家が土地返せと言わなきゃいいが。自前の土地ではないので、それまで基盤を作っておかなくては。今働いてる障害者も、ここの仕事がなくなったらどこ働きに行こうかって、行くところがない。だからそういう自覚がもっと欲しい。養護学校、訓練施設を出てきてもそういう面じゃわかってない。

・こうやって店を出してる障害者には活力があると思う。自分たちが主体だから。健常者に言われてやるわけではないから。

・これからの展望は、借金を返したら、どれくらい儲けがでて、障害者がどれくらい入ることができるかということ。重度になれば重度になるほど働きたいっていうのが困る。何やらせたらいいかっていうのが。お金は要らないっておいてくれって言われても、そうはいかない。色んな面でお金払わなきゃならんし。代表としたらもっと給料上げてやりたい。

・去年、取材をいっぱいうけて、名を売ってるから、職安に障害者が行っても「ひまわり」に行ってごらんって紹介される。来てもらっても働く場はないし、どうしようかって。そこらを行政側がわかってくれて金を出してくれれば障害者を働かせることができるが。金がないのが苦しい。夢は大きい。先ず第２フラワー作ろうと思う。今金があれば、知恵遅れの人とか１０人ぐらい働けるような店をね。今はここの仲間をどうにか維持するために人は増やせない状況だが、お金さえあれば、いつでも大きいことはやろうと思っている。近々自立生活センターの方に、枠外で行政から助成がでる。在宅障害者集めていろいろやんないと。今はしんどいが、仕事に流されずに、運動と両方やらないと

〈サンフラワー野崎恵子さん〉

・店は朝１０時から夜１１時まで。駐車場が朝７時から夜８時まで営業。交代制で担当を決めてやっているが、前は報告会をやっていたが、今はそれができない状況。それだけ仕事面の拘束時間が伸びて。５時閉店だと、スーパーみたいな安売りしてるとこと同じ。客はこない。夜遅くまで開けているのも売り物。周りの店が閉まっているときに稼ぐ。朝早くから夜遅くまではつらいが、借金抱えている以上何とかしなきゃ。先ずは借金返して、それから時間ずらすとか考えていこうと思っている。

・店始めるときに、周りの店の妨害をしない程度にと始めた。これといった商品はない。３年ぐらいやってみて方向性決めてこうと最初に言ってた。だからといって売れる方法考えずに儲からないじゃ何にもならない。だから今まで弁当は外から仕入れていたものを自分たちで作って売り上げ伸ばしてきた。もっと工夫があると思うが、駐車場やらなくては。１３人のメンバーでやりくりで、ほんとに体動ける人は５、６人。それで駐車場もこっちも。ほんとにきつい仕事を毎日やってるから、一人一人が経営者だと思って、そうでないと誰のためにとね、と思う。

〈働く障害者〉

・仕事は面白いけど大変。駐車場の夜番は８時まで。店番は１１時まで。僕は夜型人間だから苦にならないが、夜遊べないのは辛い。

・１５１色んな客がくる。僕ら当たり前にやってる。客から見れば障害者頑張ってる、と。そういう言い方されると頭にくる。当たり前にやってるだけや。

· 読んでトクする共同作業所シリーズ１８

―人間性回復を目指す福祉グループ・ファイブ　アンド　ファイブ―（４０号、１９８９年）

・法人化は３年先の予定になっている。オレの考えているのは、施設というのは今まで単独だったが、それはまずいと思う。施設が中心にあって、その周りに作業所とか農園とかの作業、事業部門があって、その外側に福祉工場的な、オレのとこやったら、漬物工場、味噌工場。ここは生糸が産地なんで蚕飼って、生糸とって製品にして売るところまでのシステムを将来作ろうと思ってる。そうすると、１５２先ず施設があって、その外側に働く小集団の場があって、それができるようになれば福祉工場に勤められると。それから社会という形を作りたい。その福祉工場と施設の間に通勤寮とか年金だけで暮らせる寮とかをたくさん造っていこうと。そういうゾーンづくりを今度していこうと。そのための中核として法人化したい

・１５３障害者でも誰もが来て、話しができて人間確認できたらいいやないかいうことだった。初めは。気楽に考えていた。それが段々気楽じゃなくなってきて、対応迫られて、助けてくれいうような言葉で。しょうがない、ほなら一緒に暮らそかと。

・最初は法人化するつもりはなかった。大体、法人化された施設いうのは人間の住めるとこ違う。法人化なんてもってのほかやいうてた。そやけど、よう考えたら、俺等がいくら言ったかて、引かれ者の小うたで、何や１つもやれへんで偉そうなこと言うないうたら終わり。それやったら１つ証拠を持つべきやと。全然違う、持っているのと持っていないのとでは。金の面の優遇措置なんて全然違う。頭にくる。オレの場合、フルに活用できる色んな土台があるから、それを集められるだけ集めてフルに使おうと。そのために法人化が必要

・１５４努力してやってくこと。そうすれば、あれだけやってるんやから認めたれよ、助けたれよ、と声が起こってくる。これは障害者の権利ですとか絶対言わない。今度の法人化については、池田町が１千万、北安曇郡一円の市町村で２千万出すとは言うてる。

・今の牧場の広さやったら、（猪）４０頭ぐらいしか放せないし、来年５０頭体制とるからもう１個牧場増やさないとあかん。猪を事業としてちゃんとやり始めたのが今年の４月から。今、種オス４頭と種メス１０頭入れて４０頭いる。猪は年に２回産む。春子と秋子。一番多くて８頭。初産で３頭ぐらい。春子は育てやすいが秋子は難しい。この１、２年で猪事業を独立させ、年間１００頭出荷体制をつくることが目標。そうなれば年間２０００万円事業となり、かなり足腰が強くなる。猪の肉がキロ６千円。うちで潰してタレもつけると１万円。だから職人販売許可も来年取ろうと思ってる。獣類やから家畜にならない。だから設備さえ持ってれば、自分とこでおろせる。それでも一千万円かかるけど、保健所の言うとおりに作ったら。流す濃度の問題。残飯処理の問題と、いろいろ金がかかる。こんな山で防音装置しろと言う、猪殺してぎゃーいうたら大変いうが、ここら辺一日に車何台通るか見てから言えいうてん。売り先は関西。いい猪作れば売り先はいくらでもある。運動させないのはまずい。オレとこのは山の斜面で十分運動させてる。自信持っておすすめできる。

・今長野県に作業所５人で補助出せ言うてる。それも広域性にせえと。１５５憲法に職業選択の自由が認められているが、知恵遅れの子にそれがあるか。無いやないかと。共同作業所やからと連れてこられて、多動性の子でも嫌でも座らされて箱張りさせれて。そんなん幾つも作ってもしょうがないと思う。俺とこの特徴はこう、私とこはこう。１００作業所作るんだったらそれぞれに違う形をつくらなあかん。その中でうちの子はこんなんやけど合わへんねん。置いてくれるかと。プラス、家が必要や。通ってくるホームが。ケア付きのやつが。作業所とケア付きをドッキングさせた上で、それぞれあっちこっち行って

１５６自分にあった仕事を選べる、そういう共同作業所にしないと意味がない。うちが全部当てはまるわけではない。だから、町の中にお好み焼き屋やたこ焼き屋を作ろうと思ってる。･･･金がない。

・将来的には、今までのものを土台にして、エキス全部集めて１５７共同開拓村を作りたい。皆がほんとに人間らしく生きられるような村ができればいい。小規模でもいいから、自分たちの手で。ここに来たら心がある、人間らしく生きてるやないかと、そいうものを作りたい。

○読んでトクする共同作業所シリーズ―みんなの労働文化センター・雑居工房―（４１号、１９９０年）

〈紹介〉兵庫県尼崎市にある共同作業所「みんなの労働センター」の印刷部「雑居工房」が不審火で全焼。軌道にのりかけていた矢先の非常事態。被害総額１千万円。

（写植屋・美紀さん）

・たまたま私が写植屋をしていて、ずっとセンターに関わりを持ったなかで、印刷機タダでもらった。印刷の仕事回すうちに色んな仕事出てくるし、センターに来ている精薄の子も、具体的な仕事をまわし切れてなかった。仕事を作っていく場として活用できるんじゃないか、ということでセンターからも一部出資して、借金持ち寄って借りた。

・雑居工房の名の通り、印刷の仕事、竹内君のアトリエ、色んな手作り品を作る時の作業場、イベントの道具作ったり、私の仕事場あり、宿泊もできたし、色々利用できるスペースだった。メインは無論障害者の職域開発で、シルク印刷もやっていた。丁度この夏くらいから、月水金のペースで障害者と一緒に仕事ができるようになって、全員参加できるときはわーっとやって、ようやく軌道に乗りかかっていた時。来年度２月に市の仕事とるために指定業者に入っていくつもりだった。

・戸之内という街に、日常的に障害者がどんどん通ってくるし、ああよう頑張ってはるねぇと、福祉作業所やねんなみたいな見られ方はしてて、火事が出て、結構みんなそういう目で見ていたことがわかった。近所で初めて年賀状の仕事とったのは注文取りに行ったんじゃなくて、欣ちゃんが電動で通って来てたら、「ちょっとちょっと、雑居工房の人でしょ。お願いしますわ」で年賀状注文してくれた。

・２年間の間に、隣のおばちゃんがワープロ教えてくれってきて、欣ちゃんがワープロの先生をしていた。そのおばちゃんを通じて口コミで、結構ここの人頑張ってるよって。欣ちゃんごっつう評判が良かった。そんなんで割と知っていた。私らが思ってるより、去年の年賀状を印刷するときにビラ入れたら、結構沢山注文入ってた。コピーサービスも出してたから、地域の人２階まできてくれて、地域との関係その辺でできたみたい

〈機械まわし屋・けいすけ君〉

・地に足つけてのペースでやっていた。 そういうい意味では、相手のペース認めるというのは障害者というのは、ほんまどんな心の広い雇用主より心が広い。何ができるとかできないとかより、こういう人って前段がある。それを乗り越えて頑張って仕事するとか、そういう一緒にやっていくペースが凄く心地良かった。焼けてから思ったが、あまりにしっかり踏んでるつもりやったから、はっと気付いて下見たら、自分の足の形の地面踏んでたいうか。そういう形の地面今ないからね。そういうの頑張って作らなあかんと。別に印刷じゃなくてもいい。再建する雑居工房に障害者との仕事の関係としての形あれば、生産性を追求しなけらばやっていけるし、面白いメディア。僕としては、スタジオなんかもやったら面白いと思う。常連のパンクスのバンドとか、欣ちゃんの介護に入ったら楽しい。新しい方向で展開できたら。

〈工房の番犬？欣ちゃん〉

・雑居工房では事務をやってるが、仕入れとか興味のある仕事をやりたい気持ちあるも、介護の関係でぶつ切れになって何をやってるかわからんような動きになるから、結局落ち着いてやれる仕事ってことで、やりだしたら何とかできた。スタジオの話しなんか実現したい。ものすご厳しいけど挑戦したい。１５８障害者ができるかってとこ、そこをブチ破ってやらなあかん
・焼け跡片づけながら方向として落ち着いてきた夢、障害者のなかで外に出てやってみたい人は何人もいる。職安に行っても仕事にありつけない中途半端な状態の人たちが。何とかこちらから、地域とセンターが一緒に見守るなかで仕事ができるような暫定的な区域みたいなものを拓いていかんと、と。この中で出口無しのまま埋もれてしまうのたまらん

・火事で、地域が反応した。障害者雇用ってなんじゃろか、障害者の就労保障ってなんじゃろかって。センターよう頑張ってるな言う割にはセンターの実情、行政的な施策が何もないことを知らなかった。こらやっぱりほっとくわけにはいかん、というのが出てきている。それとセンターの方でも、この中で一生終わりたくないぞという本音と合体したような街作りできないかと夢をとき流してる

・雇用促進にしても、完全雇用じゃないと助成とれない。パートダメ。障害者の個性に合わせた就労の仕方、週に５時間だけ、１０時間だけ仕事するとか、そういうの認められない。だけども本当に必要なのは、そういう仕事場。それ受け止めてくれる地域の職場、仕事持ってる人たちと合体した、それが作業所、という雰囲気作っていきたい

〈鈴木代表〉

・障害者自身が発想の転換をして、作業所やからいうて仕事せなあかんもんでもないし、１５９もっと自分の好きなことを仕事にするバイタリティが必要。行政相手に机たたくのが仕事の代表としては、いつまでも叩いてられへんから

○読んでトクする共同作業所シリーズ２０―ポテトファーム共働作業所―（４２号、１９９０年）

・他の作業所がうちの商品仕入れさせてくれって言うても絶対出さん。僕とこ１つ１つ商品になるのにドラマがある。どういう風に生産者に関わったとか、これはこうして欲しい思ったのに歯がゆい思いした、とか。単に仕入れて何割か儲かるからってことでうちのもん売れないんじゃないか

・福祉物産展とかで色んな施設のものが並ぶとうちの商品のグレード落ちる。だからそういうネットワークではなるへく売らないようにしたい。僕とこの商品が他の作業所で手に入ることは僕とこの希少価値を落としてしまう。ネットワークの思いと離反するが、そこらへんの厳しさなしに安易に共通の物品扱うのは余り好きくない。

・ネットワークと言えば、１６０障害者運動とは違う分野にいる人達とのネットワークを大事にしたい。例えばものつくり、芸術家、年１回収穫祭というのやるが、障害者に触れたこと初めてっていう人集まってくる。そういう人が受けてる感激とか差別的な思いとか、そんなことを聞く方が面白い。そういう形でネット組んで話し合ったりする方が地域でやっていくうえで実りがあるんじゃないか

・ここは作業所だと思われている。だからある１６１時期がきたら作業所の看板降ろしたいと思ってる。ユニークな集団ポテトファームでいいじゃないかと。ネックは行政から金を引き出すこと。ある程度行政と迎合する必要性ある。それは後延ばしにして、力量ある時にやる。力無いときに助けてって言うたら向こうのいいなり。仕事１つこの地域の人に紹介してもらうと大変。メンバーに合わんからやめる言うたら、くそ生意気、あそこは障害者食いもんにしてる、折角いい仕事紹介してやってるのに、と。だから１６２今全部自主開発。

・オーダーでセーターを作ってる。自分たちが作りたいセーターを作ろうと。バザーで吊してたら、これいいねって皆が引っ張って伸びてしまった。売れない。福祉と関係のない場所ではどさくさ売れた。全国の工芸してる人が集まる露天市みたいのがある。そこで並べると３万円のセーターでも売れた。すーっと来て簡単に買う。びっくりした。出すとこ間違っている。

１６３福祉のところに出したらあかん。どんどんレベル落とされてしまう。グレード上げていくというか、そのためには

１６４今までと違う人との繋がりやと思う。現実的にそれが売れなくてもやっててそれが面白い。一枚売れた喜びが違うんじゃないかな。

・行き着くところは１６５人脈。それを広げるためには僕らが光ってなあかん。障害者ということで今までの分野で甘えてやってると良いことやってはるな、それだけで一杯やるときにちょっとこいやって誘われる対象にはなっていない。

・障害者側が持ってる文化がどんだけ押さえつけられて魅力を奪われていたかを問い直して、今から奪いとっていかなあかん違うか。地域性に迎合する必要ない。皆に後ろ指さされてもいい。僕らが持っている生き生きとした生き方とか文化に光るものがあったら、必ずええなという人が出てくると思う。僕らが光っていれば、どっかに又光ってる人がいて、その人が仕事のルートも作ってくれるんやないかと

・店持ったらどうやって言われるが、店舗って儲け吸われる。障害を持った人間がやり易いで店舗持つけど、企画力とか対面販売上の色んな問題とか立地条件とかあるし、クーラーないと人が来ないだろうし、商品痛むし。手作業できない人を店番だったらできるって安易に自分たちの看板のとこへ送り込むというのは、結局リスク負って儲けを吸い取っていく。金がないからって貧弱な店構えにしたら障害者がやってるんやからって満足してくれはる人もいるかもしれないが、そこに物を並べていけば日焼けするし物も悪くなる。店番やったら誰でもできるってとこに甘さがあるんやないか。仕入れたものは１０個売っても儲けは１個か２個。素人はあ８個売ると満足だが、残り２個を売らないと儲けにならない。その２個が商品の傷みとかになるでしょ。無店舗販売の強み、儲からんかもしらんが損はせん、いうそんなんを見通せる人間が店舗やらない限り、障害者の店出しても失敗するんじゃないか

・リスク負ってもやりたいことある。それはど真剣にやったらいいと思う。儲けにならんでもやりたいことはど真剣にやるいう、人間的な生き方をしてう人が近くにどんどん増えてきた。そういう生き方と僕とこの生き方がネットワーク組めるかどうかがぼてとファームのこれからを左右すると思う。

○読んでトクする共同作業所シリーズ―湯来いきいき共同作業所―（４３号、１９９０年）

・私、十年社協職員やっていた。親の人とか一緒にずっとやってて、作業所やろういうた時に、場所も決まって職員どうするって話しに。最初だったから自分たちの思いが伝わるような職員であって欲しいところある。田舎だからなかなかいない。じゃあ私なろうかと。

・社協時代のコネはフル活用。お金の面のコネはようつけんかったが、人的な、ちょっと手伝うてよとか、廃品回収とか、こんにゃくを売り捌く、機材を安く譲ってもらったり。だから行政が経営してるんですか？と聞かれるが、独立してやってますって。１６６独立しときたい、色々助けてもらったり利用させてもらったりするが、あっちから口はだしてもらわなくっていいですよって。

・広島県就労支援事業がある。身体障害者と知的障害者、手帳持ってる人は月３万１千円がでる。精神障害者には出ない。町へその半分、出してくれって要求を議会に出してるが、町が取り上げない。議会ななんなのかねって思う

・車いすの女の子が一人通ってくる。今のここの送迎ではめいっぱい。家庭奉仕員制度ある。それを利用できんかで申請したら、却下された。１６７作業所のことで家庭奉仕員はできんって。じゃけえ申請を出せない。当たり前の要求をしとるんじゃけぇ、今ある制度利用できんのなら新しい制度作れってね

・秋から冬にかけてこんにゃくづくり。１個百円で売るが原価はそんなにかからない。１日５０個ぐらい作る。昼から。こんにゃくいもはうちの畑でも作ってるが、おいしいから、注文にとても追いつけない。地元の人にもいもを売ってもらってる。量産しようと思えばできるが、あまり忙しくあれをやっても･･･

・夏は味噌を作っている。規制が厳しくて、口こみで売っている。今年の夏はそばを売ろうって皆で話している。食品関係色々と難しい面があるが、売るのは売りやすい。無くなるものだから、次お願いできる。山菜取りでもやろうかな。季節ごとにそういう風に商品ができるようにしたい。

・お店は出す話しはあったが、お土産屋さんになる。売るとしたらいいものを売りたい。そうしたらその辺で相容れないものが出てくる。条件と中味が整えばの話しになる。

・アルミ缶分別は、酒屋さん、農協、色んなところにお願いしているが、分別がしてもらえず、石とかゴミとか食べかす、うんこ、有難いがこっちがまわらんようになってる。廃品回収は、３年前に比べると、値がどんどん下がった。だから厳しい。行政はノータッチ。近くの大野町は福祉面で力入れてるが、廃品回収やってる業者とか団体に１キロにつき５円補助してくれる。正しい行政の姿。そこらへんも要求しないと

・個性的な大人が集まるからもめ事はしょっちゅう。個人と個人の、１６８あなたとわたしの付き合いになる。私も自由になりたいから、あなたも自由であって欲しいみたいな感じ。そういう自由な関係、雰囲気を町へ持っていって伝えていけたらいいなと思う。

○読んでトクする共同作業所シリーズ―あかね色のお空への滑走―（４５号、１９９１年）

・１６９就学運動しながら、教育以後に何がこの子らにあるんかなっていうことはずっと苦しんできた。手当たり次第やった。先ず考えついたことはバザー。それから廃品回収。農作業を子供たちにさせられんのちゃうかってことで、隣町の農地委員会まで行って農地法教えてもらって、結局田んぼ買えないことがわかってがくっときた。畑借りて、おいもやタマネギを作った。１７０将来子どもたちの仕事としてできるんじゃないかなって。私らはいつも前前を歩いてきて、何かできるんじゃないか、何かせんとあかんという意識で。先に先にってやりながらその間はずっと悩んでた。何もないってことを。他力本願じゃなくて自分達ができることやってみようかって。子どもたちが学校に行ってる間に何か力をつけていこうと思って　　　１７１

・何をするにも金が要る。でも絶対１７２行政のひも付きにはならんと自由に自分たちの言いたいことを言いましょうと、その姿勢は最初から貫いた。だからここまで自由に来れた。

・私の家で仕出しを３年。「あかねはうす」が３年。自分たちでできることで子ども達の仕事を見つけていこうと、やり始めた。それまでは廃品回収とか自分達の日常的な暮らしと違うところで最初求めた時１つ１つダメが出てきて。自分達でできることを始めようって。何ができるかなっていった時に、宝塚に普通の家で食事提供してるとこがあるからやらないかって。料理ならできるねってことで始めた。それでも家でやるっていう限界と、仕出しだけっていう限界があって、今度は家探し。持ってるお金でいうたらここしかないかなって最後に見つかったのがここ

・今ここにきて、食べる仕事を営業として成り立たすのが難しいとか、重度の障害者を受け入れるには無理なことがわかってきた。でもこれのおかげで拠点を作りかけている

・結局私たちは障害者の親といえども健常者。健常者６人でやっている。障害者はわずかにたった一人。結局障害者中心になり得ていない。先取りでやるから。普通は子どもが世の中に出ていって、それを抱え込んでから何かせなあかんねって。私ら先取りで動いてるもんだから、子どもがいないところで進めていったし。

・教育の時は外へ外へ向いてつながっていった。会がだんだんしぼんでいった。そして物凄く苦しんだ。何次始めなあかんといった時に、私たちやっぱり中にこもってしまった。闘争とか運動とか離れて、人とのつながり、世の中が動いていくっていうことを知りながら中心に戻ってきて、中をどう固めていくかという姿勢が大事なことやなっていうのを感じた。自分達だけの力では限界あるし、外からの色んな力を借りながらやっていこうっていうのが見えたのが、この共同作業所につながっている。

・７月に実行委員会を作ってからはすごく気が楽になった。それまでは私らがせんなん！と思ってたが、色んな人が集まって来てくれて、ああしたらええ、こうしたらええという意見が出てきて、自分らだけでせんでもいいんやな、せん方がええんやなって気が楽になった。今までは他の人の力の借り方がわからなかった。

・今は動いてる。私達の知らないところで、色んな人たちがカンパ持ってきてくださったり、カレンダー買いにきて下さったり、レジでお釣りいりません、という人もいた。「あかねはうす」が終わりになって作業所になるんじゃないかという巷の噂とか。自分たちが産みだしたものが色んな動きを呼んで、議員が勝手に議会でしゃべったりマスコミが動いたり。

・みんなの輪のなかにいるためにはどうしても箱がいる。その箱を、みんなが気楽に自由に出入りできる障害者会館を将来建てたい。行政に金出さす。中の運営は障害者と我々雑多で。その中にあかね作業所があり、色んな人が出入りできる、色んな情報を発信できる、そんなのが１つ欲しい。そのために運動しないとあかん。

その拠点としての作業所の運営に頑張らんとね。私の子どもが１８。だから私も１８やねん。これから勉強していくんや。そう思うたら元気がでるやんか。

· 読んでトクする共同作業所シリーズ

―オフィス・イマージュ＆共同作業所ワープロフロアー―（４６号、１９９１年）

・オフィス・イマージュは、ワーカーズコレクティブ、１７３労働者生産共同組合であり、共同出資で、会社組織でなくお互いの仕事は自分達で自主管理して、共同の経営で共同の分配という経営形態で始めた。ここの場合、例えば野田君の場合障害者年金とかもらってるんで、それにプラス、自分の活動費がほしい、生活費なり活動費がほしいと自己申告して、それを決めて分配してた

・それがその内、野田君がワープロの講習受けてここに参加したということで、障害者がワープロ覚えても行き場所がないということで、どんどん人が訪ねてきた。どんどん障害者が増えてきて、このまんまでいくと事業としてやってきたイマージュの方で、全員に仕事を配分して少しでもお金支払うってことが難しくなってきた。取りあえず場所の維持とか自分たちの仕事の運営の問題についても授産所を作るっていう方向で考えてみたらどうかっていうんで、野田君とかと相談して、そしたら助成金もらって授産所として１７４自分たちの障害者の働く場を作っていきたいということで、一昨年の秋から準備をして去年の４月に認可申請をして１７５共同作業所「ワープロフロアー」として出発した

・経営はオフィス・イマージュとリサイクルと授産所の３つ別々に分けてしている。１つの建物を共同で維持しようとやってるが、仕事が入り組んできてるし、経営的にはイマージュが柱であり、共同経営化の話をしている。ワープロフロアーだけでやっていくのは体の障害が大きい。例えば冬、北海道は除雪の問題がある。仕事で営業取りに行くんでも車で運転はきつい。地下鉄で行くと非常に時間がかかってしまう。営業面のロスが出る。そんなこと色々噛み合わせて、できれば全体で１つの事業にできないかと話し合いをしている。授産所は授産所としてあくまで残しながら、中味としては１７６共同の経営形態にと。であれば、別にワープロを打てなくてもミシン掛けできる人がいれば下で手づくりの小物が売れる。今のところは取りあえず、イマージュからフロアーに今日はワープロ何枚打ってくれと依頼して、月末に締めて支払っている。

・悩みは、どうしても経営性のことを考えるとスピードが追いつけないから、売り上げに結びつかないこと。ワープロっていうのが今の状態でいうと彼らの収入源にならない。だから、取りあえずワープロって看板しょいながらコンピュータ操作できるようになるかどうかとか。でもこの年で彼らの頭かなりカタイ。基礎はワープロにして、もっと経済収入をあげる道っていうのをこれからは考えなきゃ。このままいっても１万円とか２万円がやっと。助成金は５人で１５０万円。政令都市のなかで一番低い。知事が道の助成金を上げるって公約してるから、そしたら札幌市も上がるだろうと思ってるが、彼らもここから離れて独立したいという考えもあったが、安い家賃の所借りても、冬場の除雪や灯油代とかコスト面から言うと、今の助成金では何もできない。

・オフィス・イマージュの主なお得意さんは、組合関係、市民運動関係が多い。そういうところの仕事をフロアーに回すってことで。後は、障害者がワープロの仕事始めたってことで新聞に載って地域の人含めて関心持ってくれて、地域の会社とかからワープロやってるって聞いたんでって注文が入ってきたりして、そういう人が最近増えている。そんなんで仲間以外の仕事が定期的に入ってきて、それで軌道に乗ると少しはいいなと思うが、このままワープロうち続けても限度がある。収入頭打ちになるから発想の転換が必要

・印刷という仕事を彼らと続けていくには、もっと企画とかアイデアを売る商売をやって営業で食ってくという。そういう風になると、ワープロやりながらその辺の企画については障害あってもできる仕事だから。それで、行政と民間企業の間をうまく縫っていけるような第３セクターみたいなところで仕事づくりができないかと考えている。そこは自分たちが売るわけではないが福祉がそこの狭間にあるんで、福祉に関連した情報誌とかイベントなり障害者にとっての方向をつけていくような、そういうのを自分たちで企画して自分たちで実践すれば、企画費から全部入ってくるし、経済性からしても未来を考えてもいいなと。少し全体の事業を大きくしながらも障害者も一緒になって食っていけるようなものを考えている　　　　　１７７

・夢は色々あるが、日々の生活で疲弊する。仕事が増えてくるとどうしても労働時間長くなる。だから最近彼らのなかに常に疲労感が溜まっている。彼らの体を酷使してやるほどの仕事じゃない。障害者って人がいい。僕が言うのも変だけど、もっと図々しく生きればいいと思う。北海道人全体に言える。

・１７８障害者の仕事に向いているのは、やっぱりアイデア勝負でやる仕事、例えば、電話一本で右から左に物を動かすような仕事。北海道にはそういう材料が一杯転がっている。それこそ発想の転換をして、ワープロの看板しょいながら、一回シャケ担いで全国キャラバンでも出てみますか

○小規模作業所ちいろば園（隣り・愛の園幼稚園）（４７号、１９９２年）

・この地に「西大和教会」ができたのが３５年前。１９６４年に教会学校の全日制幼児科として、「愛の園幼稚園」が発足。当時から障害を持つ子供達を受け入れていた。これが「ちいろば園」設立へと結び付いていった。〈幼稚園、そして学校を卒業した後も、この子たちが通える場がほしい〉という親たちの願いが、幼稚園職員、教会員、地域の人々の心を動かし、１９８６年５月、園生３名、職員１名で「ちいろば園」はスタートした。現在、園生９名、職員（パート含めて）５名。さまざまなボランティアがわが家のように出入りする。

・おもな作業は、クッキーづくり。それにへちま水、ごきぶりだんごなど、季節の自主製品。これらの製造販売。その他、農作業、廃品回収など、何でもやっちゃう主義。レクリエーションは得意中の得意。春の遠足、夏の一泊旅行、秋の登山、冬もまた登山、教会とともにバザー、クリスマスなどの行事。調理実習、茶道・書道教室、音楽・体操などみんなで楽しんでしまう

・成り立ちからもわかるように１７９「ちいろば園」と「愛の園幼稚園」は深いつながりを持っている。この園を卒業した障害児たちが「ちいろば園」に戻ってくるのはあまりに悲しい。今のところ、まだそのケースはいないが数年後には予想される。社会が問わなければならない問題
・メンバーたちの仕事は、手作りクッキーの製造と販売がメイン。じつに個性的でユニークな顔ぶれ。クッキーも大小さまざま。形もいろいろ。まさに手作りの妙。１８０「ちがうことこと、ばんばんざい」なり

・この小１時間に約７５０個程度のクッキーが焼き上がった。初めからこうは作業は進まなかった。ミキサーの操作にしてもいろいろな試行錯誤があった。そして現在がある。例えば、オーブンは５段ある。１度に５枚を焼き上げるが、簡単にはいかない。そのままだと焼きムラが生じてしまうのだ。前方後方を入れ替えたり、上下を入れ替えたりしなければならない。富田さんたちは、１から５まで番号を入れたり、ＡからＥまで記号を付けたりしたが、北川くんは了解しなかった。そこで思いついたのが北川くんの「こだわり」。つまり個性。彼は新聞に強い興味を持っている。そこで「朝日・毎日・読売・産経・日経」と５段に名前を付けてみた。で説明するとバッチリ。タイマーの調整ダイヤル「朝刊・夕刊」となっていて「朝刊側に回す」で、北川くんはすんなり了解。その他、アルミサッシに関心が深く、そのメーカー名なら漢字であろうと、アルファベットであろうと書ける障害児もいる。こうして、１８１みんなが共有できる部分を発見できたと時のうれしさ
○読んでトクする共同作業所シリーズ―わらの家＆「ハートショップ桂川」―（４７号、１９９２年）

・ここは選挙事務所に使っていたのをとっぱらうってことで、良かったら使わんですかと。前々から色んな施設の品物売る所を常設でつくりたいという話しをしていた。月に１回青空市場やってて、それだけじゃ何となくその日だけやってますよと。大体顔ぶれ決まってくる。もうちょっと常設のって時に話しが飛び込んできたんで、じゃあ借りますと。

・町の中に社会福祉法人何とか会を作って、それに１８２無認可作業所をくっつけようかとか、ハートショップをくっつけようかとか、色んな状態のものを一杯作ってやろうという感じ。わらの家はちゃんと名前残しながら無認可としてやって、法人はセンターとして人的なもの技術的なものをフォローできるような格好でやれるものを考えている。あくまでセンター的なものとしてやろうと考えてるから人件費をどう捻出するかが問題。情報センターか、職業訓練的なセンターも考えられる。また身体障害の場合、設備的なものがでかい。障害何でもＯＫというのをもう１つ作りたい。設備を考えると丸抱えはできない。法人はやっぱり重度の人をと考えると採算面が。金銭的に入ってくるのが難しいところはやはり法人でないと無理かなと。あとあと続かない。

・初めはうさんくさい目で見られた。何で金にならんことをあんたするとねって。まだまだ意識が低く、福祉福祉って議員さんがわぁわぁ言ってるが選挙用の看板。在宅障害者の行き場が全くないわ、家にちょこちょこ行って、じっとしとかんで出て来んねって引っ張り出しするが、留守番にはなるきぃぐらいでほとんど出てこない人が多い。補助金も取りたいが、町にその話しを持っていくと、２名が町民じゃないとダメと。井の中の蛙式のオラが村根性がまだある。だから町民じゃない人間が来てるじゃないかというところがでてくる。だから補助金はいりませ～んと。町も腕組んで見てるだけ

・賃金は小遣い程度。でも１万２、３千円の線を苦しいでも割らない。法人の通所があって、そこは１万円くらい。負けんぞ～！というのがある。仕事の内容みたらうちが絶対勝ってる。

・アピールができる限りしている。自分で動いてる所は先ず押さえていく。報道関係にも極力仲良くして頂いて「載せてくれぇッ！のせてくれぇッ！」と。今ではどこに行っても名前は知ってもらってます。

・ちっちゃい町が沢山あるから、そんなちっちゃい感覚で言ってもこれは終わらんぞって。もうちょっと大きく見てくださいって。

・作業所連絡会には入ってない。１８３作業所でとまりたくないし。そこでヨシヨシやってても今一つ踏み出せないちゅうところがある。事業所の看板もうちは背負ってる。労災認定ナントカいう。だから職適とか職親とかフル活用。２枚も３枚も看板しょってるから地域の人から見たら変に映るでしょう

・空カンの分別回収しましょうと先ず持って行って、あと住民団体からわっと出て分別回収が始まる。その空カンはうちが全部集めて回りますよとう格好で町と話し合う。１８４町としてはわらの家に補助金おろしますよということじゃなくて、うちは仕事をやりますよ、その対価としていくらか払いますよという格好のつながりを町と作ろうかと思ってる。センター方式に変えていこうって役場と話進めてる。それが次年度ＯＫがでそう。設備も町が補助出して、その場所の確保もきっちりやってくれって。作業所に引っかけるんじゃなくて、仕事に引っかけて生きようとね。できたら事業団形式にしようかと思ってる。ゴミの資源化の部分で高齢者事業団がやってるところがある。ごみは社会問題になってるし、障害者も社会問題、高齢者も社会問題。何か１つそういう事業団を作れば何とかなるんじゃないか

・福祉のまちづくり、福岡県の地域福祉振興基金があるが、そっちの方の指定も来年度受けるそうだから、来年度はもうちょっと大きく動けると思う

○職場にノーマライゼーションの波を―雇用問題に関する障害者の声―（４９号、１９９３年）

・１９９２年８月２０日、２１日の２日間に障害者労働問題に取り組むグループとともに大阪と名古屋で「障害者の労働相談・もしもし１１０番」を企画。時間は午前１０時から午後２時まで。電話２回線とＦＡＸ１回線を準備。電話のベルは２日間鳴り続け、４１件かかってきた。

・電話をしてきたのが障害者本人か近親者かを整理すると、前者が１７件、後者が２４件。この程度の企画でとても一般化はできないが、障害者自身の積極的行動がまだまだ不足しているように思える。近親者のなかでは、母親からの電話が多く、父親からの電話はなし

・たった１日の企画を知っただけで、一言相談したいとか、一言悩みを聞いてほしいという障害者や家族が４１件もあったということは、深刻に受け止めないといけない

・障害者本人の年齢は２０歳代が最も多い。次いで４０歳代。２０歳代は、大学新卒後就職に難渋、４０歳代は、「勤続が難しい」「転職先が見つかりにくい」といった悩み。また勤続しても一般健常者のように正社員になれず、昇給も少なく賃金や職種面での差別に直面

・障害種別で見ると、知的障害の人が最も多く（その中でも重度が半数）、次いで身体障害が多かった。

・相談のあった障害者が現在無職であるのは１５件、他は現在も就労中

・相談内容；①求職活動に関するクレーム、②賃金その他の労働条件に関するクレーム、③職場の人間関係に関するクレーム、の３種類。①では「仕事を探してるが見つからない」、「職業安定所に対する不満」（片手が不自由な人が職安に相談にいったところ、「何をするにも手がいる。手を使わない仕事の求人はない」と断られたという。また、月に数回通院しなければならに内部障害の人は「毎日仕事に行けないような人の求人はない」と言われる。

・１８５障害者のための唯一の公的な職業紹介窓口である以上、もう少しきめ細やかに求人発掘をすべき。このままでは、残された能力を何とか生かして働きたいという障害者のニーズに到底応えられない。

・障害者が職安に行って求職登録してもらおうとしても、まず職業能力判定を受けさせられるケースが多い。この能力判定は、「ばらばらになったボールペンを１０分間に何本組み立てられるか」といった作業の成績から判定される。そのような能力判定の成績が悪くても、実際に働く職場で、障害者が残された能力を発揮できるように工夫すれば十分仕事をこなせる。そのような実例はよく報告されている。このような実際の職場とはかけ離れた能力判定で障害者の職業能力をふるいわけするのは全く合理性がなく、ただ職安の事務処理の便宜に役立っているにすぎない

・障害者の場合、障害のために体調不順が避けられず、毎日通勤するのが難しいことがある。週に何回か通院しなければならない障害もある。身体に麻痺があると日常的に健常者以上に体力を使ってしまうと、長時間労働ができない障害者もいる。

１８６一口に障害者といってもいろんなタイプがあるので、事業主も障害者を雇用する以上、それぞれの障害のタイプに合った就労形態を工夫すべき。職安もそのような工夫をするよう事業主を指導し、積極的にアドバイスしていくべき

・労働条件（②）は、賃金差別、昇級差別の訴え多かった。助成金が切れると急に賃金がカットされたり、雇い主の態度が冷たくなったという声。

・現在の障害者雇用促進事業は、企業努力が基本、競争原理のなかで障害者を労働力として吸収していこうとする事業、福祉的要素はない。障害者雇用のために人的物的設備投資を考えている事業主を援助するために、他の事業主が資金を拠出する、事業主相互間の自己完結的な自助システム。従って、障害者を採用した後は、企業努力によって能力アップさせていけるという前提に立ち、障害者に支給する賃金の一部分を採用当初の期間だけ助成する仕組みに。助成金はわずか１年間。障害者が就職して１年後に健常者と同様の能率を上げられるようになるというのは例外的。だから、事業主にとって１年後に助成金が切れると、以後は事業主が全額負担で賃金を払っていかねばならない。この負担増しに納得いかない事業主は、一方的に減額。採用時の賃金は「最低賃金」を下回ることはできないが、採用後に最低賃金を下回っても労働基準監督署かがこれを摘発するために動くことはあまりない。障害者は事業主との今後の関係を考えていくと泣き寝入りしてしまうことが多いのではないか。結局、１８７現在の雇用促進事業では根本的な障害者の所得保障は実現できない。諸外国では助成金支給を途中で打ちきらない制度を採用している国もあり、そのような制度への移行を提唱していく必要
・職安では「正社員として採用する」で紹介されたが、いざ就職すると「嘱託」のまま何年経過しても正社員にしてもらえない、という声も。

・残業しても割り増し手当もらえず、理由を聞くと「仕事が遅くて残業してるんだから、払う必要がない」と言われたと。

・何年経過しても一般事務ばかりさせられて、他の健常者が主任試験などに受験させてもらっているのに自分は受験させてもらえず、障害の故に昇進の道を閉ざされているという声も

・職場の人間関係（③）では、上司や同僚から差別的言葉を投げかけられたり、差別的扱いを受けたという声。「職場の同僚が声をかけてくれず、コミュニケーションがないのが寂しい」という声も。

・健常者と同じ作業工程で仕事をしていると作業ペースが合わず、健常者をいらだたせることがあるのは想像できる。かといって、１８８障害者を別の工場に集めて障害者だけを隔離したような職場は作らないでもらいたい。社会参加という以上は、同じテーブルについて作業を分担し協力するのでなければ意味がない。とすると、結局は、健常者である同僚が「自分の職場仲間には健常者もいれば障害者もいる」という事態を受け入れることから始めなければならない。事業主による従業員教育も必要。障害者を多数雇用している企業のなかには、毎日の挨拶も意識して健常者の側から声をかけるように指導しているという話もある。障害者が年下でも年長の健常者から声をかけるようにすれば、自然と相手からも挨拶が返ってくる。そこからコミュニケーションが始まる

・現在の障害者雇用促進事業は、主として「雇用の機会の増大」というレベルに留まっている。並行して１８９「勤続年数の長期化、職場への定着化」に対して施策が講じられる必要。そうしないと全体としての障害者雇用者数は増加しない。

・障害者の法定雇用率１．６％、この数字は「失業障害者数」が参入されており、この数字が増えれば雇用率も引き上げられる関係。ということは障害者がどんどん職安に足を運び、登録することにより、仮に仕事が見つからなくても「登録された失業者」となり、結果として雇用率を引き上げていくことができる。すぐに実行できる作戦

・職業紹介行政を地方自治体が一部でも国から委託を受けるように調整していく必要。今では１９０職安の数が少なく、１つの職安が担当するエリアが広すぎる。自治体ごとに職業紹介窓口が開設されないと、障害者のニーズに応えることはできない。障害者にとって都会は移動しにくく、交通機関を利用した毎日の通勤は容易でなく、住居の近くにある職場を探すケースが多いから

・事業主も、互いに障害者雇用について情報交換し、経験交流を深める機会を組んでほしい。そうすれば、そのなかで障害者雇用に対する不安感を解消できると思う

○読んでトクする共同作業所シリーズ―東部大阪障害者労働センター―（４９号、１９９３年）

・作業所というのは大阪府の場合、７人枠でないと助成金下りない。最初から７人は自信なかった。また、たまたま雇用促進の関係で、労働っていうことで１回やってみたらどうやろっていう話があったんで、それやったら一人でもいけるでと。そこから設立させた

・とりあえず一人から。最低賃金で。現在、障害者はパート。あと高齢者雇用を。途中で障害のある子が増えてきて、ボランティアだけに依存できない状態になって。たまたまその方が働きたいというので高齢者雇用を利用。高齢者雇用で１年間補助金のある間に、その方に賃金出せるような仕事見つけだしてきたのが封入の仕事を取るきっかけ

・障害者のセンター言うても障害者だけでやるんじゃなしに、外に対しても人海戦術をせぇへんかったらこういう仕事は成り立たない。１５万枚を明日の朝までって言いはったら、みんな残業できない。次の日疲れるから。だから残業させないで外にざっと配る。外注に。皆夜してくれるから、朝に回収してきて１０時に揃えておく。そういう形で間に合わす。向こうさんは試し。明くる日に本当にそろっているかなと。すると、これはいけると。信用ですね。だから、１９２障害者やから別に間に合わんでもええとかじゃなしに、仕事となったら間に合わせていくということと、丁寧にやるということの信頼関係。そのへんがどうしても今の世の中で要求される
・こういう場所でも一線の事業所だから、仕事の取り合いある。機械化されるということもある。だけど必死で売り込む。機械だったらこういうミス見つからないとか、この子らにとって物凄くいい仕事なんやとか、そこの社長と話す。見積もりが勝負。その時は物凄く手の速い人、どこに出しても自信がある人に１週間でやってもらう。その時は、よそに持っていってもらってもうちの方が安いはずですっていう勝負。そしたらなるほどって絶対戻ってくる。福祉だけでは勝負できない

・週休２日にしようかと思っている。だんだんしんどくなるし、長時間働くことが、８時間働くことがいいとは言えない。もたない。健常者の人も。だからパートに人５時間というのは事業主としてはよい。目一杯集中してもらえる。忙しいからといって日曜出勤するといい結果でない。週末には必ずいい結果でない。人間の体ってそういうふうになってる

・暇な時は、仕事無いときは休ませます。こないだも「悪い。明日暇やから、どうしても仕事たられへんかったら明日休み。また電話するわ」そして仕事入ってから電話入れたら、ヤッター！って皆言う。「昨日ありがとう。電話もろうて」って。そんなん言われたら身につまされる。かといって暇なのにこっち来てブラブラしててもよくない

・今度作業所やるが、こっちが労働センター。向こう側が作業所。ここから作業所に仕事を出すという形になる。作業所の２階で手作りとか、食事作ったりとか、そういうこともやっている。それもこっちが注文して作ってもらうようにしてお金を払ってく。ちょっとでも還元できる。その代わり作業所の人がこっちで陶芸習ったりする時は、場所を貸すという形でお金を落としてもらう

・１９３発想転換せんかったらダメ。行政絡んでたらこんなことできない。所裏的には作業所を法人化するかどうかある。だけどいろんな問題ある。いろんな制約ある。指導員の給料とるだけでねぇ。こういう店をあちこち増やしていく方がいいかなぁと。地域の障害者が働ける。２号店、３号店といきたい
・今の制度のなかでは、事業所でいくらこっちがあくせくしても役所は知らんぷり、一般の会社と同じで。役所の鉛筆１本でもこっちから買うてくれ言うたら、それは同列に入札してもらわな、と固い話。ロータリークラブとかライオンズさんとか何とかしましょうかという話あるが、ここの経営組織みたら、今のままでは具合悪いと全部手を引いてしまう。行政絡んでないから個人にあげる形になると。そういうことが４年間あったから、それやったら意に反するが、作業所として出発して、その作業所を１９４「あるべき作業所のスタイル」でなく切り開かれたものに変えていこうかなと考えている

・センターの方は時間かかるけど、大阪府と八尾市に話していって、仕事っていうことに対しても側面から行政が援助することが必要。援助してほしいという位置づけの運動をしていきたい。１９５視点を仕事ということに。その人らにお給料をと言うところに結びつけられたら絶対何かが変わっていくと思う

○読んでトクする共同作業所シリーズ―コッコッコッコッ、コケコッコー　こんぴらのタマゴ売り―

・正さん、登志子さんはどちらも２回目の結婚。正さんが１回目の結婚でできたのが知的障害を持つ洋介君

・（正）すったもんだあったが、とにかく農業やろう、会社勤めはあかんからと、県庁に営農業計画書を持っていった。農地を取得してよろしいということになった。それから、あっちこっち土地を探して、１時は単身で山の中で鶏飼ってた。その土地がゴルフ場計画に入って、その代替として今の土地に移った

・そこでここの小学校の５年生に洋介を編入させようと。大騒動。学校側は入れん言うし、教育委員会もなんだかんだと埒があかない。それでも学校に行かせようと、個別指導や言うてひとりの教室で別にされとる。それで僕が付いて行って、給食ぐらい一緒にさせんかと子どもたちが食べてる教室に突入。校長や教師の怒号が飛び交い、行かせまいとピケ張りよる。次の日から登校拒否。それが新聞に取り上げられ、そしたらとたんに県教委も学校も手の平返したように「学校に来てくれ」いうよる。それが１年くらい続き、学校に行くようになった。けど、学籍は元に戻らんかった。学籍ないけど一緒の学校生活させてますいうのが向こうの言い分。そっとのぞくとひとり別にされてる。「学籍なく一緒に学校行かせる」だけで、８か月間県庁に座り込んだ。支援者がどんどん減った。その代わりあの親子とは関係ないいうひとはどんどん増えていった。

・（正）ワシ自身、あの座り込みで変身したと実感。障害児の親になれたいうかな。それまでは会議に出るのもおっくうだった。つい最近まで「障害児を高校へ」なんて聞いたらえーっちゅうもんだった。

・（登志子）あの座り込みの経験で知ったが、ひとをあてにして主張することはいけない。みんなつぶれたり、つぶされたりするわけで。そのことをしっかり知って、ぼろぼろになるならそれでよいと。最後にはふたりだけだった。ぼろとぼろ。

・わたしたちを支援してくれるひとたちは、大抵高松市にいる。会合は、私たちが高松市までいく。できれば何回かの内１回でも、こっちの方に来てくれると助かるが

・わたしたちもタマゴ屋さんやってるから、いくら地域で批判されても、具体的な商品の購入や付き合いで少しずつでも、地域の拡がりは作ってる。そういうことを具体的に知ってほしい

・タマゴ売りは少し今停滞気味。支援してくれる人達も、良いタマゴだけど４００円は高いと。だからわたしんとこはいつでも貧乏。洋介のことで集まりに行こうと思っても、その旅費がなかなか出せない。

・洋介のために支援してほしいというよりは、タマゴをどんどん買ってくれたり、売ってくれることで、わたしらの運動が実質的に助かる

・ここの土地は広いので、どこかの作業所や団体がここでログハウスでも作りたい、畑仕事をしたいいうたら、協力するし、そういうつながり方をしたいと思ってる。

・わたしらの毎日は、実物のタマゴを届けることと、洋介にかかわることをすること。それの連続。どうしても削ることができない。仕方なく、寝る時間、食事する時間を削る。だから、それをいつまで続けていけばいいのか全然つかめない。それでぱっと覚悟決めて韓国旅行へ。こういう毎日の生活をいろんなひとたちに知って欲しい。カンパや集会に参加してもほしいけど、もっと私たちの毎日に、いろんな方法でタッチしてほしい。それがお互いをわかりあえる方法

・気の滅入る時もある。外向きの顔とタマゴの品質だけはキチンとしてようと。

・１９６洋介はわぁわぁ言うだけで働いてないように見えるが、ここは野生の獣が鶏を襲わん。ここはそれが少ない。ところ構わんと洋介が走り回ったり、わぁわぁいいよるから、獣も恐れよるんと思う。そういうことがなんとなく解り合える

・やさしい気持ちで活動するんは大切やけど、タマゴをキチンと出荷するという「仕事」の面では妥協はしない。その余地がない。そのことを軸に、ここらしい作業所活動を夢見ている。洋介の中学校生活の延長に、その夢が少しずつ、ゆっくりすすめばと。

· 現場百景―もしも心がすべてなら、いとしいお金はどうなるの―

豊能障害者労働センター（５２号、１９９４年）

・障害者にかかわる運動のなかで「ともに学ぶ」教育のガス抜きとしての役割を担うはめになった作業所とはちがう力で労働センターは誕生。大阪の障害者の運動が地域に自立生活運動の拠点を持つ動きの中で、障害者の１９７所得をつくり出しながら自立生活を進めようと考えた。障害者を保護し、訓練する対象とする福祉の枠からはずれ、助成金をもらえない。「そんな福祉ならもういらん。粉せっけん売って食っていこう」と意気込んだものの、あまりに貧乏

・障害者スタッフの一人が自立生活をするにともない、生活保護をとり、年金も生活保護もすべてセンターの運営費、みんなの給料になった。センターの活動ルールである「財布は一つ」の原則にもとづくこと。「障害者を食い物にしてる、カンパ活動で障害者を見世物にしてる」と悪評が立った。健全者も同じで、市会議員となった健全者スタッフは、設立の時に貯金をはたき、公立授産施設の退職金もセンターにつぎこんだだけでなく、議員報酬もセンターに入れている

・センターの決め事；①障害者と健全者が対等な関係であるかいつも点検する、②来る者拒まず去る者追わず、③財布は１つ、④給料はみんなで分け合う、だれがどれだけ仕事をしたか、稼いだかは問わない、⑤だれかの問題を話し合う時、本人を抜きにしない、⑥異議申し立てはいつでもできる、⑦きめごとを多くつくらない、といったことぐらい。ふりかえってみると、とくに障害者の運動ということではない、普通のルールだった。

・しかし障害者２０人をふくむ３６人という大所帯となった今、これらルールがどれだけ維持されているか心許ない。「財布が１つ」という大原則も、ほとんどは年金を入れていない。知的障害者の場合、そのことの意志決定が単純ではないし、精神障害といわれるひとは、生活保護を取ることに不安がある。「給料を生活に合わせてみんなで分け合う」も、かつて一般企業に勤めた経験があるひとの場合は特に、どうしても「やった仕事にみあった給料」を要求する

・今ではほとんどのスタッフが一般の会社とおなじようにセンターに働きに来ると考えている。かつて障害者の運動としてセンターひ入ったひとたちとの間に少なからずギャップがある。「雪が降ってるから、今日はお休み」と言えた、ユートピアの伝説は今の労働センターには望めない。「仕事、仕事」とみんなが走り回ってる。「昔は良かった」という声が時々聞こえる

・ノーマライゼーション研究会の１９９３年報で楠敏雄氏が「障害者の経済的自立を目指して必死のぱっちで働き続ける事業所形態を取るもの」とは、わがセンターのことであると自認している。そして「作業所における経済的自立には明らかに限界が見えているし、あまりに資金集め一筋に突っ走ると逆に様々な弊害を生み出す」もいつも実感

・結果的には障害者（１０万）と健全者（１２万）の給料に開き。それでも健全者の場合、女性しか迎えることができない。かろうじて高校を中退した１８歳の青年が１０万円できてくれてる。１９８ぼくたちが闘わなければならないこの社会の差別の構造に支えられることでしか、共に活動する仲間を得られないという皮肉な結果
・それでも飽きずにアクセル踏み続けるのは「働き病」のせいだけではない。ぼくたちは「経済的自立の限界」まで達していないのだ。言い換えれば「経済的自立」が困難なことを社会のシステムにつきつけ、そのシステムを変えることを要求する地点にまで領域を広げられてないのだ。

・「様々な弊害」は、「経済的自立」を含んだ障害者の市民権をこばむ社会のシステムから生み出されるのであって、「経済的自立」をめざす行為から生まれるのではない。１９９「様々な弊害」のほとんどは、「障害者が取り残される」と言いながら、自分の甘さを隠す健全者の側から出てきた経験をぼくたちはたくさん持っている。むしろ「経済的自立」をめざした活動が領域を広げれば広げるほど、障害者が自己決定の領域を広げてきた経験もぼくたちはたくさん持っている

・障害者も健全者も待っている。話しのできる人にしか話をしない。ぼくたちがたたかい、わかりあい、わかりあえないことを確認する相手は、「運動」という怪しげなエリアでも、「福祉」という牢獄でも、「人権」という言葉からしか話が始まらない標準語のオブラートの中にはない。人を傷つけてしまうかも知れない、傷つけてもそれがわからない、まったなしの、のっぴけならない現実のなかで、それでもつながろうとして裏切りをおぼえてしまう、「差別」と「やさしさ」が手をつなぐこの社会の全てが相手なのだと思う。ぼくたちはみんな、べたべたに甘い

・２００障害者の雇用の拡大を要求するぼくらの活動は、行政に少なからぬ影響を与えてきた。１９９０年、市の労働行政は国の労働行政に風穴を開け、障害者の雇用を拡大するためにだけ事業をする財団法人。箕面市障害者事業団の設立したし、作業所でもない会社でもない豊能市障害者労働センターを障害者集中雇用事業所として、障害者に直接手渡せる福祉助成金制度を市単独で作り出すまでになった
・センターは、障害者、健常者を問わずそれぞれの個人の筒一杯の活動をしながら走り抜けてきたという意味で、「当事者である障害者を中心に」という障害者運動の本筋からは大きく離れていったのかもしれない。だが、運動をしなくてもいい状況を創り出すために運動があるなら、豊能市障害者労働センターは単なる障害者の就職場所ではなく、「障害者運動の拠点だ」と叫んでみても、実態がともなわなくても「単なる職場」としてやってくる障害者や健全者がまちがってると誰が言えるだろう。より多くの人間関係、より多くのお金が、障害者スタッフの生活をたしかな実態のあるものにしていくことはまちがいないのだから、「単なる職場」としてやってくる障害者がつくり出す障害者運動もまた、たしかなものとしてあると思う。そのためにも、障害者が障害者に伝え、伝えられる関係を、障害者がつくっていくことが望まれる

・どんなにわかりあえた人間関係だと言っても、健全者はそのままで障害者にとって暴力であることはまちがいない

○マキさんのぶらぶらマップ―脳性マヒ者地域作業所・「くえびこ」の巻―（５３号、１９９５年）

・「くえびこ」とは昔の「かかし」の呼び名で、昔は障碍を持っている人々も、大切な「火」を守る仕事や、畑に群がる「鳥」等を追い立てて、「村」のために「役立って」いたと伝えられる。２０１私たちも社会のために何らかの形で役立つことを信じ、「くえびこ」という名称をつけた。初代代表の白石清春さん（脳性マヒ者・元「青い芝の会」代表）が凝り性の人で、この会を発足させるとき、あの分厚い広辞苑を初めから読み始めて見つけた。

・この会は発足当初、「脳性マヒ者」にこだわっていたという。脳性マヒは全身性の障碍で、しかも言語障碍を伴う人が多い。それゆえマイペースを最も大切にしている。しかし障碍者運動３０年の先頭を走ってきた脳背マヒ者は、一応その立場が社会的に認知され、他の障碍をもつ者の問題も含めて地域での自立生活運動が盛んに展開されるようになった昨今、この会も「脳性マヒ者」にこだわっていない。障碍者なら誰でもどうぞ、である。障碍者と付き合いたいという健全者も含めて。当初の理念は会の名称に残っている。

・もう１つのこだわりが、「害」ではなく「碍」としていること。単独では「かべ」の意味らしい。本来の障害観から言えば「碍」のほうが正解だろう。よりにもよって「害」なんて。そのセンスのなさへの怒りが、この会の表明だろう。

・激動期の障碍者運動を知らない若者が増えているのを、この会でも感じることになった。若者たちは多くを語らない。でも、それぞれ飄々としている。マイペースである。代表の栗城しげ子さんは、激動期の障碍者の風貌を漂わせている。両腕に障碍を持つ彼女は、すべて両脚でこなす。その動きは実にまめ。取材陣は、テーブルの上を散らかしたまま作業所の一角にある暖房の効いた畳の上で寝かせてもらったが、朝起きると机のうえがきれいになっていた。栗城さんが、両脚で早朝から片づけてくれていた。寡黙な人だが、こうした姿は、何も言わなくても周りの人に生きる姿勢を語りかけるに十分である。それぞれがマイペースで自由な雰囲気のもとは、こんなところから生まれている気がした。

・「くえびこ」憲章の第１項に２０２〈作業員が地域で独立して地域住民とふれあって生きていく力を身につけていくことを第１の目的とする〉とある。そのため「くえびこ」では月２回、地域の人に陶芸教室を開いている。横浜から陶芸家が来て教えてくれる。いつも１０名ほどの参加。その作品が売れ始めた。夏休みには、子どもたちを対象にした陶芸教室もやっている。こちらには子どもたちが２０名ほど参加する。その他に、藍染め、手芸、チラシ程度の印刷を手がける。でも、仕事そのものよりも作業や製品の販売を通して、地域の人々との関係づくりをもっとも大切にしていることが、メンバーの話っぷりからよくわかった

○マキさんのぶらぶらマップ―なんこく共同作業所―（５４号、１９９５年）

・「なんこく共同作業所」は、四国・高知市の東隣りに位置する南国市にある。まるで車の休憩地のように小川をはさんで細長い３百平米ほどの土地がある。そこが「なんこく作業所」である。

・すでにメンバーのほとんどは出勤していて、ラジオ体操を始めるところ。体操の曲が流れて、１日の日課が始まった。そして朝礼、今日の作業が説明される。１台のトラックが入ってきた。作業所の仕事が搬入されたのである。メンバーは慣れた手つきで運転手から荷物を受け取って、建物のなかへ運んだ。パッケージ下折りの仕事らしい。そして全員で作業所のモットーの大合唱。「働かんと、ごはんが食べられん」だった。

・所長の山本さんはこのモットーを掲げてやってきた。時々誤解されて「企業戦士を作るつもりか」と批判される。「でも現実ですもんね」と山本さんは頭をかく。高知の土佐犬の横綱を育てるために「噛ませ犬」というのがいる。ほんとうなつよいのに若い犬に噛ませて自信を付けさせる役割の犬。「僕は噛ませ犬になりたいなぁ。そんな心境なんです」と山本さん

・作業場の壁、上段にメンバーそれぞれの目標というか、それぞれ苦手なことが書かれた紙がずらりと貼ってある。「さっさとする」「あいさつをする」「声を出す」「返事を大きな声ではいという」「人の話しをだまってよくきく」「あわてないようにする」･･･

・山本所長は、このような作業所をつくろうと動きはじめて１０年。その頃まだこの辺りは、こうした人たちは鍵を掛けられて閉じこめられていた。そうでもしないと親が働きに行けない。それに２０３劣ってる者、という意識で家のなかに閉じこめていた。これじゃいけんって動き始めて、７年前に共同作業所を作る会を発足。「手をつなぐ親の会」など組織を広げ、養護学校などに協力を頼んで、翌年、市の社会福祉センターの２階を間借りして作業所を開始。１９８９年に市の土地を無償貸与にこぎつけ、寄付集めして、次の年に建物が完成

・市の真ん中の土地が候補にのぼり喜んだが、住民の反対が強く結局ここになった。のんびりやっていこうと。粘り強く後援会組織を作って、地域の人とできるだけ繋がりをひろげていこうと思ってる

・ここの強みは指導員がすべて障害者の親で、私も息子が入所生だが、仕事場と家庭とはけじめをつけて、ここでは「所長さん」「山本さん」と呼ばせている。止めた人がおらん。ここから２名、企業に就職したが、同じような障害を持つ仲間がいないところで苦労をしているようで、正直言ってきがかり。それに２名は一度就職したが、バブルが弾けて真っ先にクビを切られた

・仕事は割り箸の袋入れ、運搬も請け負うと１組みあたり４０銭になる。仕事のないときは廃品回収、地域の清掃など、お金になることなら何でもやってきた。少しずつ知られてきて、この頃はおかげさまで仕事が続いている。

○読んでトクする共同作業所シリーズ―「吾亦紅」―（５４号、１９９５年）

・７０年に「安保闘争」があったでしょ。わたくしその頃学生でして、「闘争だぁ」と毎日駆け回ってた。でも、潮が引くように故郷に帰ってきた。それから勤めたのが社会福祉法人の知的障害者の収容型施設でした。１４年くらい続けました。

・わたくしの妹が重度の知的障害者だった。母と父が自分の家で世話をしていたが、母が心臓病で寝込み、２か月ほど収容型の施設に預けた。１ヶ月目は１度も風呂に入れてくれなくて、２か月目に死んでしまった。風邪が原因ということになっているが。自分の妹のことだから、「殺された」ような気がしたんですよぉ。それで厚生省に「こんな事件があって、こんな施設があっていいのか」と掛け合うこともあった。それを親にすごく反対され、途中でやめてしまった。そんなこんなで、施設に勤めることが一挙に嫌になった。周りの親御さんのなかに、収容じゃなくて通所型があればいいなぁという声がぽつりぽつりと出始めていた。

・退職金をはたきまして、自宅の車庫を改造してスタートした。幸せなことに何でも相談できる施設の同僚がいまして、その同僚も施設をやめて一緒に始めた。

・とっても楽しかった。全然ちがう。今ままでと。自分が楽しくなければいかんがです。通ってくる障害者も施設で暮らしているひとたちと、目の色とか態度が全然ちがう。施設にいる頃は、帰宅するときに障害者仲間から「先生、帰るがぁ。帰る家があってええなぁ」っていわれる。わたくしは「ごめんよぉ、帰るけん」っていうばかり。その挨拶がないだけでものびのびする。

・楽しくないこともある。米子市に対して事業委託をしてほしい、障害者の働く場を作ってほしいと交渉してきたが、「実績がない、無認可施設だ」とバッサリ。「障害者は働かなくてもいい。働かすのはかわいそうだ。運営補助の増額だけでいいではないか」なんていわれる。悲しい。

・２０４誰かに認可されるというんじゃなくて、自分たちの生活は、自分たちで創りたいと。なんでもお膳立てしてもらっているのが障害者の世界だとしたら、つまらない。認可された活動をしていると変なものをもらってもお礼いわにゃいけませんが。わたくしは、変なものをもらいたくないし、変なものにお礼もいいたくない。苦労は結構あるが、苦労がないと楽しいこともない。仲間にもがーっと仕事する時はして、楽しむ時はがーっと楽しもうっていいます。

・障害を持つ人は、いらんものを与えられすぎるって疑いを持っている。作業所なんかもそうなりつつあるし、ここもそんな雰囲気が出てきてるみたいで、いやだなぁと感じてる。楽しい行事が連なってきている。遠足だ、お楽しみ会だ、交流会だ、レクりェーションだって。年がら年中そればっかり。それじゃつまらんだろうと。

・お金をためまして、職員の月給が４千円。今の場所は学校の分校だったが、統廃合で廃校になっていたのを借り受けて、改装費をわたくしたちが出した。

・わたくしのいわばわがままで作業所を始めたが、「お父ちゃん、こういうことやってみたいだがん」って施設に勤めていた頃に結婚した連れあいにいうと、とてつもなく田舎の男でして「ワシが何とか食わしてあげるけん」と。市役所に勤めているが、身内の説得もウマくやってくれた。子どもは一人。今は東京の学校に通っている。

・私に足りないものがあるとすれば「権利意識」。そういうものを表に出さない方がかっこいいと考えている節がある。頭の中じゃそれじゃダメだと思っているのに。そりゃお金は欲しいですけど、安い月給でもいいんだと思ってしまう。それは他のひとに迷惑になっている部分がある。仲間の手のうえにお金をのせることにつながらない

・自分との闘い、自分を変えることが必要。「家族帝国主義」と親を批判して、のこのこ親のもとに帰ってきて迷惑をまたかける。そういう自分が恥ずかしい。

・「オンナが作業所をやってる」と軽く見られることがある。オトコがやってると安心するみたいな。

・恐れずにいいますとね、ひとが生きてるっていうのはうそっぽく見えちゃう。「運動だぁ」っていうひとはもっとウソっぽい。切ないですねぇ。

○読んでトクする共同作業所シリーズ―タマゴだぁ！選挙だぁ―（５５号、１９９６年）

・僕が仕事を探していた時に、施設の職員をしていた友達が、兵庫県の西紀町というところで土地を買って養鶏を始めた。こっちの方でも作業所を作ろうという話しがでたので、それじゃあ鶏でも飼おうかと。

・障害者メンバーが１１人、専従が２人にパートさんが１人。タマゴの収益は、障害者メンバーの給与に充てられるが、一人に渡せるのが月１００００円～１２０００円。それで収益はすべてパー。

・その他の運営費は補助金頼り。県と町を併せて補助が５６０万円。農業振興策の補助金や赤い羽根の寄付金など全部ひっくるめての年間予算が９００万円。そこから、人件費、自動車の維持費、農業機械なんかの費用を全部ださんならん。作業所作ったのがわたしらやったから、そこからたくさん給与取るのが悪いような。だから低いですよ月給は。普通の世間の一人分で、わたしら二人とパートさんの給与をまかなっている。低いのは無理ない。給与から計算して事業収入があるんやなくて、入ってくるお金で給料を計算してしまうから、当然低い。二人の年収が３６０万円。保険なんかもこのなかから出す。なんとかやっていけてしまうから、これでいいんかなとなってしまう。本当は障害者メンバーにお金が渡せない。今の鶏の数じゃぁ。一人分。それに１３人と半分がお世話になっている

・元々、うちのメンバーは、幼稚園から小学校へと、町内の学校に通っていた。私らの活動も、障害児を普通の学校に通わせる活動から始まっていたから。こどもたちが成長するにつれ、親たちも少しずつ変わって、ほいで生活の場としての「ぶったぁ」につながってきた。

・学校にいきよる頃からの同級生とか、お母さんたちとかが、うちのメンバーを良く知ってる。そういうひとたちがタマゴをよく買ってくれる。それと学校とか保育所関係。就学運動の時に知り合った先生たちが、今でも応援してくれている。みんな顔馴染みやさかい安心。たいていの場合、障害者作業所のメンバーというのは、作業所の活動を通して地域のひとたちに知られるが、うちの場合、仕事をしている時より地域に帰ってからのつながり方がつよい。ほとんど生まれてからずっと育ってきた町だから。「ぶったぁ」に行ってるあの子やというにはちがう。あの子のいってる「ぶったぁ」やねんね。

・うちは行政とトラブルになることはなかった。もちろん「かわいそう」という差別意識もあるんやろけど、まあまあ同じ町内やないかと、なんとかなく情けをかけられて実現するというか

・去年暮れに町長選挙があって、選挙の話題を作業所なんかで世間話でしてた。その中から「行政の外からばっかり文句いうててもしょうないやんか。４月に町議会選挙があるから、あんたも出てみらん」と瓢箪から駒。「ぶったぁ」の上を大きな道路が通ったり、国の巨大ブロジェクトがどんどん来たりで、淡路町は開発ラッシュ。こんなんで福祉のことや学校のことはどないなるんやろと。話し聞いてくれる議員さんはいてるんやろか。いてへんなぁと。４６９票　４位当選。

○マキさんのぶらぶらマップ―共働事業所・ぞうさん―（５６号、１９９７年）

・「ぞうさん」開設までのいきさつ。　７年前に阿左子さんと千津子さん姉弟の３人で始めたのが自然食の配達販売で、これを「ぞうさん」と名付けた。それに千津子さんが代表をやっている障害者が地域で生きる場「つゆくさ」。それらで知りあったメンバーが支え合って「ぞうさん」が１年半前に誕生

・８名の常勤者のほかに、支える会として「ぞうさんクラブ」がある。そのメンバーからパン焼きの月・水・金には７名が助っ人に来る。その他、バザーや催しに出店する際には、２０名ぐらいが応援に駆けつける。こうした支援体制のもと、毎年「ぞうさんまつり」を企画している

・代表である千津子さんの、「ぞうさん」への熱い思い。「こう、ほんとにこう、地域で支え合うってさ･･･食べ物って言うのは、そのひとつの手段というか方法なんだよね。で、障害者だから支えてくれ、って言うんじゃなくて、２０５障害者であろうがなかろうが、やっぱり誰もが地域で支え合うという連帯意識がないと厳しい。障害者という側面と共同購入という側面で、手間ひまかけた自然食品を共同購入するってことは、支え合うこと。一般のお店じゃ手間ひまかかんない。『一週間前に注文出してください』なんて、うるさいこと言わんでいい。でも、私は今の、こういうやり方が自分たちに合ってると思えるし、そのスタイルを選んだのは、ほんと間違いじゃなかったなぁと。障害者の生活だって支え合うことじゃん。そういう形で『ぞうさん』やれるってこと、ほんとよかったなぁと思ってる。私自身、障害者運動を長年やってきて、障害者が地域のなかで生活を組み立てていくには、単に障害者問題だけを考えていても方向が見えてこない。オーバーに言えば、地球規模っていうか、トータルなところでの人間環境をいかにつくるかってことと切り離して考えられなかった。そんな感じであちこちの市民活動に顔を出してるうちに知り合いが増えて．．．『何か一緒にやろうよ』てさ、１年半前に『ぞうさん』ができた」

・２週間に１度の割合で、主要メンバーが運営会議をしている。現在は週５日制で、月・水・金はパン焼きと自然食品関係の配送販売。火・木はパンの仕込みと受注伝票の整理。このペースで今のところ順調。あまり無理の無い状態で、仕事が軌道に乗っている。訪れた日は千客万来。青葉台団地の常連さんがパンや自然食を買いにくる。ちょっと顔を出して雑談して帰る人もいる。学校帰りの子どもたちも立ち寄る。先生もやってくる。そうこうするうちに、ボランティアとしてちょくちょく手伝いにくる人も現れて、取材者側は、誰がメンバーでボランティアかわからない。そんなことは意に介さない雰囲気。メンバーの一人曰く「障害者だからどうのこうの言うんじゃなく、自然につきあえる。この人はこうなんだって自然に入り込んできたって感じ。もし、急に立ったり動き出したりしたら、怖いよなぁ」

・パン焼きのときの「ぞうさん」はパン焼きに集中。余計な口をはさめない緊張感。パン製造室の衛生面は神経質なまでに気を遣う。隣の部屋でたばこの火を付けかけたら「外で吸ってください」と。でもその張りつめた空気が心地よい。それぞれに自分の持ち場を心得ていて、メンバーは手慣れた様子でせっせと働いていた。

○読んでトクする共同作業所シリーズ―くらしの宝島―（５６号、１９９７年）

・障害者も働いて賃金を取って、それが自立につながるんだろうと。つまり、２０６障害者の労働権を確立するためにここをやっていくんやから、あえて作業所という名前をつけなかった。世間じゃ、作業所の仕事は、障害者の生きがいとか補助労働とか見るから。作業所とつけたくなかった。「くらしの宝島」だけで申請したら、すんなり

・たいていの作業所は、仕事いうてもこまごましたもので、ほとんどその場所にたてこもってしまう。外の人たちと触れあう機会が極めて少ない。それじゃぁいかんと。もっと２０７仕事を通して、それぞれの個性を分かってもらうようにすると。トラブルもむしろあった方がいいと。そのことでそのひとが持っている強い個性が分かる人がひとりでも多くなると、ひとりで外出していてトラブルになっても、分かってもらえて、暮らしやすい街になる。だから、外に出かける仕事、いろんな人たちと顔を合わせる仕事ということでお店がいいやろと。それで始めたんがリサイクルショップです

・ここの場所も、金ないのにどこかええとこないかと、不動産屋さんにいろいろ声をかけていたら、ﾎﾟｲと「一軒家が空いてるで」と。店舗いうたらテナント料がナン百万円とかで高い。それが運がよくね。大家さんに障害者の働くリサイクルショップをやりたいから改造させてくれいうたら、ええですよと。幸運やった。敷金１５万円の礼金１５万円、家賃１５万円。安い。それで敷地が１５０坪ある。土地柄やね。最初はリサイクルショップみたいなもんやめて、料理屋でもやりはったらどうですねんっていわれた

・オープンする前に東京のリサイクル団体を見学させてもらって、いろいろノウハウを教えてもらいました。今の僕たちのやり方はちょっとちがうんやけど、教えてもらったことは役に立っている。

・最初の頃は、商品を集めるのは主に口こみ。心配は、バザーなんかやったら決まった日にだけ、たとえ一品だけでも出してもらえたらええだけやったけど、いつも商品を並べておくだけ品物が集まるやろかと。それで間口を広げて、委託販売しますよと。自分とこの品物に値段をつけてもらったら、手数料をもらうけど、販売しますと。そこらへんのことを新聞にも書いてもらったら、だーと集まった

・どうにもこうにもゴミとしてしか処遇のしようがないもんがぎょうさん出るから、大津市の環境整備課と「障害者の働く場やから」と話し合って、金もないし普通の産業廃棄物業者とはちゃうんやからと。家庭で眠ってて、大型ゴミとして出る奴を僕たちが１回ふるいにかけて、リサイクルさせてんやから、ゴミの減量化に一役買うんとやからと。そう説得して、ゴミの処分場まで持っていけば、タダで処分してくれる。ただ、行政との関係は、それ以外なかなかうまくいかない。消費生活センターでよく紹介はしてくれるが。

・滋賀県の作業所補助制度は、家賃補助が１か月１５万円が出る。障害者メンバーひとりにつき月間７万２千円の補助。トータルでうちは、６万８千円プラス家賃分の１８０万円と、管理費百万円が年間補助の全額。

その他の収益を予算化して、全体としては平等分配が原則。時間最低賃金をクリアし、雇用保険に全員が加入したんが去年の８月。一日の賃金は、３８４０円かける実働日数が、僕を含めた全員の月給になってる。手当は、技能とか運転、住宅手当などが加算される仕組み。職員と障害者メンバーとの賃金格差は、賃金そのものが世間に比べれば低いが、原則としてはないようにしようと

・ここらでも、「おまえら福祉でやってるのに、金取るやなんてなんてこっちゃ。行政からぎょうさん金もろうてるんやろ」なんてひとがまだまだ多い。腹立つけどもね。それが現実やろと。

・かわいそうにとか、大変やねぇとかいうひとが多いけど、そんなひとはダイレクトに差別するひとと違うように見えるけども、根っこでは同じ。２０８「福祉はええ」というてても、かっとなった時には、障害者に対して酷いこという。そやから早いとこ福祉の世界から抜け出したい
・うちのメンバーも、重いものを持つと「重い」いうてその場でがしゃーんと落としたり、ある人は寝転がってしもうたり。受け答えがとんちんかんであったり。でもそれでも彼らはそういうことを通して地域の人達と付き合っている。オープン当初のトラブルで、ここの店にフェンスを張って外に障害者が出ないようにしろとっていったひとたちが、いつのまにか座敷に上げてジュースを飲ましてくれたり。そういうことが実際にあって、それがここで店を開いてる理由

・うちだけじゃなく、そういう考え方の障害者作業所が滋賀県じゃ増えてきてるから、２０９ネットワークを作りながら、いろいろな考え方を越えた「ＯＮｋ・大津障害者ネットワーク協議会」に集まって、大きな風を吹かせたい

· 耳の聞こえない国語教師、藤田千恵さん（５６号、１９９７年）

・小学校に入る前から難聴だった藤田千恵さんが完全に聴力を失ったのは中学２年生の頃。高校に入って、ろう学校の先生から相手の口を見て意味を読みとる読唇という方法（口話法）を習ったが、日常会話ならともかく、授業にはほとんど役立たなかった。大学では哲学科を選んだ。

・そんな彼女の生活が一変したのが２５歳のとき。手話に出会ってから。同じ大学にもう１人耳の聞こえない学生がいて、その友人たちが聴覚障害の問題を考えようと作ったグループで手話を知る。それまでこんなコミュニケーション手段があることすら知らなかった。「どう言えばいいかわからないほど大きな体験だった。それまで話すと言えば、ごく近い人と読話で簡単な話をするか、筆談しかなく、内に閉じこもっていくばかりだった。私にも『手話』ということばがあり、他の人といつでも自由に生きた感情を伴って話しができる可能性があると知ったことは、私の生活を大きく開放してくれた。それから一生懸命手話を覚え、友人にも教えるなかで、よりたくさんの人たちと関わっていきたいと、教師という仕事を選んだ」

・普通学校に就職したのは成り行きだった藤田さん。「聾学校へのポストはないし、とにかく採用してもらうのに必死で、普通学校は絶対ダメと言われて、それには反発を覚えたし、障害者が採用されるチャンスがあまりに少ない、おかしいんじゃないかと強く思った」その思いが原動力となって、普通学校の門とを開かせた

「本当は自分の後輩の（聴覚障害の）子ども達に教えたい気持ちも強い。それに普通学校の１クラス４２、３人っていう生徒数はすごく大変。２０人くらいがベスト」

・府立東寝室川高校に６年間勤めた後、牧方高校に移って１２年。その間は試行錯誤の連続。自分の声も聞こえない教師が手話を知らない生徒や同僚たちとどのように意志疎通をはかればよいのか。国語の授業をどのように進めればよいのか、それらに答えてくれる前例はなかった。

・教師になって４年目に、初めて２年生の担任を持つ。管理職や学生主任の反対を押し切っての担任。他の人と同じように担任ができることを示そうと必死だった。そのため、ホームルーム、学年会議、保護者懇談、遠足、一人の学年係の教師にあらゆる場面で通訳を依頼。その教師の負担は大きくなった。生徒はわざわざ通訳を介して彼女と話しをする方法をとらなくても、その通訳の教師と話しをすれば事が足りた。生徒が日頃どんなことを感じ、考えているのかを知っていくためには必要なプロセスだったが、とても不自然なコミュニケーションだった

・牧方高校に来て３回目の担任を持つようになってから、通訳の教師の授業数が削減。それとともに少しずつ通訳に頼る度合いを小さくしていった。担任４回目の頃には、生徒や保護者とは筆談や読話を中心にして直接話すようにし、ほとんど通訳のない状態に持っていった。しかし筆談は校外活動などではほとんど使えない。普段でもお互い大変な労力。「書くこと」と「しゃべること」では重みが違う。軽い冗談や当たりさわりのない話題は人間関係をスムーズにするうえで大切だが、筆談でそれをやるのは不可能。だからクラスの生徒に手話を覚えてもらいたいが、４８人という大所帯ではそれも難しい

・こうした経験を経ながら、藤田さんは今後の方向性を徐々に具体化する。今年度初めに、校長が「保護者各位」にあてて配布したプリントの１部である。「これから１年間、お子さまが学ばれる『国語Ⅱ』は藤田先生が担当されることになります。藤田先生は聴覚障害者ですが、そのハンディを持ちつつも教職につかれ、すでに本校１１年、前任校を含めると１７年の経験を持っておられます。（略）先生は、聴覚障害を補うため、ノートやプリント配布などで生徒達とのコミュニケーションを大切にされています。生徒からみて最初はまどろっこしいところもあるかもしれませんが、質問などあれば遠慮なく先生にご相談ください。手話を覚えれば先生との話しはスムーズに行きますので、できればぜひ覚えてください。また、勉強以外にも聴覚障害の先生から多くのことを学べると思います。障害者の先生がおられることによって、むしろ生徒たちがより多くのことを得てくれることを願って学校としても、藤田先生を支援する態勢をとっています」これは、藤田さんが数々の経験を積み重ねて訴えてきたもの、そして周りがそれを受け止めてどう変わっていったのかが、よく現れている。

・２１０彼女にはテープやビデオなどの視聴覚教材が必須だし、授業をスムーズに進めるために入念なプリントを用意したり生徒にノートを提出してもらってそれをチェックしたりといった作業も必要となる。彼女は同僚の教師たちとともにそれらを何度も府教委に訴えて教材費を獲得し、不十分ながら自分の授業時間数や通訳に当たる教師の負担を軽減させてきた。手話だけでなく、体や表情も動きが見えるように、組み立て式の円卓も購入された。赴任当初から「手話を覚えてほしい」と働きかけてきたのだが、特に国語科の教師たちは協力的だった。そこから更に、藤田さんが必要とする授業の形こそ、教師と生徒とが共同して授業を形作っていくという本来の姿に近いのではないかという認識も生まれた
・同僚の小田耕嗣さんは次のように語る。「手話を覚えようということで週１回講習会を開いたり、職員会議でも手話通訳をしてもらったりしてるが、２１１最初の頃は『私は学校にボランティアに来てるわけじゃない』という反応もあった。でもだんだん分かってきたのは、藤田先生がいるから手話を覚えてあげるんじゃなくて、職場のなかで一緒に仕事をしようと思ったら、健聴者でもいろんな言葉の使い方があって、お互いに調整していかないとコミュニケーションが取りにくいのと同じように、藤田先生と一緒に仕事をしようと思ったら手話が必要なんだっていうふうに。健聴者っていうのは何も気にしないでやれることが一杯ありすぎるからかえってしんどくなってくる。藤田先生と連絡を取るために買ったＦＡＸは他のことでも役にたつし、とても便利。しんどかったらエレベータに乗ればいいじゃん、便利なものはたくさんあるんだよって、藤田先生と付き合い始めて分かる事は多い」

・障害者雇用促進法は、従業員３百人以上の一般企業で１．６％、国や地方公共団体で２％、の障害者を雇用することを義務づけている。ところが９５年６月時点での大阪府教委の雇用率はわずか０．９８％で半分にも達していない。それがこれまで大きな問題にならなかったのはなぜか。藤田さんもメンバーである「大阪府下障害を持つ教職員の連絡会」の調査によれば、９３年度の府教委の雇用率は０．６７％だったにもかかわらず、労働省への雇用状況通報書には２．８％と記載。このような数字の差がなぜ生じたのか。雇用率を算定するうえでの分母に含めなければならない中学と高校の教員数を除外していたのだ。これは労働省の指導によるものだった。新聞報道によれば、この件について労働省雇用対策課は「中高教員は障害者雇用が進んでいないため、都道府県教委に対して別様式で報告を求めるとともに、採用を増やすように要請している」とコメントを出しているが、「障害者雇用が進んでいない」からこそ雇用促進法があり雇用率が定められているのであって、「雇用が進んでないため」雇用率の算定方法を勝手に変更してよいのなら、雇促法の存在価値そのものがなくなる。労働省は雇用率未達成の企業名を公表する一方で、「身内」をかばい立てしてると言われても仕方ない

・実際の雇用率が明らかになって、府教委は障害者の採用計画を作成し、労働大臣に報告しなけれなならなくなった。出された９５年の報告書には、雇用率達成のために新たに２７０人の障害者を採用する必要があることが明記され、９９年末までにそれを達成するという計画も示されている。しかし本当にやる気があるのかどうか。９６年の大阪府の中学、高校の採用試験では、受験時間延長、点字試験などを必要とした障害者７人が全員不合格となった。問題は雇用率だけではない。藤田さんは現在四十数名というクラス規模は聴覚に障害がある者にとっては、あまりに多すぎるという。府教委に対して、聴覚障害者が授業をする場合、１クラスを２分割して時間割を組むために必要な講師時間を確保してほしいと要求を続けている。しかし府教委は長年の要求にも全く耳を貸さない。「連絡会」の田口さんは、障害者の特別枠採用を今後も積極的に働きかけたいとしながら「子どもも教師もオールマイティ（全能）神話にがんじがらめにされている。教師は生徒にかっこいいことを言うが、いざ自分に降りかかると尻込みしてしまう。だけど障害を持つ教師が増えてくれば、教師とは教育とは何かという本質が見えてくると思う」と語る

・藤田さん自身の、聞こえない世界と聞こえる世界を行ったり来たりする不安と葛藤

· 全盲で大学の教員になって（５７号、１９９７年）

・小学校３年生のときに突然原因不明で失明。現在は明暗もわからない視覚障害者。東京で生まれた在日朝鮮人２世である。大阪市立盲学校を卒後、龍谷大学経済学部に入学、その後、大阪市立大学大学院の生活科学研究科に進む。そして全盲で研究の道にはいる。この４月１日から京都にある花園大学社会福祉部の助教授として就任。大学院の博士後期課程を修了したのが１９８３年だから、就職できるまで丸１４年間もかかった。最初の２年間は非常勤講師の口もなかったが、その後やっと見つかり１２年間の非常勤講師の生活が続いた。「やっと就職できた」という思いでいっぱいである

・これまで十数度にわたって応募したが採用には至らなかった。不採用の理由はいちいち報告されないのでわからないが、教授会議論では、どうやら次のようなことが言われたらしい。「慎さんの業績は、植民地時代の社会福祉の歴史がほとんど。従って、古代のことや現代のことが教えられるかどうか疑問」「慎さんには、試験監督は絶対にできない。他の誰かに肩代わりしなければならない。過剰労働になる」「即戦力になる教員がほしい。視覚障害者では不安がある」「視覚障害者では実習の担当ができない」「朝鮮籍のものを採用したら問題を起こされるかもしれない」

・４月１日初出勤の日。今まで非常勤講師として教壇に立ってきたので、教えることには不安はまったくなかったが、他の教員や事務職員との関係はうまくいくだろうか、学生との付き合いはうまくいくだろうか、墨字（目の見える人が使っている文字）文書の事務処理がうまくいくか、などの不安が頭を持ち上げて、専任教員としての新生活への期待と不安が入り交じった複雑な気持ち

・教員も職員も学生も大変親切。玄関や廊下で迷っていると、通りかかった人が気軽に声をかけてくれる。わざわざ遠くから走って来てくれる人もいる。講義室へ行こうとして歩いていると、毎日誰かが声をかけてくれる。いまだに学内の建物の位置関係が覚えきれてないので、よく方向違いのところに行ってしまう。そんなとき大抵誰かがやってきて手引きをしてくれる。このような環境だから、最初抱いてた人間関係の不安はどこかへ吹っ飛んだ

・専任なって驚いたのは、なんと事務連絡の墨字文書の多いこと。ほとんど毎日のように書類が入っている。大学では、連絡事項の殆どが文書で配布される。各事務室からの連絡事項はもちろん、教授会や学科会議や実習室からの連絡事項、議題や報告などその殆どが文書。それらを大学側が点訳して配布してくれることはない。従って、墨字文書をどのようにして処理するかは一大課題。就職が内定したときから、墨字文書の処理をどうすべきかでまず頭を痛めた。視覚障害者にとって、墨字文書の処理のためには、どうしてもアシスタントは欠かすことができない。そこで知り合いの女性にアシスタントになってくれるように頼んだ。むろん仕事として。

アシスタントには、それなりの手当を支払わなければならない。私は日本障害者雇用促進協会の、視覚障害者への「職場介助者制度」の助成金をあてにしていた。ところが、その適用にはいくつかの条件があり、それを満たしていないために、適用を受けられないことになった。制度の適用を受けられなくても、私には墨字文書を処理するアシスタントが必要である。その必要性について大学側も十分に認識はしているが、大学の費用で雇うことまではしてくれない。従って、私の給料の中からアシスタントへの手当を支払っている

・アシスタントには、私の出校日に来てもらっている。往復の手引きもしてもらっている。しかし仕事の中心は墨字文書の処理。事務連絡の墨字文書は沢山有るので、すべてを点訳したり録音したりすることは不可能。その殆どはリーディングしてもらって必要なところだけメモしている。事務文書の多い時は、その日に配布されたものがその日のうちに読み終えることができないこともある。講義の合間などに事務処理をするのだから、時間がなかなかとれない。事務処理をしていると学生が訪ねてくることもあり、その対応をしているといっそう処理が遅れる。それでもすべての文書を読むように心がけている。晴眼者であれば斜め読みもできるので比較的短時間で読むことができるが、私の場合は、読み飛ばすにしても、最初から最後まで一通り読んでもらわないと何が書いてあるかわからないので、時間ばかりがかかってしまう。時間がかかったとしても、事務文書を読むことも大学での仕事の大きな１つだと考えている。最近では墨字を読むためのコンピュータシステムが開発されているが、解析するのに時間がかかり仕事はなかなかはかどらない。

・専任になって学生との関わりが密になった。私は大学教員の仕事の中身は、研究する事以外に、学生に対するサービス業だと考えている。サービス業で有る以上、学生に対してはできる限り手厚く接することが基本。そのことを実践するためには、学生のニーズにどう応えるかであるが、これからが本番。私は学生指導にあたっては、「人権尊重」と「真理探求」のふたつを基本に据えようと思っている。真理探究といっても、真理は複数あり、唯一正しいといえるものなどなかなか有るものではない。しかし人権尊重を前提にしてそれにあたれば、学生時代に、ライフワークや生き方、未来像などが描けると思う。

・２１２視覚障害者の大学教員への道をもっともっと開く為には、文部省や大学側が制度として職場介助者を保障することが必要。そうすることで、一層手厚い学生指導ができるようになる。

○読んでトクする共同作業所シリーズ―夢工房―（５７号、１９９７年）

・クッキーを焼く技術なんかまったくない中から始めて１年。粉からバター、原材料から技術、販売まで「ぷくぷく福祉会」の委託ですからまったくの素人集団で続けてきた。

・作業は一貫工程だから、用意から完成、袋詰めまで、誰の目にも分かる。障害者メンバーにしたら、どこかで必ず作業に参加できるから、働くことを楽しんでいる雰囲気はある。

・かちっとした作業体制は今でも決まっていない。みんなで寄ってたかって、作業や事務をこなしてる感じ。だから「さぁ始めよう」というのも、誰いうともなくあって、作業に取りかかるみたい。

・「ぷくぷく福祉会」の委託製造という、有る意味で下請け的機能で製造しているから、納期と数量、品質を守れば、それ以上のことは必要ない。それがいいところであり、ここの課題だと思う。自分たちで焼いたクッキーであっても、ブランドは「ぷくぷく福祉会」のもので、販売も福祉会に１手に引き受けてもらっているから、楽といえば楽。でもねぇ。

・「ぷくぷく福祉会」は、こことは比較にならないくらい生産してるし、大手スーパーや生協なんかにも卸している。当然、品質管理や納期はブランドを守る意味からも厳密にやってる。ここが納品したクッキーも、当初の頃、山のように返品されて頭を抱えたこともあった。そりゃ凄い。品質管理は。障害者のひとで、品質管理の神様みたいな人がいて、ちょっとでもできが悪いとすぐ返品。味が落ちたとか、品質にばらつきがある、ぱさぱさになったとか、いろいろいわれるが、こっちは素人。何がどう違うのかさっぱりわからん。でも確かに目の前には返品の山がある

・以前に返品の山を抱えて、どないしようと悩んで。袋に詰めたままだと「ぷくぷく福祉会」のネームが印刷されているから、袋から出してご近所の老人会なんかに「キズものですけど」と断って食べてもらった。そしたら「おいしい。おいしい」って。それで注文しますって、「ぷくぷく福祉会」に注文があった。

・ここに通ってくる障害者メンバーに、「夢工房」ができる利用サービスを、いろいろ提供できればなぁと考えている。毎日キチンとしたリズムで、仕事をする方が安らぐ人もいるし、もっと外に出て行きたいという人もいる。でも現実には、人手が足りなかったり、納期に追われるいうことがあって、サービスが単調になってしまっているというか。。。

・余暇というか遊びの時間が見えない。休みの日は何していたんだって聞くと、たいてい家でゆっくりしていたっていう。それぞれの家庭には、それぞれの事情があるだろうが、もう大人なんだから、働いて得たお金で楽しむってことも必要だと思う。保護者のなかには、たまの休みなんだから親と一緒にいることが余暇じゃないかと。成人に達したひとたちなんだから、親以外のいろんなひとと触れあうことも大切じゃないか。そこらにタッチできれば。じゃあすぐにそんな取り組みができるかと言えば、職員スタッフの考え方や体制をどうするか。「休みの日くらいほっといてほしい」と言う保護者の気持ちをどのように考えるのか。課題は山積み

・２１３最初は誰もクッキー焼けない。それで工程をできるだけ分散してやった。どうしてもできない人には「ちょっと見てて」て工程から外れてもらったりした。それが２、３か月すると、じっと見ているばっかりの人が、突然ばりばりとできる。それでどんどん熟練していって、「これは私の仕事や」みたいになっていく。

・２１４みんな一生懸命働いている。やっぱり、それに見合った所得は出せるようになりたい。そのためには、今は「ぷくぷく福祉会」におんぶにだっこだが、自分たちの工房で作る独自の商品を開発して、販売単価を引き上げることが、当面考えの課題。今はみんなで焼いたクッキーがどのような評価を得ているかわからない。２１５地域に販売網を広げることで、ダイレクトな反応がもらえる。そうすれば、もっとみんながクッキーづくりを好きになるんじゃないか
○パン気は勇気、夢をこねこね（５８号、１９９８年）

〈紹介〉泰三・悦子夫妻でやってるパン屋。娘が重度障害を持つ。泰三さんは、脱サラして、障害者とともに働くパン屋を始めた　

・神戸市からの補助金しかない。それは職員一人分の給料で消えるし、パンの利益はほとんどない。光熱費とかメンバーの給料とか材料費とか引いてたら僕のところに残らない。生活費は、（泰三）人からお米分けてもらうとか。（悦子）グループホームの世話人とかしてるから少しは助けることができるし、サラリーマンの頃と比べたら凄い少ないですけど何とかなるもんで

・人からも２１６ある程度の利益を上げなあかんって言われる。それをしようと思うと、朝から晩までパンを焼いて、メンバーと関わる事ができない。それプラスしんどくなってくる。切っていかなあかん。仕事できる子だけ欲しくなる。それはしたくない。お金の事は大変だけど、その中で変えられないものが帰ってくる。取材できてくれたアナウンサーが後日プライベートで来てくれはって、付き合いが始まったり、その人がまた別の人を呼んでくる。新幹線にのって来てくれはった人もいた。「おいしいから買いにきた」ってバスに乗って。それってみんなが喜ぶ

・泰三さんのうれしいのは、メンバーが市場の人と野球の話しをしてたり、僕の知らん所で他人とつながりを作ったりしてるのが分かった時。作業所を始めた頃は「行くところのない子は引き受けよか、集まって仕事したらええ」しかし、それは違うと気付く。２１７「作業所にはもっと先がある。地域や人と共存しながら未来につなげていく役目がある。それにはどうすれば？とりあえず手探りで、色んな事に関わっていくしか…」

○読んでトクする共同作業所シリーズ―障害者事業団―（５８号、１９９８年）

・もともとは「ぽてとファーム」というひとつの作業所から出発して、１０年。それがふたつになり、社会福祉法人の軒貸しグループホームと、民間グループホーム、それと地域生活支援事業の「自立生活支援センター」へと分散して拡がってきた。そうすることで、障害者仲間の働きを広げられるし、運動も多様になる

・ぽてとファームがやってこれたのは、有る意味良い事業に恵まれたということがある。「よつ葉牛乳」という共同購入事業なんだけど、直取引でやれて。これはなかなか手に入りにくい権利。結構利益率が高いし継続性ある。最初の２年間を行政からの補助金なしでやってこれたのは、それのおかげある

・印刷屋の仕事だけはやりたくなかった。納期だとかなんとかで、胃が痛くなる仕事。でもやっぱ新しい事業が必要やと。それで古巣の印刷業も始めた。だけど時代は進んだ。今は印刷機械持たなくても印刷屋ができる。どこからでも印刷の仕事受けますよって書いといて、無添加パンの製造と販売、従来からやってる農場の仕事、にわとりも飼ってる

・金儲けの仕事ばっかりすると、やっぱしんどくなる。だから、ゆったりした仕事、例えば下請け仕事とか、内職仕事のようなものも引き受けてやるってこともある。でも追いつかない。２１８人間のかずはどんどん増えてるから。その一人一人に合った仕事の開拓とか準備より、人が増える方が早い。もっといきいきした仕事をみんなで作りたいと思うけど、なかなか。なんせ、のんびりしたところがあるから

・メンバーの賃金は最低賃金を払ってるが、「互助会」というのがあって、全員が出資して、事業の赤字分を補填する仕組み。相互扶助。雇用保険と労災保険は全員加入してるが、健康保険には入っていない。通常の医療は本人が国保で払うが、高額医療は、互助会がその３割を負担する。冠婚葬祭やこどもの誕生などの出産費用も互助会から補填。去年、グァム研修と称して、７、８年勤務の１０人が海外旅行に行った。それも互助会の費用。

・どのメンバーにも月７～８万円の賃金になるけど、そのなかから月１万８千円の互助会費を積み立てる。それが雇用の条件。時間給は６１０円。全員平等。ただしね、その他の手当がある。扶養手当、住宅手当。それを受けるのは、たいてい健全者メンバーで、それでバランスが取れてる。障害者メンバーで結婚してるひとは相当高齢でも少ないし、親元から通ってる場合がほとんど。手当が支給されない。単身生活になれば、健全者メンバーと同じように支給される。「稼ぐことはむつかしいが、分配するのはもっとむつかしい」。ボーナスも全員一律支給。５万円が１回。１万５千円が２回。冬のボーナスは自己申告制。

・介護サービスなんかもやるが、それって目立たない。ハンディキャブは日本財団からくる、けばけばしい自動車やから、走ってるだけでも目立つ。利用するひとも、ウチのメンバーだけじゃなくて、地域の老人や障害者市民が、病院に行ったり、送迎に使うから、形になって見える。地域に浸透する。その事業補助金もねらえる。利用料金もタクシー使うより安いとアピールできるから、行政も宣伝してくれる。走行距離はダントツに多い。地域が広いから

・２１９障害者市民の就労支援ちゅうても、ほとんどの場合、健全者ばかりでやる。これがおかしい。なんで障害者市民もそれに参加させんのかと。そこに参加すれば、就労先を探すこともなく、働く場が確保される。そういうことを実現するために、公的な就労支援に拮抗する「障害者事業団」を作りたい。そのひとつとして、ピアカウンセリングをぼちぼち始めている。

・障害者市民の希望というのは、権利の問題や。それを実現するのも、踏みにじられるのも、権利の問題として捉えないと僕らが湖北で身もだえしてる意味がない。だから、障害者市民の権利をにじり寄るように実現する、現在にいろいろけちをつける。それがいづれすべての市民のキャパの広さ、豊かさ、幸せになるんだと、そういう権利を耕す役割を引き受けたい。

· 読んでトクする共同作業所シリーズ

―精神障害者市民の「共同作業所・コスモスの家」―（５９号、１９９８年）

・（スタッフ１）小さい頃に、家の離れに住んでたおばあちゃんが精神障害で、親でもない他人なんだが、とても居心地よく包み込んでくれた。私の話をよく聞いてくれた。コスモスはわたしにとって非常に居心地のよい場所。もう抜けられん。最初のころによく聞かされたことは、「２２０ここがあるだけでも障害者はありがたいと思わんといかん。だから贅沢いっちゃあかん」と。それにものすごく衝撃を受けた。ゴミみたいに「あんたらそこにかたまっとき」と。なんか世間から取り残されているな。そんなんではいかん。それぞれに顔が違うように、それぞれの想いが有ることを伝えて行こう、表現していこう、と。そのひと、そのひとらしい生き方を見つけることがここでないと。

・（スタッフ２）それまではずーっと専業主婦。私がここで働くことの意味を連れ合いは長いこと知らなかった。それがこの頃、なんとか理解してくれるようになった。みんな世間づれがなくて、本音でつきあえる。自然体で暮らせることがすごく気に入っている。そのかわり給料は安い。でも仕事は好き

・（スタッフ３）長いこと金融関係の仕事をしとりまして、定年前退職になったので、ここで無給で勤めている。弟がここのメンバーの一人。その関係もあって、この世界のことを勉強しようと。会社世界とは全然違う。みんな真面目でいい人ばかり。でもコスモスは貧乏。いい人達ばかりなのになぜ貧乏なのかと。たまには会社人間のようにウソついてでも儲けてみてはどうかと思うんですが、それができない。

・差別があるんだから、２２１貧乏生活からの脱出は難しい。ウチのメンバーのキャラとして「自信が持てない」ということがある。個人を立て直してからのことかなとも思う。みんなでチームワークでやるしかない

・（メンバー）「家にばっかりおったら、余計なことばっか考えてしまう。ここにくればそんなことがない」「することがないと、テレビ観たり、タバコばっかり吸ってしまう」「ここにきたら仕事に専念するから、病気のことも考えないですむ。病院と家をくるくる回ることもない」「昔は、ここも農作業を２反もやりよった。しんどかった。残業してな。ひとりで暮らしよったら、ガス代、電気代も払いきらん。税金も取られる。月収として２２２２０万は欲しい」２２３「最低５万はほしい。生活費として」２２４「なにか人気商売やりたい。人出のにぎやかなところで」「内職仕事は安いよなぁ」

・世間での人件費は、ひとり年間７百万くらい。ここは、そのひとり分にも届かない補助金を、これだけの人数が暮らしてる。

・世間はメンバーのことをヘンと言うが、世間のほうがよほどへん。不景気で内職仕事が止まる。民間会社の金融機関がヘンになると税金を使って支えるのに私どもには何もない

・ここの場所はみんなの場所なんだから、もっとワガママいおうよって思う。でも、なかなか言ってくれない。なんでもいいから、ワガママ言ってよね。ひとりひとりの人生なんだから。面白いことやろうよ。

・どうしても引っ込み思案になる。病気になって親兄弟に迷惑かけているという気持ちがあるし。不安もあるし

・みんながおる。ひとりで不安を背負うことない。ちょっとずつ分けて持てばいい。

・今、いろんな基金団体に補助金をくれるように申請してる。それで自動車がきたり、パソコン、ミシンがきたり、そういうのがふえてくるとみんなの気持ちも前向きになるように思う。自動車がきたとき、みんな尻込みしたが、そのうち「私乗る」ちゅうて順番待ちに。パソコンも、きたときはどうなることやろうと思ったが、そのうちメンバー全員がパソコンを使うようになった

・いろいろ少しずつやって、２２５ここが逃げ場じゃなくて、世間に出てくための場所でありたい。情報を集めて、そのために仕事をしているのだと思う

○読んでトクする共同作業所シリーズ―兵庫県篠山市・共働事業所「陽だまり」―（６１号、１９９９年）

・９９年１月１０日にオープン。丹南町の障害者町民就労モデル事業として始まった。合併して市になり、市の事業として継続するかどうか、これからの話し合い。

・厳しい状況はある。始まって間がないが、手作りお弁当の味がいいって評判をとっている。目標は６０食・１日、今のところ４０食前後売れてる。利益があがっているかはまだ決算してないからわからない。時給６００円。障害者市民スタッフの雇用目標が５人。まだ先だが早くそうなりたい。勤務体制も時間をずらしたりして、いつでも職場に障害者スタッフがいるように工夫して

・わたしらのとこは、作業所じゃなくて事業所だから、県に助成制度がなくて、町が単独で助成してる。一人当たり年間４９万７千円の助成。建物、土地、器財は全部町負担。それをわたしたちが無償で借りている。

・（スタッフ）自分たちでやったのやと、２２６充実した気分。生活するためには、まだまだ賃金は足りないが。僕に続くひとたちの２２７自立のためのきっかけになれば

・同じ目標を持って、同じように努力しているが、共通認識のズレある。きちんとなるには、５年ぐらいかかる。障害者スタッフが増えることで、関わるひとたちが、どんどん学んで行ける。

・私たちとしては２２８作業所でない新しい事業所なんやと意気込んでいるが、それを分かってくれる人が、ほんとに少ない。助成金を出している行政の人でも、事業所と作業所の違いすらわからない。

・最初ここの場所を使うことになったとき、ここを使う農家の人たちが、なんでこんなんと一緒にやるんやと、相当険悪な雰囲気。いざオープンして、商売として付き合うようになると、「コーヒー２つ」とか、今じゃ商売仲間として付き合いをしてる

・（メンバー）私手が利かない。それで周りの人たちからも「陽だまり」は無理や、と散々言われた。それに反発する気持ちもあって、絶対「陽だまり」に行ってやると。そしたらその日のうちに採用と急に決まって。２２９無理か無理じゃないかは周りの人が決めることじゃないと思う。勤める本人と雇主が話し合って決めればいいこと。自分の目で見ないとダメ。今まで何回も仕事のことでは失敗してる。いろいろあったんで、ひとなんかあてにしてたら、自分が無くなってしまうと。人間恐怖症に近い感覚になってましたから。反発するばっかりで。できないことも一杯あって、それでも、とりあえず、簡単にやめるとシャクなんで、全力でやります

○読んでトクする共同作業所シリーズ―石川県金沢市ハート・ワーキング・センター―（６２号、２０００年）

・やっと組織らしい組織になってきた

・ハート・サイド・ネットワークは、外出支援とかバリアフリー点検活動をしたり、もっと町に出ようよと活動している。６年目になる。ワーキング・センターは、共同作業所

・今回の規約改正で、作業所のメンバー全員が運営委員。運営委員になっても、意見を言うだけではダメですよと。人事、財政にも責任を持つひとだけが決定権を持つんですよと。企画、事業については、どんなひとでも発言権はある

・作業所の仕事は印刷と物品販売。できて１年目。年間４～５百万円の売り上げ。最近はやる気のある人もきてくれて、営業活動で大分伸びてきた。年間の補助額が７３０万円くらいだから、結構キツイ。ここの家賃が９万円。家賃補助が３万円ちょっと。６万円が持ち出し。ハート・サイドの年間予算は３００万円。日本財団からの援助あり、なんとか息ついている

・２３０内職仕事だけはやりたくない。事業をやりたい。夢はあるが、建設途中。作業所の方は事業体のイメージ。

ネットワークの方は、自立生活センターのイメージ。

・ハート・サイドはＮＰＯ法人格を取って、県の委託事業に向かいたい。ハート・ワーキングに委託して、その他の研修事業で得た収入がワーキング・メンバーの給与になる。代表（頸損１級）が６万。僕（健全者）が１５万円。女性スタッフが１３万。

・元々は、この場所の家主、建築会社だけどハート・サイドの会員だった。で僕を雇いたいと。そうすればバリアフリー建築の仕事が増えるだろうと。社員になるにあたっては、バリアフリーのモデル住宅を建てて、それをハート・サイドに貸してあげるから、管理してくれと。上だけ。下はモデル住宅として使うことに。はしごはずされたようなもの。

・ハート・サイドがじり貧のときに、去年「愛は地球を救う号」が当たってしまった。これどうすんだと。２人で１０万円ずつ持ち寄って、車検と保険はなんとかしたが、後が続かない。それで作業所を始めようと決めたのが去年の３月。４月から補助金を出せって金沢市役所に行った。そしたら実績もないのに、そんなことはできんと。たまたま門前払いにあった日に市役所の喫茶店で中村さんが障害者になる前に県自民党青年部の幹部をしてたときの知り合いの議員が通りかかり、その人からの圧力で、認可されることに

・激動の１年間。ドロボー事件が。作業所運営費３８０万円と個人通帳８０万円が盗まれた。いろんな団体や個人が助力してくれて、新聞各紙にも「作業所運営盗難でピンチ」のＳＯＳを掲載してもらい、最終的には４２０万円の義援金が集まった。本当に助かった。残り４０万円は、自主的に作業所を作ろうと思うひとたちに無利子で貸し付けられるようにしたい。

· 読んでトクする共同作業所シリーズ

―ハートランド　とくしま　あっぷる（精神障害者作業所）―　（６３号、２０００年）

・徳島は、人口比率で、全国で１番精神病院が多い県。この辺は、幸か不幸か、目の前に大きな精神病院があって、いつも患者さんが出歩いているから、近所の人たちも患者さんを見慣れていて、トラブルも案外少ない

・うちへの補助金は、全国でワースト・ワンの低いレベル。１年間やってきて、キレイ事でどう運営するとかいうよりも、「なんでこんなことやってるのか」という立場になるしかないと。遅れていて、閉鎖的なところで、病院や行政の側から始まっていないウチなんかを、疎ましがってるところがある。北風も強い。行政は、黙ってるとあれこれ文句を言う。「それ見たことか」と。どうすりゃいいんだと。

・２３１精神障害のひとたちの難しさもある。共同作業というのができるんだろうかと。到達することの難しさ。そんなことをして何の役に立つのか。何によって満たされるのか。そういう問いのなかにいる。

・今は、２階でお弁当を作って、宅配するのが主な仕事。まだ５０食くらい。利用者の昼食費ぐらいにはなる

・お金なくしんどい。１年かかってやっと出来たというか。素直になれてきた。じゃあ、作業所がいるのか、いらんのか。これから先、５年、１０年、たかが５００万円ちょいの金でやり続けることの意味が見えない。

・保護者の関わりもほとんどない。遠くの方から眺めてる感じ。精神障害の場合、「医者かあっぷる、どっち取るねん」と迫られてしまうところがあって、大部分の家族は、どちらにもつけずに、谷間にはまり込んでいる

・仕事をみんなでキチンとやることを追いかけると、今度は、仕事がみんなを追いかけ、失うものが多くなるし、失うものにこだわると、みんなの手の上にお金が乗らない。運営がニッチもサッチも行かなくなる。ぼくとしては、ここに２３２関わるスタッフが、ここのことを仕事だと認識できるように、早くなりたいと思う。もちろんお金だけのことではないが、誇りとまではいわないが、ここに関わっていることが、自分の人生の大切な部分というか
・ほんとにお金がないことをみんなに知って欲しい。なんとかころぶことはないんやねという状態になると、どこかにお金があるんじゃないかと言い出す。そんなお互いに満たされる方法を獲得できない。一緒にいるっていう感覚がほしいときがある。「きみもしんどいけど、僕もしんどいよ」ってところで遊びたいけど、なかなかそこに至らない。経済的な目配りのところでもちこたえるところに至らない

・２３３この国に生まれた不幸があって、この県、この街に生まれた不幸がある。でも僕らはこの街で現実に生きてるし、生きていくことが楽しくなくっちゃ、やり続ける意味がない。そのためのお金だったり、仕事だったり、運営だったり。お金がなくてしんどいのは昔からそうなんで、自分はなんでこうんなんだとか、作業所のキャラとして「フリーだじぇ」とか、そういう豊かな発想を失いたくない

○読んでトクする共同作業所シリーズ―奈良県桜井市メイくるタウンの家―（６４号、２０００年）

・（職員１）普通の勤めをしていたが、忙しいばっかりで、殺伐とした雰囲気だった。ふとこんなところがいいかなぁと思い、働くようになった

・（職員２）一番親しい友達のお子さんが障害を持っていて、それが縁で、前の職員さんがお辞めになったときに、やりませんかと声をかけてもらった。ここにきて結局、ひとりひとりとの付き合い。取り立てて「障害者」は意識しない。というよりそう考えるようになった

・一応行政の運営母体がいるから、運営委員会があって、日常的には、メイくるタウンの会というのが活動を支えているという形。後援会もある。財政的には苦しいから会費をもらってる。おかしい話だが、市補助金に基準があって、利用している人の人数で、職員数と人件費が決まってる。その基準でいくと、うちはふたりの職員とパート一人ということになる。そんなのでやっていけるわけがない。１６人が利用してるんだから。

・最初、障害者の親にしても、働いている人がおり、お昼のお弁当が作れないことがあった。それでお弁当づくりを始めたのがそのまま続いて、今でも宅配給食をやっている。当然無料で。運営補助金は足りないわ、弁当づくりは持ち出しだわ、なかなか大変。いつもお金で苦労してる。職員さんも節約して、最小限度の金額での弁当づくり

・なんとかお金のないことを補う、それが職員の重要な仕事。足りない分をしのぐのに、いろいろなひとたちにカンパを要請したり、何かのイベントがあると積極的に出店する。うちも畑づくりをしているが、野菜やお米なんかの物品カンパが結構あるので、それを売ったり、バザー作品を売ったりして、お金をかき集めるしかない。去年は、うちを支援する目的で、結構大きなチャリティ・イベントをしてもらって、いろいろやったのを足して、約２００万円集めることができたが、それでも足りない。

・ひとつの制度を利用するだけではあかんと、市の委託事業の公園清掃も取ったが、それが年間１６万円くらいで、焼け石に水

・市役所の職員ひとりの年間人件費って大体７５０万円くらいでしょ。そのひとり分にもならない補助金で、運営をしなければならない。それも事業費補助じゃないから、ほとんどを人件費に使わないといけないことになっている。何かの事業や行事に手を出せば、その分が完全に持ち出しになる。これから先のことを考えれば、うちも「法人化」を真剣に考えていかん時期にきてるのかなぁと

・なんぼ金がないからといって、何もせんわけにはいかない。ことに、ここを利用しているひとたちが、何もせんとぼーっとしていることもできない。退職された人で、音楽を得意にしているひとがいて、その人に来てもらって、歌やダンスをしたり、ボランティアで英語教室や陶芸教室みたいなのをやる。格好よく言えば、デイサービスみたいな場所。「たまり場」のような機能が持てればいいかなぁと

・２３４いろいろ組み合わせて、それぞれに楽しんだり、収入に結びつけばいい。ひとつの方法として内職仕事を取り入れているが、不況で、内職仕事がなくなってくるし、単価が安くなってきてる。でもその内職仕事で稼いだお金は、全額、利用者に渡してる。去年の実績でいえば、月２０００円前後くらい

・実情は、年々、かなりキツイものになりつつあるから、何でもいいから、運営の足しになるというか、２３５カネになりそうなことばっかり考えている
・日頃くる運営委員の先生方で、漬物とキムチを作って売ってはどうかという人がおり、去年から試行的に作ってくれている。なかなか評判がよくて、これをなんとか本格化したいと考えている。それと、桜井市もゴミの分別収集が始まった。それで市に働きかけてくれた市会議員さんがいて、市内の作業所で有料化されるゴミ袋の販売ができるようになった。ラーメンやつけ汁の販売にしても頭打ち。学校やいろいろなところに販売に行っても、やっぱり２３６障害者作業所の販売物やと受け取られる。いっぺんは買うけど、長続きはしない
・しかしいづれも決定打にはならない。いろいろ試してみたけど、どれも事業規模が小さいし、小さいからすぐ頭打ちになってくるような気がする。全体の運営を支えていくことのできる、中心になる事業が絶対必要なのだろうが、なかなか見つからない

・こころ利用しているメンバーも、物を販売に行くことを喜んでいるひともいるし、一日が楽しく過ごせたらいいというひともいる。２３７利用者メンバーが何をしたいのかによって、どんな事業がいいのかが決まって行くような気がする
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